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【掲載内容について】 
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ページでは、指導計画の一部を掲載しております。 



Ⅱ課程

科目・学年 ページ 科目・学年 ページ

国語１年 真和志分－1 保健体育１年 真和志分－43

国語２年 真和志分－4 保健体育２年 真和志分－45

国語３年 真和志分－７ 保健体育３年 真和志分－47

社会１年 真和志分－10 職業１年 真和志分－49

社会２年 真和志分－12 職業２年 真和志分－51

社会３年 真和志分－14 職業３年 真和志分－53

数学１年 真和志分－16 家庭１～３年 真和志分－56

数学２年 真和志分－19 外国語１年 真和志分－57

数学３年 真和志分－23 外国語２年 真和志分－59

理科１年 真和志分－25 外国語３年 真和志分－61

理科２年 真和志分－27 情報２年 真和志分－63

理科３年 真和志分－29 情報３年 真和志分－6４

音楽１年 真和志分－31 道徳１～３年 真和志分－65

音楽２年 真和志分－33 総合的な探究の時間１年 真和志分－67

音楽３年 真和志分－35 総合的な探究の時間２年 真和志分－69

美術１年 真和志分－37 総合的な探究の時間３年 真和志分－71

美術２年 真和志分－39 特別活動１年 真和志分－73

美術３年 真和志分－41 特別活動２年 真和志分－75 

特別活動３年 真和志分－77 

時間割（参考資料）

令和７年度　高等部（真和志分教室）
年間指導計画　目次



高等部　１年（Ⅱ課程）　国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

参考図書
『くらしに役立つ国語』

（東洋館出版社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

（知及技）
漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の付
け方を理解することができる。（高１ア
(ｱ)）
（思判表力）
学習した漢字を読んだり書いたりするな
ど、表現の幅を広げ、活用することがで
きる。（高１）
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、幅
広く読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとする態度を養う。
（高１）

（知・技）
漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の付
け方を理解しようとしている。
（思・判・表）
学習した漢字を読んだり書いたりするな
ど、表現の幅を広げ、活用しようとして
いる。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、幅
広く読書をし、国語を大切にして，思い
や考えを伝え合おうとしている。

B 書く
C 読む
漢字の読み書き

漢字の読み書き
小学校低学年から小学校中学年までの漢字の
読み書きに取り組む。

（知及技）
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解することができる。（高１イ(ｱ)）
（思判表力）
社会の中で関わる人の話などを話し手が
伝えたいことの中心に注意して聞き、話
の内容を捉えることができる。（高１A
ア）
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、幅
広く読書をし、国語を大切にして，思い
や考えを伝え合おうとする態度を養う。
（高１）

（知・技）
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解しようとしている。
（思・判・表）
社会の中で関わる人の話などを話し手が
伝えたいことの中心に注意して聞き、話
の内容を捉えようとしている。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、幅
広く読書をし、国語を大切にして，思い
や考えを伝え合おうとしている。

C 読む
情報の聞き取り
新聞や本に親しもう

C 読む
聞き取り問題を活用し、必要な情報を聞き取
る学習に取り組む。
新聞や本から興味のある情報を読み取る。

5

 (知及技）
社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気付くことがで
きる。（高１ウ(ウ)）
(思判表力)
社会の中で関わる人の話などを話し手が
伝えたいことの中心に注意して聞き、話
の内容を捉えることができる。（高１A
ア）
(学･人)
相手に伝わるように話したり、相手の話
をしっかり聞いたりしようとする態度を
養う。（高１）

(知・技）
社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気付いている。
(思･判･表)
社会の中で関わる人の話などを、話し手
が伝えたいことの中心に注意して聞き、
話の内容を捉えている。
(主学)
他者に伝わるように話したり、相手の話
をしっかり聞いたりしようとしている。

A 聞く・話す
自己紹介をしよう
他己紹介をしよう

自己紹介・他己紹介をする。
①自己紹介の素材集め
②自己紹介（発表）
③他己紹介の素材集め（共同学習のペアへイ
ンタビュー）
④他己紹介（インタビューしたことを発表）

2

（知及技）
幅広く読書に親しみ、読書が必要な知識
や情報を得ることに役立つことに気付く
ことができる。（高１イ(ｱ)）
（思判表力）
社会の中で関わる人の話などを、話し手
が伝えたいことの中心に注意して聞き、
話の内容を捉えることができる。（高１
Aア）
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、幅
広く読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとする態度を養う。
（高１）

（知・技）
幅広く読書に親しみ、読書が必要な知識
や情報を得ることに役立てようとしてい
る。
（思・判・表）
社会の中で関わる人の話などを話し手が
伝えたいことの中心に注意して聞き、話
の内容を捉えようとしている。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、幅
広く読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとしている。

C 読む
図書館オリエンテーション
本を探そう

図書に親しむ
①利用方法や図書室に置いてある本について
知る。
②興味関心のある本を図書室で探す。
③図書室のマナーを守り、読書をする。

10

(知及技)
日常よく使われる敬語を理解し使うこと
ができる。（高１ア(ｶ)）
(思判表力)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えることができる。
（高１Bエ）
(学・人)
常体と敬体を使い分けたり、丁寧な言葉
遣いを意識しようとする態度を養う。
（高１）

(知・技)
日常よく使われる敬語を理解し、使おう
としている。
(思・判・表)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えようとしている。
(主学)
常体と敬体を使い分けたり、丁寧な言葉
遣いを意識しようとしている。

A聞く・話す
B書く
表現力を高めよう①
校外学習を終えて

敬語の種類や日常よく使われる敬語の学習
①敬語の種類について
②身近な敬語ついて
③会話の中で敬語を使うロールプレイング常
体と敬体、丁寧な言葉遣いの学習
④５W1H（いつ、どこで、だれと、なにを、
なぜ、どのようにした）

5

(知及技)
日常よく使われる敬語を理解し使うこと
ができる。（高１ア(ｶ)）
(思判表力)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えることができる。
（高１Bエ）
(学・人)
常体と敬体を使い分けたり、丁寧な言葉
遣いを意識しようとする態度を養う。
（高１）

(知・技)
日常よく使われる敬語を理解し、使おう
としている。
(思・判・表)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えようとしている。
(主学)
常体と敬体を使い分けたり、丁寧な言葉
遣いを意識しようとしている。

A 聞く・話す
B 書く
インタビューをしよう

テーマを決めてインタビューする
①テーマを決め、インタビュー内容を考える
②メモの取り方について
③インタビュー（実践）
④インタビューの内容をまとめる
⑤報告

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

3/105 真和志分教室１学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しむことができるようにする。（高１）
(思判表力)
筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えをまとめることができるようにする。（高１）
(学･人)
言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。（高1）

前
期

年
間
を
通
し
て

分ー1



8

(知及技)
相手を見て話したり聞いたりするととも
に、間の取り方などに注意して話すこと
ができる。（高１ア(ｲ)）
(思判表力)
話の中心が明確になるよう話の構成を考
えることができる。（高１Aウ）
(学・人)
電話による連絡方法やマナーを踏まえ
て、電話の練習をしようとする態度を養
う。（高１）

(知・技)
相手を見て話したり聞いたりするととも
に、間の取り方などに注意して話そうと
している。
(思・判・表)
話の中心が明確になるよう話の構成を考
えている。
(主学)
電話による連絡方法やマナーを踏まえ
て、電話の練習をしようとしている。

A 聞く・話す
電話を利用しよう

電話による連絡方法や電話のマナーについて
の学習
①電話による連絡方法やマナーについて知る
②ロールプレイングで電話の実践練習

8

(知及技)
文章の構成や内容の大体を意識しながら
音読することができる。（高１ア(ｷ)）
(思判表力)
文章を読んで理解したことに基づいて、
感想や考えをもつことができる。（高１
Cオ）
(学・人)
詩を読み味わい、感想を書いたり音読し
たりしようとする態度を養う。（高１）

(知・技)
文章の構成や内容の大体を意識しながら
音読している。
(思・判・表)
文章を読んで理解したことに基づいて、
感想や考えをもっている。
(主学)
詩を読み味わい、感想を書いたり音読し
たりしようとしている。

A 聞く・話す
C 読む
詩「いのち」
平和学習

詩の読み取り・音読
①詩の内容を読み取る
②読み取った内容を基に工夫して音読する。
③平和のために貢献した人物について本や資
料を読む。

4

（知及技）
漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の付
け方を理解して文や文章の中で使うとと
もに、句読点の使い方を意識して打つこ
とができる。（高１ア(ｳ)）
(思判表力)
書く内容の中心を決め、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えるこ
とができる。（高１Bイ）
(学・人)
手紙の書き方を踏まえ、丁寧に暑中見舞
い作成に取り組もうとする態度を養う。
（高１）

(知・技)
漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の付
け方を理解して文や文章の中で使うとと
もに、句読点の使い方を意識して打って
いる。
(思・判・表)
書く内容の中心を決め、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えてい
る。
(主学)
手紙の書き方を踏まえ、丁寧に暑中見舞
い作成に取り組もうとしている。

B 書く
手紙の書き方①
（お礼の手紙・暑中見舞い）

校外学習等でお世話になった方へ感謝の気持
ちを込めて手紙を書いたり、暑中見舞いを作
成したりし、投函する。

10

(知及技)
幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知
識や情報を得ることに役立つことに気付
くことができる。（高１ウ(ｳ)）
(思判表力)
登場人物の行動や心情などについて、叙
述を基に捉えることができる。（高１C
ア）
(学・人)
読書に親しみ、図書のもつ良さを感じよ
うとする態度を養う。（高１）

(知・技)
幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知
識や情報を得ることに役立つことに気付
いている。
(思・判・表)
登場人物の行動や心情などについて、叙
述を基に捉えている。
(主学)
読書に親しみ、図書のもつ良さを感じよ
うとしている。

A 聞く・話す
B 書く
C 読む
本に親しむ
（ブックレビューを書こう)

ブックレビューを書くための、次の学習活動
を行う。
①読み聞かせ
②読書
③ブックレビューを書く。

6

(知及技)
生活に身近なことば（しまくとぅば）を
知り、使うことができる。（高１ウ
(ｱ)）
(思判表力)
しまくとぅばの知識をもとに、どのよう
に言葉が変化するか考えることができ
る。（高１Aア）
(学・人)
言葉を口に出すことで響きを感じるな
ど、しまくとぅばに親しもうとする態度
を養う。（高１）

(知・技)
生活に身近なことば（しまくとぅば）を
知り、使おうとしている。
(思・判・表)
しまくとぅばの知識をもとに、どのよう
に言葉が変化するか考えている。
(主学)
言葉を口に出すことで響きを感じるな
ど、しまくとぅばに親しもうとしてい
る。

A 聞く・話す
しまくとぅばの学習
（昔話・しまくとぅばカル
タ）

沖縄の昔話やしまくとぅばのカルタを活用
し、生活に身近な方言について学習する。

9

(知及技)
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、言葉には、性質や役割による語
句のまとまりがあることを理解すること
ができる。（高１ア(ｴ)）
(思判表力)
登場人物の心情や情景について、場面と
結び付けて具体的に想像することができ
る。（高１Cウ）
(学・人)
詠まれた心情や情景を想像したり、感じ
たことを表現したりしようとする態度を
養う。（高１）

(知・技)
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、言葉には、性質や役割による語
句のまとまりがあることを理解しようと
している。
(思・判・表)
登場人物の心情や情景について、場面と
結び付けて具体的に想像している。
(主学)
詠まれた心情や情景を想像したり、感じ
たことを表現したりしようとしている。

A 聞く・話す
B 書く
俳句や川柳を作ろう

俳句や川柳を鑑賞する。
俳句や川柳を創作する。

5

(知及技)
接続する語句の役割、段落の役割につい
て理解することができる。（高１ア
(ｵ)）
(思判表力)
書く内容の中心を決め、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えるこ
とができる。（高１Bイ）
(学・人)
手紙の書き方を踏まえ、丁寧に年賀状作
成に取り組もうとする態度を養う。（高
１）

(知・技)
接続する語句の役割、段落の役割につい
て理解しようとしている。
(思・判・表)
書く内容の中心を決め、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えてい
る。
(主学)
手紙の書き方を踏まえ、丁寧に年賀状作
成に取り組もうとしている。

B 書く
手紙の書き方②
（お世話になった方へ感謝の
手紙・年賀状）

共同学習や実習等でお世話になった方々への
感謝の手紙を書く。
年賀状を作成する。

2

(知及技)
生活に身近なことわざや慣用句などを知
り、使うことができる。（高１ウ(ｱ)）
(思判表力)
登場人物の心情や情景について、場面と
結び付けて具体的に想像することができ
る。（高１Cイ）
(学・人)
かるた遊びに積極的に参加しようとする
態度を養う。（高１）

(知・技)
生活に身近なことわざや慣用句などを知
り、使おうとしている。
(思・判・表)
登場人物の心情や情景について、場面と
結び付けて具体的に想像している。
(主学)
かるた遊びに積極的に参加しようとして
いる。

A 聞く・話す
日本の文化に親しもう

ことわざや慣用句について知る。
かるたや福笑い等、日本の正月遊びをする。

5

(知及技)
文字の組み立て方を理解し、形を整えて
書くことができる。（高１(ｲ)）
(思判表力)
毛筆の特性を意識し、バランスを考えな
がら書くことができる。（高１Bア）
(学・人)
毛筆の特性に慣れるよう繰り返し書こう
とする態度を養う。（高１）

(知・技)
文字の組み立て方を理解し、形を整えて
書こうとしている。
(思・判・表)
毛筆の特性を意識し、バランスを考えな
がら書いている。
(主学)
毛筆の特性に慣れるよう繰り返し書こう
としている。

B 書く
書き初め（今年の一文字）

毛筆による創作に取り組む。

後
期

分ー2



12

(知及技)
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解することができる。（高１イ(ｱ)）
(思判表力)
段落相互の関係に着目しながら、考えと
それを支える理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えることができ
る。（高１Cイ）
(学・人)
さまざまな文章を読み、必要な情報を読
み取ろうとする態度を養う。（高１）

(知・技)
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解しようとしている。
(思・判・表)
段落相互の関係に着目しながら、考えと
それを支える理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えている。
(主学)
さまざまな文章を読み、必要な情報を読
み取ろうとしている。

A 聞く・話す
C 読む
文章の読み取り

様々な文章を読み、必要な情報を読み取る

14

(知及技)
日常よく使われる敬語を理解し使うこと
ができる。（（高１ア(ｶ)）
(思判表力)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えることができる。
（高１Bエ）
(学・人)
常体と敬体を使い分けたり、丁寧な言葉
遣いを意識したりしようとする態度を養
う。（高１）

(知・技)
日常よく使われる敬語を理解し使おうと
している。
(思・判・表)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えようとしている。
(主学)
常体と敬体を使い分けたり、丁寧な言葉
遣いを意識したりしようとしている。

A 聞く・話す
B 書く
C 読む
表現力を高めよう
後期の振り返り
作品集作り

国語の授業のスライドを見て、これまでの作
品集を作る。
①できたこと、次の学年へ向けての課題につ
いてメモ書きする。
②課題解決のための計画を立てる。
③これまで取り組んできたプリントや作品を
製本する。

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
留意点

引継ぎ等

分ー3



高等部２年（Ⅱ課程）　国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

参考図書
『くらしに役立つ国語』

（東洋館出版社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

（知及技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて
書くことができる。(高2)
（思判表力）
学習した漢字を読んだり書いたりするな
ど、表現の幅を広げ、活用することがで
きる。(高1)
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、進
んで読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとする態度を養う。
(高2)

（知・技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて
書こうとしている。
（思・判・表）
学習した漢字を読んだり書いたりするな
ど、表現の幅を広げ、活用しようとして
いる。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、進
んで読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとしている。

B 書く
C 読む
漢字の読み書き

漢字の読み書き
小学校中学年から小学校高学年までの漢字の
読み書きに取り組む。

（知及技）
原因と結果など、情報と情報との関係に
ついて理解することができる。(高2イ
(ｱ))
（思判表力）
社会の中で関わる人の話などを、話し手
が伝えたいことの中心に注意して聞き、
話の内容を捉えることができる。(高1A
ア)
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、進
んで読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとする態度を養う。
(高2)

（知・技）
原因と結果など、情報と情報との関係に
ついて理解しようとしている。
（思・判・表）
社会の中で関わる人の話などを、話し手
が伝えたいことの中心に注意して聞き、
話の内容を捉えようとしている。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、進
んで読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとしている。

C 読む
情報の聞き取り

情報の聞き取り
新聞や本から興味のある情報を読み取る。

8

(知及技）
社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気付くことができ
る。(高2ｱ(ｱ))
(思判表力)
社会の中で関わる人の話などを、話し手
が伝えたいことの中心に注意して聞き、
話の内容を捉えることができる。(高1A
ｱ)
(学･人)
相手に伝わるように話したり、相手の話
の中心を捉えて聞いたりしようとする態
度を養う。(高2)

(知・技）
社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気付いている。
(思･判･表)
社会の中で関わる人の話などを、話し手
が伝えたいことの中心に注意して聞き、
話の内容を捉えている。
(主学)
相手に伝わるように話したり、相手の話
の中心を捉えて聞いたりしようとしてい
る。

A 聞く・話す
自己紹介をしよう
他己紹介をしよう
B 書く
表記と言葉（誤りやすい表
記）

自己紹介・他己紹介
①自己紹介の素材集め
②自己紹介（発表）
③他己紹介の素材集め（共同学習のペアへイ
ンタビュー）
④他己紹介（インタビューしたことを発表）
⑤仮名遣い、送り仮名、漢字の学習

10

(知及技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ることができる。(高2ｱ(ｶ))
(思判表力)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えることができる。
(高1Bｴ)
(学･人)
敬語の種類について知り、身近な敬語を
理解して使おうとする態度を養う。(高
2)

(知・技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ようとしている。
(思･判･表)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えている。
(主学)
敬語の種類について知り、身近な敬語を
理解して使おうとしている。

A 聞く・話す
表現力を高めよう①

敬語の種類や日常よく使われる敬語の学習
①敬語の種類について
②身近な敬語ついて
③会話の中で敬語を使うロールプレイング

8

(知及技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ることができる。(高2ｱ(ｶ))
(思判表力)
話の中心が明確になるよう話の構成を考
えることができる。(高1Aｳ)
(学･人)
電話による連絡方法やマナーを理解し
て、電話の練習をしようとする態度を養
う。(高2)

(知・技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ようとしている。
(思･判･表)
話の中心が明確になるよう話の構成を考
えている。
(主学)
電話による連絡方法やマナーを理解し
て、電話の練習をしようとしている。

A 聞く・話す
電話を利用しよう

電話による連絡方法や電話のマナーについて
の学習
①電話による連絡方法やマナーについて知る
②ロールプレイングで電話の実践練習

令和 7 年度

単位数
／配当時数 児童生徒

 3/105 真和志分教室２学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにす
る。(高2)
(思判表力)
筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えをまとめることができるようにする。(高1)
(学･人)
言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。(高2)

年
間
を
通
し
て

前
期

分ー4



10

(知及技）
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解することができる。(高1ｲ(ｱ))
(思判表力)
目的や進め方を確認し、司会などの役割
を果たしながら話し合い、互いの意見の
共通点や相違点に着目して、考えをまと
めることができる。(高1Aｵ)
(学･人)
調べたことを根拠に自分の考えを伝えよ
うとする態度を養う。(高2)

(知・技）
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解しようとしている。
(思･判･表)
目的や進め方を確認し、司会などの役割
を果たしながら話し合い、互いの意見の
共通点や相違点に着目して、考えをまと
めている。
(主学)
調べたことを根拠に自分の考えを伝えよ
うとしている。

A 聞く・話す
話し合いをしよう
（調べて発表しよう）

ディベート
①テーマを決める
②テーマについて調べ、意見をまとめる
③ディベート
④ふり返り

3

(知及技）
話し言葉と書き言葉に違いがあることに
気付くことができる。(高2ｱ(ｲ))
(思判表力)
書く内容の中心を決め、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えるこ
とができる。(高1Bｲ)
(学･人)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容を工夫しようとする態度を養
う。(高2)

(知・技）
話し言葉と書き言葉に違いがあることに
気付いている。
(思･判･表)
書く内容の中心を決め、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考えてい
る。
(主学)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容を工夫しようとしている。

B 書く
手紙を書こう①

暑中見舞いを書く

4

(知及技）
日常的に読書に親しみ、読書が、自分の
考えを広げることに役立つことに気付く
ことができる。(高2ｳ(ｴ))
(思判表力)
書こうとしたことが明確になっているか
など、文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見付ける
ことができる。(高1Bｵ)
(学･人)
日常的に読書に親しみ、図書のもつ良さ
を感じようとする態度を養う。(高2)

(知・技）
日常的に読書に親しみ、読書が、自分の
考えを広げることに役立つことに気付い
ている。
(思･判･表)
書こうとしたことが明確になっているか
など、文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見付けて
いる。
(主学)
日常的に読書に親しみ、図書のもつ良さ
を感じようとしている。

B 書く
C 読む
本に親しもう

物語を読んでブックレビューを紹介する

6

(知及技)
生活に身近なことば（しまくとぅば）を
知り、使うことができる。(高1ｳ(ｱ))
(思判表力)
しまくとぅばの知識をもとに、どのよう
に言葉が変化するか考えることができ
る。(高1)
(学・人)
言葉を口に出すことで響きを感じるな
ど、しまくとぅばに親しもうとする態度
を養う。(高2)

(知・技)
生活に身近なことば（しまくとぅば）を
知り、使おうとしている。
(思・判・表)
しまくとぅばの知識をもとに、どのよう
に言葉が変化するか考えている。
(主学)
言葉を口に出すことで響きを感じるな
ど、しまくとぅばに親しもうとしてい
る。

A 聞く・話す
C 読む
しまくとぅばの学習

しまくとぅばの基礎知識やことばについての
学習

5

(知及技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ることができる。(高2ｱ(ｶ))
(思判表力)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えることができる。
(高1Bｴ)
(学･人)
敬語の種類について知り、身近な敬語を
理解して使おうとする態度を養う。(高
2)

(知・技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ようとしている。
(思･判･表)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えている。
(主学)
敬語の種類について知り、身近な敬語を
理解して使おうとしている。

A 聞く・話す
表現力を高めよう②

敬語の種類や日常よく使われる敬語の学習
①敬語の種類について
②身近な敬語ついて
③会話の中で敬語を使うロールプレイング

4

(知及技)
接続する語句の役割について理解するこ
とができる。(高１ア(オ))
(思判表力)
相手や目的を意識して、書くことを決
め、集めた材料を比較するなど、伝えた
いことを明確にすることができる。(高
１B(ア))
(学・人)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容を工夫しようとする態度を養
う。(高１)

(知・技)
接続する語句の役割について理解してい
る。
(思・判・表)
相手や目的を意識して、書くことを決
め、集めた材料を比較するなど、伝えた
いことを明確にしようとしている。
(主学)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容を工夫している。

B 書く
手紙を書こう②

後期就業体験のお礼状を書く
①お礼状の書き方の形式
②下書き
③清書
④封書の書き方

8

(知及技）
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解することができる。(高1ｲ(ｱ))
(思判表力)
相手や目的を意識して、書くことを決
め、集めた材料を比較するなど、 伝え
たいことを明確にすることができる。
(高1Bｱ)
(学･人)
すすんで情報を調べたりまとめたりし
て、構成を考えて書こうとする態度を養
う。(高2)

(知・技）
考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について
理解しようとしている。
(思･判･表)
相手や目的を意識して、書くことを決
め、集めた材料を比較するなど、 伝え
たいことを明確にしている。
(主学)
すすんで情報を調べたりまとめたりし
て、構成を考えて書こうとしている。

B 書く
先生の紹介新聞を作ろう

wordを活用して、共同学習の教科担当の先生
へインタビューをした写真や情報を入力して
新聞作成

後
期
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4

(知及技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて
書くことができる。(高2ｱ(ｳ))
(思判表力)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えることができる。
(高1Bｴ)
(学･人)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容を工夫しようとする態度を養
う。(高2)

(知・技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて
書いている。
(思･判･表)
間違いを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えている。
(主学)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容を工夫しようとしている。

B 書く
手紙を書こう③

年賀状を書く

4

(知及技）
用紙全体との関係に注意して、文字の大
きさや配列などを決めて書くことができ
る。(高2ｳ(ｳ)㋐)
(思判表力)
毛筆の特性を理解し、全体のバランスを
考えながら書くことができる。(高1)
(学･人)
毛筆の特性が理解できるよう繰り返し書
こうとする態度を養う。(高2)

(知・技）
用紙全体との関係に注意して、文字の大
きさや配列などを決めて書くことができ
る。
(思･判･表)
毛筆の特性を理解し、全体のバランスを
考えながら書いている。
(主学)
毛筆の特性が理解できるよう繰り返し書
こうとしている。

B 書く
書き初め
「半切サイズに挑戦」

①書く言葉を決める
②書く時の姿勢や筆記用具の持ち方について
知る。
③運筆に気をつけ、字のバランスを整えなが
ら、下書きをする。
④お手本を見ながら清書をする。

4

(知及技）
比較や分類の仕方、辞書や事典の使い方
などを理解し使うことができる。(高1ｲ
(ｲ))
生活に身近なことわざや慣用句などを知
り、使うことができる。(高1ｳ(ｱ))
(思判表力)
辞書の用途を知り、どの辞書や辞典を用
いて調べるか考え、適した辞書を用いて
調べることができる。(高1)
(学･人)
辞書の用途を理解し、様々な語句を自ら
調べようとする態度を養う。(高2)

(知・技）
比較や分類の仕方、辞書や事典の使い方
などを理解し使っている。
生活に身近なことわざや慣用句などを知
り、使おうとしている。
(思･判･表)
辞書の用途を知り、どの辞書や辞典を用
いて調べるか考え、適した辞書を用いて
調べている。
(主学)
辞書の用途を理解し、様々な語句を自ら
調べようとしている。

B 書く
C 読む
辞書を活用しよう

国語辞典や漢字辞典を活用する

9

(知及技）
情報と情報との関係付けの仕方を理解し
使うことができる。(高2)
(思判表力)
自分の考えとそれを支える理由や事例と
の関係を明確にして、書き表し方を工夫
することができる。(高1Bｳ)
(学･人)
さまざまな文章を読み、必要な情報を読
み取ろうとする態度を養う。(高2)

(知・技）
情報と情報との関係付けの仕方を理解し
使おうとしている。
(思･判･表)
自分の考えとそれを支える理由や事例と
の関係を明確にして、書き表し方を工夫
しようとしている。
(主学)
さまざまな文章を読み、必要な情報を読
み取ろうとしている。

A 聞く・話す
C 読む
文章の読み取り②
『蜘蛛の糸』

様々な文章を読み、必要な情報を読み取る

3

(知及技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、言葉には、性質や役割による語
句のまとまりがあることを理解すること
ができる。(高1ｱ(ｴ))
(思判表力)
社会の中で関わる人の話などについて、
話し手の目的や自分が聞きたいことの中
心を捉え、その内容を捉えることができ
る。(高1Aｱ)
(学･人)
会話で気をつけることや場に合った態度
について考え、実践しようとする態度を
養う。(高2)

(知・技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、言葉には、性質や役割による語
句のまとまりがあることを理解してい
る。
(思･判･表)
社会の中で関わる人の話などについて、
話し手の目的や自分が聞きたいことの中
心を捉え、その内容を捉えている。
(主学)
会話で気をつけることや場に合った態度
について考え、実践しようとしている。

A 聞く・話す
挨拶や会話をする力を高めよ
う

会話で気をつけることや場に応じた態度につ
いてロールプレイング

15

(知及技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、語彙を豊かにすることができ
る。(高1ｱ(ｴ))
(思判表力)
段落相互の関係に着目しながら、考えと
それを支える理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えることができ
る。(高1ｲ)
(学･人)
言葉の関係性を理解し、自分の表現に生
かそうとする態度を養う。(高2)

(知・技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、語彙を豊かにしようとしてい
る。
(思･判･表)
段落相互の関係に着目しながら、考えと
それを支える理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えている。
(主学)
言葉の関係性を理解し、自分の表現に生
かそうとしている。

A 聞く・話す
B 書く
C 読む
表現力を高めよう
後期の振り返り
作品集作り

感想と事実、結果と原因など区別する
①できたこと、次の学年へ向けての課題につ
いてメモ書きする。
②課題解決のための計画を立てる。
③これまで取り組んできたプリントや作品を
製本する。

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部３年（ Ⅱ課程 ）　国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

参考図書
『くらしに役立つ国語』

（東洋館出版社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

（知及技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて書
くことができる。(高２ア(ｲ))
（思判表力）
学習した漢字を読んだり書いたりするな
ど、表現の幅を広げ、活用することができ
る。（高２）
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、進ん
で読書をし、国語を大切にして、思いや考
えを伝え合おうとする態度を養う。（高
２）

（知・技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて
書こうとしている。
（思・判・表）
学習した漢字を読んだり書いたりするな
ど、表現の幅を広げ、活用しようとして
いる。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、進
んで読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとしている。

B 書く
C 読む
漢字の読み書き

漢字の読み書き
小学校中学年から小学校高学年までの漢字の
読み書きに取り組む。

（知及技）
情報と情報との関係付けの仕方を理解し使
うことができる。(高２イ(ｲ))
（思判表力）
社会の中で関わる人の話などについて、話
し手の目的や自分が聞きたいことの中心を
捉え、その内容を捉えることができる。
(高２Aア)
（学・人）
言葉がもつよさを認識するとともに、進ん
で読書をし、国語を大切にして、思いや考
えを伝え合おうとする態度を養う。(高２)

（知・技）
情報と情報との関係付けの仕方を理解し
使おうとしている。
（思・判・表）
社会の中で関わる人の話などについて、
話し手の目的や自分が聞きたいことの中
心を捉え、その内容を捉えようとしてい
る。
（主学）
言葉がもつよさを認識するとともに、進
んで読書をし、国語を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとしている。

C 読む
情報の聞き取り

情報の聞き取り
新聞や本から興味のある情報を読み取る。

8

(知及技）
社会生活に係る人とのやり取りを通して、
言葉には、相手とのつながりをつくる働き
があることに気付くことができる。(高２
ア(ｱ))
(思判表力)
話の内容が明確になるように、話の構成を
考えることができる。(高２Aウ)
(学･人)
相手に正確に伝わるように話したり、相手
の話の中心を捉えて聞いたりしようとする
態度を養う。(高２)

(知・技）
社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気付いている。
(思･判･表)
話の内容が明確になるように、話の構成
を考えている。
(主学)
相手に正確に伝わるように話したり、相
手の話の中心を捉えて聞いたりしようと
している。

A 聞く・話す
自己紹介をしよう
他己紹介をしよう
B 書く
表記と言葉（誤りやすい表
記）

自己紹介・他己紹介
①自己紹介の素材集め
②自己紹介（発表）
③他己紹介の素材集め（共同学習のペアへイ
ンタビュー）
④他己紹介（インタビューしたことを発表）
⑤仮名遣い、送り仮名、漢字の学習

6

(知及技）
文章を音読したり、朗読したりすることが
できる。(高２ア(ｷ))
親しみやすい文章を音読するなどして、言
葉の響きやリズムに親しむことができる。
(高２ウ(ｱ))
(思判表力)
文章を読んで理解したことに基づいて、自
分の考えをまとめることができる。(高２C
オ)
(学･人)
詩を読み味わい、感想を書いたり、リズム
を感じながら音読したりしようとする態度
を養う。(高２)

(知・技）
文章を音読したり、朗読したりしてい
る。
親しみやすい文章を音読するなどして、
言葉の響きやリズムに親しんでいる。
(思･判･表)
文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えをまとめている。
(主学)
詩を読み味わい、感想を書いたり、リズ
ムを感じながら音読したりしようとして
いる。

A 聞く・話す
C 読む
本に親しもう
詩「雨ニモマケズ」

詩の読み取り・音読
①詩の内容を読み取る
②読み取った内容を基に工夫して音読する

8

(知及技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れる
ことができる。(高２ア(ｶ))
(思判表力)
社会の中で関わる人の話などについて、話
し手の目的や自分が聞きたいことの中心を
捉え、その内容を捉えることができる。
(高２Aア)
(学･人)
身近な敬語を理解して意識的に使い、使い
慣れようとする態度を養う。(高２)

(知・技）
日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ようとしている。
(思･判･表)
社会の中で関わる人の話などについて、
話し手の目的や自分が聞きたいことの中
心を捉え、その内容を捉えている。
(主学)
身近な敬語を理解して意識的に使い、使
い慣れようとしている。

A 聞く・話す
表現力を高めよう①

敬語の種類や日常よく使われる敬語の学習
①敬語の種類について
②身近な敬語ついて
③面接時の対応
④面接のロールプレイング

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。
（高２）
(思判表力)
筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げることができるようにする。（高２）
(学･人)
言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。（高２）

年
間
を
通
し
て

前
期

令和 ７ 年度

単位数
／配当時数 児童生徒

 3/105
真和志分教室３学年
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8

(知及技）
原因と結果など、情報と情報との関係につ
いて理解することができる。(高２イ(ｱ))
(思判表力)
目的や意図に応じて、話題を決め、集めた
材料を比較したり分類したりして、伝え合
う内容を検討することができる。(高２A
イ)
互いの立場や意図を明確にしながら、計画
的に話し合い、考えを広げたりまとめたり
することができる。(高２Aオ)
(学･人)
質問を考え、聞き取った内容をまとめて、
他者に伝えようとする態度を養う。(高２)

(知・技）
原因と結果など、情報と情報との関係に
ついて理解している。
(思･判･表)
目的や意図に応じて、話題を決め、集め
た材料を比較したり分類したりして、伝
え合う内容を検討している。
互いの立場や意図を明確にしながら、計
画的に話し合い、考えを広げたりまとめ
たりしている。
(主学)
質問を考え、聞き取った内容をまとめ
て、他者に伝えようとしている。

A 聞く・話す
B 書く
インタビューをしよう

テーマを決めてインタビューする
①テーマを決め、インタビュー内容を考える
②メモの取り方について
③インタビュー（実践）
④インタビューの内容をまとめる
⑤報告

12

(知及技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて書
くことができる。(高２ア(ｳ))
(思判表力)
筋道の通った文章となるように、文章全体
の構成を考えることができる。(高２Bイ)
(学･人)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容や書き方を工夫しようとする態度
を養う。(高２)

(知・技）
文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて
書いている。
(思･判･表)
筋道の通った文章となるように、文章全
体の構成を考えている。
(主学)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容や書き方を工夫しようとしてい
る。

B 書く
手紙を書こう①

お礼状と暑中見舞い
①実習先へのお礼状作成
②暑中見舞いを書く

9

(知及技）
日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考
えを広げることに役立つことに気付くこと
ができる。(高２ウ(ｳ)㋓)
(思判表力)
登場人物の相互関係や心情などについて、
描写を基に捉えることができる。(高２C
ア)
人物像を具体的に想像したり、表現の効果
を考えたりすることができる。(高２Cウ)
(学･人)
日常的に読書に親しみ、図書のもつ良さを
感じようとする態度を養う。(高２)

(知・技）
日常的に読書に親しみ、読書が、自分の
考えを広げることに役立つことに気付い
ている。
(思･判･表)
登場人物の相互関係や心情などについ
て、描写を基に捉えている。
人物像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。
(主学)
日常的に読書に親しみ、図書のもつ良さ
を感じようとしている。

C 読む
本に親しもう
「百羽のつる」

物語を読んでブックレビューを紹介する

6

(知及技)
生活に身近なことば（しまくとぅば）を知
り、使うことができる。(高２ウ(ｱ)）)
(思判表力)
しまくとぅばの知識をもとに、どのように
言葉が変化するか考えることができる。
(高２)
(学・人)
言葉を口に出すことで響きを感じるなど、
しまくとぅばに親しもうとする態度を養
う。(高２)

(知・技)
生活に身近なことば（しまくとぅば）を
知り、使おうとしている。
(思・判・表)
しまくとぅばの知識をもとに、どのよう
に言葉が変化するか考えている。
(主学)
言葉を口に出すことで響きを感じるな
ど、しまくとぅばに親しもうとしてい
る。

A 聞く・話す
しまくとぅばの学習

しまくとぅばの基礎知識やことばについての
学習
組踊りや琉歌などの郷土の文芸

5

(知及技）
情報と情報との関係付けの仕方を理解し使
うことができる。(高２イ(ｲ))
(思判表力)
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく
書いたりするとともに、事実と感想、意見
とを区別して書いたりするなど、自分の考
えが伝わるように書き表し方を工夫するこ
とができる。(高２Bウ)
引用したり、図表やグラフなどを用いたり
して、自分の考えが伝わるように書き表し
方を工夫することができる。
(学･人)
調べた内容をもとに構成を考え、書き方を
工夫してポスターを作成しようとする態度
を養う。(高２)

(知・技）
情報と情報との関係付けの仕方を理解し
使っている。
(思･判･表)
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳し
く書いたりするとともに、事実と感想、
意見とを区別して書いたりするなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工
夫している。
引用したり、図表やグラフなどを用いた
りして、自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫しようとしている。
(主学)
調べた内容をもとに構成を考え、書き方
を工夫してポスターを作成しようとして
いる。

B 書く
魅力的なポスターを作ろう

テーマを決めてポスターを作成する
①テーマを決める
②構成を考える
③内容を調べ、まとめる
④発表
⑤振り返り

7

(知及技）
表現したり理解したりするために必要な語
句の量を増し、話や文章の中で使うととも
に、語彙を豊かにすることができる。(高
２ア(ｴ))
(思判表力)
話の内容が明確になるように、話の構成を
考えることができる。(高２Aウ)
(学･人)
身近な敬語を理解して、相手や場面に応じ
て使い分けようとする態度を養う。(高２)

(知・技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、語彙を豊かにしている。
(思･判･表)
話の内容が明確になるように、話の構成
を考えている。
(主学)
身近な敬語を理解して、相手や場面に応
じて使い分けようとしている。

A 聞く・話す
表現力を高めよう②

日常よく使われる敬語の学習・場に応じた会
話の仕方
①身近な敬語ついて
②場に応じた話し方のロールプレイング

5

(知及技）
文と文との接続の関係、話や文章の構成や
種類について理解することができる。(高
２ア(ｵ))
(思判表力)
事実と感想、意見などとの関係を叙述を基
に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を
把握することができる。(高２Cイ)
(学･人)
さまざまな文章を読み、文章の全体を捉え
て、必要な情報を読み取ろうとする態度を
養う。（高２）

(知・技）
文と文との接続の関係、話や文章の構成
や種類について理解している。
(思･判･表)
事実と感想，意見などとの関係を叙述を
基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。
(主学)
さまざまな文章を読み、文章の全体を捉
えて、必要な情報を読み取ろうとしてい
る。

C 読む
文章の読み取り①

様々な文章を読み、必要な情報を読み取る

後
期
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5

(知及技）
話し言葉と書き言葉に違いがあることに気
付くことができる。(高２ア(ｲ))
(思判表力)
目的や意図に応じて、書くことを決め、集
めた材料を比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にすることができる。
(高２Bア)
(学･人)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容や書き方を工夫しようとする態度
を養う。(高２)

(知・技）
話し言葉と書き言葉に違いがあることに
気付いている。
(思･判･表)
目的や意図に応じて、書くことを決め、
集めた材料を比較したり分類したりし
て、伝えたいことを明確にしている。
(主学)
手紙の書き方を理解し、送り相手に応じ
て、内容や書き方を工夫しようとしてい
る。

B 書く
手紙を書こう②

年賀状を書く

4

(知及技）
生活の中で使われる慣用句、故事成語など
の意味を知り、使うことができる。(高２
ウ(ｲ))
(思判表力)
辞書の用途を知り、どの辞書や辞典を用い
て調べるか考え、適した辞書を用いて調べ
ることができる。(高２)
(学･人)
辞書の用途を理解し、様々な語句を自ら調
べようとする態度を養う。(高２)

(知・技）
生活の中で使われる慣用句、故事成語な
どの意味を知り、使おうとしている。
(思･判･表)
辞書の用途を知り、どの辞書や辞典を用
いて調べるか考え、適した辞書を用いて
調べている。
(主学)
辞書の用途を理解し、様々な語句を自ら
調べようとしている。

B 書く
辞書を活用しよう

国語辞典や漢字辞典を活用する

8

(知及技）
文と文との接続の関係、話や文章の構成や
種類について理解することができる。(高
２ア(ｵ))
(思判表力)
目的を意識して、文章と図表などを結び付
けるなどして、必要な情報を見付けること
ができる。(高２Cエ)
(学･人)
さまざまな文章を読み、文章の全体を捉え
て、必要な情報を読み取ろうとする態度を
養う。(高２)

(知・技）
文と文との接続の関係、話や文章の構成
や種類について理解している。
(思･判･表)
目的を意識して、文章と図表などを結び
付けるなどして、必要な情報を見付けて
いる。
(主学)
さまざまな文章を読み、文章の全体を捉
えて、必要な情報を読み取ろうとしてい
る。

C 読む
文章の読み取り②

様々な文章を読み、必要な情報を読み取る

9

(知及技）
表現したり理解したりするために必要な語
句の量を増し、話や文章の中で使うととも
に、語彙を豊かにすることができる。(高
２ア(ｴ))
(思判表力)
資料を活用するなどして、自分の考えが伝
わるように表現を工夫することができる。
(高２Aエ)
文章全体の構成が明確になっているかな
ど、文章に対する感想や意見を伝え合い、
自分の文章のよいところを見付けることが
できる。(高２Bカ)
(学･人)
テーマ毎にこれまでの自分をふり返り、書
き方を工夫しながら、自分のことについて
書こうとする態度を養う。(高２)

(知・技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、語彙を豊かにしている。
(思･判･表)
資料を活用するなどして、自分の考えが
伝わるように表現を工夫している。
文章全体の構成が明確になっているかな
ど、文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見付けて
いる。
(主学)
テーマ毎にこれまでの自分をふり返り、
書き方を工夫しながら、自分のことにつ
いて書こうとしている。

A 聞く・話す
B 書く
わたしの物語を書こう

自分史の作成

5

(知及技）
表現したり理解したりするために必要な語
句の量を増し、話や文章の中で使うととも
に、語彙を豊かにすることができる。(高
２ア(ｴ))
(思判表力)
文章全体の構成や書き表し方などに着目し
て、文や文章を整えることができる。(高
２Bオ)
(学･人)
相手に応じて、文章を整え、自分の気持ち
が伝わるように手紙を書こうとする態度を
養う。(高２)

(知・技）
表現したり理解したりするために必要な
語句の量を増し、話や文章の中で使うと
ともに、語彙を豊かにしている。
(思･判･表)
文章全体の構成や書き表し方などに着目
して、文や文章を整えている。
(主学)
相手に応じて、文章を整え、自分の気持
ちが伝わるように手紙を書こうとしてい
る。

B 書く
感謝の手紙

お世話になった方々へ感謝の手紙を書く

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー9



担当者 教科書／副教材

参考図書
社会☆☆☆☆（文部科学省著作教科書）

これだけは知っておきたいよね
おきなわのこと
（東洋企画）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

14

(知及技）
地域の人々と互いに協力することの大切
さを理解し、自分の役割や責任を果たす
ための知識や技能を身につけることがで
きる。
(思判表力)
社会生活の中で状況を的確に判断し、自
分の役割と責任について考え、表現する
ことができる。
(学･人)
社会参加をするための意識を養うととも
に、学んだことを主体的に生活に生かそ
うとすることができる。

(知・技）
互いに協力することや話し合いで物事を
解決する方法、国民の権利と義務につい
て知識を理解している。
(思･判･表)
社会生活の中で状況を的確に判断し、自
分の役割と責任について考え、表現して
いる。
(主学)
社会参加することについて学んだこと生
かし、実際の生活に役立てようとしてい
る。

単元１「社会参加するとは」 ・互いに協力することの大切さ
・もしも意見が対立したら
・権利と義務
・選挙について

14

(知及技）
社会生活を営む上で大切な法やきまりな
どについての基本的な知識を身につける
ことができる。
(思判表力)
社会生活を営む上で大切な法やきまりに
ついて、その意義と自分との関わりにつ
いて考え、表現することができる。
(学･人)
法やきまりを遵守する意識を養うととも
に、学んだことを主体的に生活に生かそ
うとすることができる。

(知・技）
社会慣習や生活に関係の深い憲法や法
律、条例などのきまりについてその意義
を理解している。
(思･判･表)
社会慣習や生活に関係の深い法やきまり
について考え、考えたことを表現してい
る。
(主学)
法やきまりについて学び、自分の生活に
生かそうとする意識を高めようとしてい
る。

単元２「法ときまりについ
て」

・なぜ「きまりがあるの？」
・法ときまりについて
・もしも法律がなかったら
・社会生活と法
・私たちの生活と憲法

14

(知及技）
自分の生活に関係の深いものや、地域に
ある公共施設及び公共物の役割や必要性
について理解することができる。
(思判表力)
自分の生活に関係の深いものや、地域に
ある公共施設や公共物のについて、自分
の考えを表現することができる。
(学･人)
公共施設や公共物について、学んだこと
を主体的に生活に生かそうとすることが
できる。

(知・技）
地域にある役場などの公共施設や公共
物、公共交通機関について役割と必要性
について理解している。
(思･判･表)
地域にある公共施設や公共物、公共交通
機関の利用方法を調べ、適切な活用を考
え、表現している。
(主学)
公共施設や公共物について学んだこと生
かし、これらへの興味を深めようとして
いる。

単元３「私のまちの公共施
設」

・役所（役場）について
・地域にある公共施設
・公共交通機関について

14

(知及技）
国や地方公共団体の政治の仕組みや働き
について理解することができる。
(思判表力)
国や地方公共団体の政治の取り組みにつ
いて調べ、国民生活における政治の働き
について考え、表現することができる。
(学･人)
国や地方公共団体の政治の仕組みについ
て、学んだことを主体的に生活に生かそ
うとすることができる。

(知・技）
三権分立や国民主権を中心に、国や地方
公共団体の政治の仕組みについて理解し
ている。
(思･判･表)
国や地方公共団体の政治の取り組みにつ
いて調べ、国民生活における政治の働き
について考え、表現している。
(主学)
国や地方公共団体の政治の仕組みについ
て、学んだことを主体的に生活に生かそ
うとし、関心を深めようとしている。

単元４「政治のしくみ」 ・日本の政治のしくみ
・国会・内閣・裁判所のしくみ
・地方公共団体のしくみ

令和７年度　高等部　１年（Ⅱ課程）　社会科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室１学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
現代社会の仕組みや働きについて、様々な資料などを通して理解するとともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるように
する。
(思判表力)
社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、自分の生活と結びつけて考えたり、社会への関わり方選択・判断したり
する力、考えたことを適切に表現する力を養う。
(学･人)
社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的
な思考や理解を通して、地域社会に対する誇り、社会人としての自覚、社会の人びと共に生きていくことの大切さについての自覚を
養う。

前
期

後
期

分ー10



14

(知及技）
生活に関係の深い様々な制度について、
理解することができる。
(思判表力)
生活に関係の深い制度について調べ、そ
の活用を考え、表現することができる。
(学･人)
生活に関係の深い制度について、学んだ
ことを主体的に生活に生かそうとするこ
とができる。

(知・技）
租税、年金、社会保証、福祉などの制度
について自分の生活に関連付けて理解し
ている。
(思･判･表)
租税、年金、社会保障、福祉などの制度
の活用方法について表現している。
(主学)
生活に関係の深い制度について、学んだ
ことと自分の生活に関連付けて生活に役
立てようとしている。

単元５「私たちの身の回りの
制度」

・租税について
・年金制度について
・社会保障について
・福祉制度について

年
間
を
通
し
て

(知及技）
最近起こったニュースや話題をＩＣＴ機
器を使い、調べることができる。
(思判表力)
世界の様々な事象や時事問題について、
自分の考えを表現することができる。
(学･人)
最近の話題やニュースなどに関心を持
ち、世の中で起こった出来事に興味を持
つことができる。

(知・技）
ＩＣＴを活用して、時事ニュースに関す
ることを調べている。
(思･判･表)
世界の様々な事象や時事問題について、
文章や絵で表現している。
(主学)
時事問題等を通して、世の中の出来事に
対する関心を深めようとしている。

・ＩＣＴを使った調べ学習
・新聞を取り入れた学習（ＮＩＥ学習）
・視聴覚教材の視聴

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー11



担当者 教科書／副教材

参考図書
社会☆☆☆☆（文部科学省著作教科書）

これだけは知っておきたいよね
おきなわのこと
（東洋企画）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

16

(知及技）
我が国の国土の自然環境と国民生活につ
いて学習し、自然災害や公害が国民生活
に影響を及ぼすことを理解することがで
きる。
(思判表力)
防災や環境の保全について、人びとの協
力や努力に注目して、自分たちにできる
ことなどを考え、表現することができ
る。
(学･人)
自然を大切にする心を養うとともに、学
んだことを主体的に生活に生かそうとす
ることができる。

(知・技）
自然災害の種類や、公害の種類・発生時
期や経過について理解している。
(思･判･表)
防災や環境の保全について調べたことや
考えたことを表現している。
(主学)
自然災害や公害について学んだこと生か
し、防災や環境の保全について関心を深
めようとしている。

単元１「国土と自然環境」 ・日本で起こりうる自然災害
・防災対策について
・公害と生活環境
・環境を守るため私たちができること

8

(知及技）
沖縄県についての自然や文化の概要を理
解することができる。
(思判表力)
沖縄県の自然や文化について、自分の考
えたことを表現することができる。
(学･人)
自分が住んでいる地域についての関心を
養うとともに、学んだことを主体的に生
活に生かそうとすることができる。

(知・技）
沖縄県の気候や地形の成り立ち、地域の
生活文化について理解している。
(思･判･表)
沖縄県の自然や文化について、自分が調
べたことを文章や絵などで表現してい
る。
(主学)
沖縄県について学んだこと生かし、自分
たちの住んでいる郷土について関心を深
めようとしている。

単元２「沖縄の自然環境と生
活文化」

・沖縄県の位置
・沖縄県の自然
・沖縄県の生活
・沖縄県の伝統と文化

14

(知及技）
日本の気候や自然環境と、それに適応し
た生活文化の様子を理解することができ
る。
(思判表力)
日本の様々な地域の生活と地域の自然環
境を関連づけて考え、表現することがで
きる。
(学･人)
日本の自然環境や生活文化について、学
んだことを主体的に生活に生かそうとす
ることができる。

(知・技）
日本の気候や自然環境、生活文化の様子
について理解している。
(思･判･表)
日本の様々な地域の生活と地域の自然環
境について関連付けて考え、自分の調べ
たことを文章や絵で表現している。
(主学)
日本の自然環境や生活文化について、学
んだこと生かし、自分が住んでいるとこ
ろ以外の地域の関心を深めようとしてい
る。

単元３「日本の自然環境と生
活文化」

・日本の気候
・日本の自然環境
・日本の自然環境と生活文化
・世界の中の日本
・日本の領域

16

(知及技）
沖縄県の歴史的偉人や沖縄の世界遺産に
ついて理解することができる。
(思判表力)
沖縄県の歴史的偉人や沖縄の世界遺産に
ついて、自分が調べたことを表現するこ
とができる。
(学･人)
沖縄県の歴史的偉人や世界遺産につい
て、学んだことを主体的に生活に生かそ
うとすることができる。

(知・技）
沖縄の歴史的偉人の業績や、世界遺産と
関連した沖縄の歴史的事象について理解
している。
(思･判･表)
沖縄県の歴史的偉人や沖縄の世界遺産に
ついて調べ学習を行い、自分の調べたこ
とを文章や絵で表現している。
(主学)
沖縄県の歴史的偉人や世界遺産について
学んだこと生かし、沖縄県の歴史につい
ての関心を深めようとしている。

単元２「沖縄の歴史」 ・沖縄の歴史的偉人
・沖縄の世界遺産

令和７年度　高等部　２年（Ⅱ課程）　社会科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室２学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
地域や我が国の国土の地理的環境、地域や我が国の歴史や伝統と文化について、様々な資料などを通して理解するとともに、情報を
適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
(思判表力)
社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、自分の生活と結びつけて考えたり、社会への関わり方選択・判断したり
する力、考えたことを適切に表現する力を養う。
(学･人)
社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的
な思考や理解を通して、地域社会や我が国の地理や歴史に対する関心をもち、大切にする態度を養う。

前
期

後
期

分ー12



16

(知及技）
日本の歴史的偉人や日本の世界遺産につ
いて理解することができる。
(思判表力)
日本の歴史的偉人や日本の世界遺産につ
いて、自分が調べたことを表現すること
ができる。
(学･人)
日本の歴史的偉人や日本の世界遺産につ
いて、学んだことを主体的に生活に生か
そうとすることができる。

(知・技）
日本の歴史的偉人の業績や、世界遺産と
関連した日本の歴史的事象について理解
している。
(思･判･表)
日本の歴史的偉人や日本の世界遺産につ
いて調べ学習を行い、自分の調べたこと
を文章や絵で表現している。
(主学)
日本の歴史的偉人や日本の世界遺産につ
いて学んだこと生かし、日本の歴史につ
いての関心を深めようとしている。

単元５「日本の歴史」 ・日本の歴史的偉人
・日本の世界遺産

年
間
を
通
し
て

(知及技）
最近起こったニュースや話題をＩＣＴ機
器を使い、調べることができる。
(思判表力)
世界の様々な事象や時事問題について、
自分の考えを表現することができる。
(学･人)
最近の話題やニュースなどに関心を持
ち、世の中で起こった出来事に興味をも
つことができる。

(知・技）
ＩＣＴを活用して、時事ニュースに関す
ることを調べている。
(思･判･表)
世界の様々な事象や時事問題について、
文章や絵で表現している。
(主学)
時事問題等を通して、世の中の出来事に
対する関心を深めようとしている。

・ＩＣＴを使った調べ学習
・新聞を取り入れた学習（ＮＩＥ学習）
・視聴覚教材の視聴

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー13



担当者 教科書／副教材

参考図書
社会☆☆☆☆（文部科学省著作教科書）

これだけは知っておきたいよね
おきなわのこと
（東洋企画）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

16

(知及技）
日本の農業や水産業における食料生産に
ついて理解を深めることができる。
(思判表力)
日本の食料生産について、調べたことを
表現することができる。
(学･人)
日本の食料生産についての関心を養うと
ともに、学んだことを主体的に生活に生
かそうとすることができる。

(知・技）
農業や水産業の自然条件、輸送方法や販
売方法などのしくみについて基本的な知
識を理解している。
(思･判･表)
食料がどのように生産されるのか、食料
生産に関わる人びとの工夫や努力などを
調べ、文章や絵で表現している。
(主学)
食料生産について学んだことを生かし
て、食料生産への関心を深めようとして
いる。

単元１「日本の食料生産」 ・日本の農業と水産業
・食料と流通
・食料自給率について

8

(知及技）
日本の工業生産についての特色や、情報
産業について理解することができる。
(思判表力)
工業生産や情報産業について自分が調べ
たことを表現することができる。
(学･人)
工業生産や情報産業について自分が学ん
だことを主体的に生活に生かそうとする
ことができる。

(知・技）
日本の主な工業製品の製造工程や技術、
産業と情報の関わりなどについて理解し
ている。
(思･判･表)
工業製品や情報産業を自分たちの生活と
関連付けて考え、文章や絵で表現してい
る。
(主学)
工業生産や情報産業について学んだこと
を生かして、関心を深めようとしてい
る。

単元２「日本の工業」 ・日本の工業生産
・産業と情報
・私たちの生活と情報

14

(知及技）
外国の文化や習慣と日本の文化と習慣の
違いについて理解することができる。
(思判表力)
外国と日本の文化の違いについて考え、
表現することができる。
(学･人)
外国と日本の文化の違いについてについ
て、学んだことを主体的に生活に生かそ
うとすることができる。

(知・技）
外国の文化や習慣と日本の文化と習慣の
違いについて理解し、異なる文化や習慣
を尊重し合うことが大切であることを理
解している。
(思･判･表)
外国と日本の文化の違いを調べたり、互
いの国の文化を理解し合うためにはどう
すればいいのか考え、文章で表現してい
る
(主学)
外国と日本の文化の違いについて学び、
互いに尊重し合う心情を養うとともに、
関心を高めようとしている。

単元５「外国の生活と文化」 ・日本と外国の文化の違い
・世界の衣食住
・異なる文化を理解するには

16

(知及技）
国際連合のしくみや日本の関わりについ
て、理解することができる。
(思判表力)
日本が国際連合の一員としてどのような
役割をすればよいか考え、表現すること
ができる。
(学･人)
国際連合と日本の役割について、学んだ
ことを主体的に生活に生かそうとするこ
とができる。

(知・技）
国際連合のしくみや日本の関わり、日本
が諸外国発展のためにどのような援助や
協力をしているのか理解している。
(思･判･表)
日本が国際連合の一員としてどのような
役割をすればよいのかを調べ、考えたこ
とを文章で表現している。
(主学)
国際連合や日本の諸外国への関わりにつ
いて学んだこと生かし、自分にできるこ
とが何か関心をもとうとしている。

単元３「世界における日本の
役割」

・国際連合のしくみ
・国際連合と日本
・諸外国の発展と日本の役割

令和７年度　高等部　３年（Ⅱ課程）　社会科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
現代社会の仕組みや働き、外国の様子について、様々な資料などを通して理解するとともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に
付けるようにする。
(思判表力)
社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、自分の生活と結びつけて考えたり、社会への関わり方選択・判断したり
する力、考えたことを適切に表現する力を養う。
(学･人)
社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的
な思考や理解を通して、社会人としての自覚、世界国々の人びと共に生きていくことの大切さについての自覚を養う。

前
期

後
期

分ー14



16

(知及技）
現在世界の中で起こっている紛争や戦
争、自分の住んでいる地域で起こった戦
争について、基本的なことを理解するこ
とができる。
(思判表力)
現在起こっている紛争や戦争について、
自分の考えを表現することができる。
(学･人)
世界の紛争や戦争について、学んだこと
を主体的に生活に生かそうとすることが
できる。

(知・技）
世界で起こっている紛争や戦争、沖縄戦
などについて概要を理解している。
(思･判･表)
世界の紛争や戦争、沖縄戦について学ん
だことを生かし、平和な世の中にするに
はどのようにすればいいのか自分の考え
を文章で表現している。
(主学)
世界の紛争や戦争について、学んだこと
を生かして、平和への関心を高めようと
している。

単元４「戦争と平和につい
て」

・世界の紛争や戦争
・沖縄戦について
・世界の平和と日本の役割

年
間
を
通
し
て

(知及技）
最近起こったニュースや話題をＩＣＴ機
器を使い、調べることができる。
(思判表力)
世界の様々な事象や時事問題について、
自分の考えを表現することができる。
(学･人)
最近の話題やニュースなどに関心を持
ち、世の中で起こった出来事に興味をも
つことができる。

(知・技）
ＩＣＴを活用して、時事ニュースに関す
ることを調べている。
(思･判･表)
世界の様々な事象や時事問題について、
文章や絵で表現している。
(主学)
時事問題等を通して、世の中の出来事に
対する関心を深めようとしている。

・ＩＣＴを使った調べ学習
・新聞を取り入れた学習（ＮＩＥ学習）
・視聴覚教材の視聴

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー15



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7

(知及技）
万・億・兆の単位について知り、十進位
取り記数法についての理解を深めること
ができる。10 倍、100 倍、1000 倍、１
/10の大きさの数を小数点の位置を移し
てつくることができる。
(思判表力)
 数のまとまりに着目し、大きな数の大
きさの比べ方や表し方を統合的に捉える
とともに、それらを日常生活に生かすこ
とができる。
数の表し方の仕組みに着目し、数の相対
的な大きさを考察し、計算などに有効に
生かすことができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
万、億、兆の単位について知り、十進位
取り記数法についての理解を深めようと
している。10 倍、100 倍、1000 倍、１
/10の大きさの数を小数点の位置を移し
て作っている。
(思･判･表)
数のまとまりに着目し、大きな数の大き
さの比べ方や表し方を統合的に捉えると
ともに、それらを日常生活に生かそうと
している。
数の表し方の仕組みに着目し、数の相対
的な大きさを考察し、計算などに有効に
生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元 「大きな数のしくみ」 ・それぞれの単位の個数が１０になると新し
い単位に置き換わることを知る。
・それぞれの単位を異なる記号を用いて表す
代わりに、これを位の位置の違いで示す。
・９桁を超えるような大きな数については、
４桁に区切るなどして万や億の単位の幾つ分
かを考えることができるようにする。
・新聞等の見出しを読んだり、その数値を理
解したりする。

7

(知及技）
大きな数の加法及び減法の筆算の仕方に
ついて理解し、加法及び減法の計算がで
きる。
(思判表力)
数量の関係に着目し、計算の仕方を考え
たり、計算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり、計算の確かめ
をしたりすることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）大きな数の加法及び減法の筆
算の仕方について理解し、加法及び減法
の計算をしている。
(思･判･表)数量の関係に着目し、計算の
仕方を考えたり、計算に関して成り立つ
性質を見いだしたりするとともに、その
性質を活用して、計算を工夫したり、計
算の確かめをしたりしている。
(主学)数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元 「大きな数の加法、減
法」

・既習の計算方法（筆算）を用いて、計算に
取り組む。
・計算に関して成り立つ性質を活用して、計
算を工夫したり計算を確かめたりする。

7

(知及技）
概数が用いられる場面や四捨五入につい
て知ることができる。
目的に応じて四則計算の結果を見積るこ
とができる。
(思判表力)
日常の事象における場面に着目し、目的
に合った数の処理の仕方を考えるととも
に、それを日常生活に生かすことができ
る。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
概数が用いられる場面や四捨五入につい
て知っている。 目的に応じて四則計算
の結果を見積っている。
(思･判･表)
日常の事象における場面に着目し、目的
に合った数の処理の仕方を考えるととも
に、それを日常生活に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「概数」 ・日本の人口や施設の入場者数などの例を出
し、その目的を明確にしながら用い方を理解
できるようにする。
・四捨五入を用いて、計算の結果の見積もり
を暗算で解けるようにする。

令和７年度　高等部　１年（Ⅱ課程）　数学科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室１学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(思判表力)
日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。
(学･人)
数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学的に表現・処理してことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて
粘り強く考える態度、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。

前
期

分ー16



7

(知及技）
乗法に関して成り立つ性質について理解
するとともに、筆算を用いて、２位数や
３位数に１位数や２位数をかける乗法の
計算ができる。
(思判表力)
数量の関係に着目し、計算の仕方を考え
たり、計算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり、計算の確かめ
をしたりすることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
乗法に関して成り立つ性質について理解
するとともに、筆算を用いて、２位数や
３位数に１位数や２位数をかける乗法の
計算をしている。
(思･判･表)
数量の関係に着目し、計算の仕方を考え
たり、計算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり、計算の確かめ
をしたりしている。
(主学)数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「３位数以上の乗法」 ・２位数や３位数に１位数や２位数をかける
乗法の計算を繰り返し行う。
・計算に関して成り立つ性質を活用して、計
算を工夫する。

7

(知及技）
筆算を用いて、除数が１位数や２位数で
被除数が２位数や３位数の場合の計算が
できる。除法について、除法に関して成
り立つ性質や（被除数）＝（除数）×
（商）＋（余り）の関係を理解すること
ができる。
(思判表力)
数量の関係に着目し、計算の仕方を考え
たり、計算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり、計算の確かめ
をしたりすることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
筆算を用いて、除数が１位数や２位数で
被除数が２位数や３位数の場合の計算を
している。除法について、除法に関して
成り立つ性質や（被除数）＝（除数）×
（商）＋（余り）の関係を理解してい
る。
(思･判･表)
数量の関係に着目し、計算の仕方を考え
たり、計算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性質を活用
して、計算を工夫したり、計算の確かめ
をしたりしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「除法」 ・除法が用いられる場面を設定し、包含除と
等分除の違いが分かるように取り組む。
・繰り返し計算問題に取り組み、計算の意味
や計算の仕方を考える。

7

(知及技）
ある量の何倍かを表すのに小数を用いて
いることや小数が整数と同じ仕組みで表
されていることを知るとともに、数の相
対的な大きさについての理解を深めるこ
とができる。小数の加法及び減法の計算
や乗数、除数が整数である場合の小数の
乗法及び除法の計算ができる。
(思判表力)
数の表し方の仕組みや数を構成する単位
に着目し、計算の仕方を考えるととも
に、それを日常生活に生かすことができ
る。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
ある量の何倍かを表すのに小数を用いて
いることや小数が整数と同じ仕組みで表
されていることを知るとともに、数の相
対的な大きさについての理解を深めるこ
とができる。小数の加法及び減法の計算
や乗数、除数が整数である場合の小数の
乗法及び除法の計算をしている。
(思･判･表)
数の表し方の仕組みや数を構成する単位
に着目し、計算の仕方を考えるととも
に、それを日常生活に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元１「小数の仕組み」
単元２「小数と整数の乗法・
除法」

・身の回りにある小数で表された量に気づ
き、それらの量を合わせたり、差を求めたり
する。
・小数の大小比較や計算についても整数と同
じ考え方でできることを理解し、取り組む。

7

(知及技）
小数の乗法及び除法についても整数の場
合と同じ関係や法則が成り立つことや乗
数や除数が小数である場合の小数の乗法
及び除法の意味や余りの大きさについて
理解し、小数の乗法及び除法の計算がで
きる。
(思判表力)
乗法及び除法の意味に着目し、乗数や除
数が小数である場合まで数の範囲を広げ
て乗法及び除法の意味を捉え直すととも
に、それらの計算の仕方を考えたり、そ
れらを日常生活に生かしたりすることが
できる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
小数の乗法及び除法についても整数の場
合と同じ関係や法則が成り立つことや乗
数や除数が小数である場合の小数の乗法
及び除法の意味や余りの大きさについて
理解し、小数の乗法及び除法の計算をし
ている。
(思･判･表)
乗法及び除法の意味に着目し、乗数や除
数が小数である場合まで数の範囲を広げ
て乗法及び除法の意味を捉え直すととも
に、それらの計算の仕方を考えたり、そ
れらを日常生活に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元「小数の乗法・除法」 ・整数同士の乗法と整数と小数の乗法を比べ
て、乗法を乗数が小数の場合もできるように
する。
・小数の乗法、除法共にその都度、計算に取
り組む。

後
期
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7

(知及技）
平行四辺形、ひし形、台形について知
り、 図形の形や大きさが決まる要素や
図形の合同について理解することができ
る。三角形や四角形など多角形について
の簡単な性質を理解することができる。
(思判表力)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係や図形間の関係に着目し、構成の仕方
を考察し図形の性質を見いだすととも
に、その性質を基に既習の図形を捉え直
したり筋道を立てて考え説明したりする
ことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

(知・技）
平行四辺形、ひし形、台形について知
り、 図形の形や大きさが決まる要素や
図形の合同について理解している。 三
角形や四角形など多角形についての簡単
な性質を理解している。
(思･判･表)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係や図形間の関係に着目し、構成の仕方
を考察し図形の性質を見いだすととも
に、その性質を基に既習の図形を捉え直
したり筋道を立てて考え説明したりして
いる。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「台形、平行四辺形、
ひし形」

・直線の位置関係や辺の長さに着目すること
で、平行四辺形、ひし形、台形について知
り、図形の置き方をいろいろと変えても、そ
の図形の名称が判断できるようにする。

7

(知及技）
立方体、直方体について知り、直方体に
関連した、直線や平面の平行や垂直の関
係について理解することができる。見取
図、展開図について知ることができる。
(思判表力)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係に着目し、立体図形の平面上での表現
や構成の仕方を考察し、図形の性質を見
いだすとともに、日常の事象を図形の性
質から捉え直すことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

(知・技）
立方体、直方体について知り、直方体に
関連した、直線や平面の平行や垂直の関
係について理解している。見取図、展開
図について知っている。
(思･判･表)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係に着目し、立体図形の平面上での表現
や構成の仕方を考察し、図形の性質を見
いだすとともに、日常の事象を図形の性
質から捉え直している。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「直方体と立方体」 ・構成する要素（頂点・辺・面）に着目し、
辺と辺、辺と面、面と面の平行及び垂直の関
係について考える。
・立体図形を平面上にいかに表現するか、ま
た逆に、平面上に表現された図からいかに立
体図形を構成できるかを考え、表現する。
・生活の中に直方体と立方体を見いだし、そ
れどのような性質を活用しているか考え、発
表する。

7

(知及技）
ものの位置の表し方について理解するこ
とができる。
(思判表力)平面や空間における位置を決
める要素に着目し、その位置を数を用い
て表現する方法を考察することができ
る。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

(知・技）
ものの位置の表し方について理解してい
る。
(思･判･表)
平面や空間における位置を決める要素に
着目し、その位置を数を用いて表現する
方法を考察している。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「直方体と立方体」 ・実際に学校や教室の中、地図など身近にあ
るものの位置を数学的に表現する活動を行
う。

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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担当者 教科書／副教材

参考図書
さんすう☆☆☆

（文部科学省著作教科書）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）
整数は、観点を決めると偶数と奇数に類
別されることや約数・倍数について理解
することができる。
(思判表力)
乗法及び除法に着目し、観点を決めて整
数を類別する仕方を考えたり、数の構成
について考察したりするとともに、日常
生活に生かすことができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
整数は、観点を決めると偶数と奇数に類
別されることや約数、倍数について理解
している。
(思･判･表)
乗法及び除法に着目し、観点を決めて整
数を類別する仕方を考えたり、数の構成
について考察したりするとともに、日常
生活に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「整数の性質」 ・整数そのものを考察の対象とし、０以上の
整数全体を２つに類別する仕方を考える。
・乗法や除法に着目した観点で、整数が偶数
や奇数の２種類に類別されることを理解す
る。

4

(知及技）
等分してできる部分の大きさや端数部分
の大きさを表すのに分数を用いることに
ついて理解し、分数が単位分数の幾つ分
かで表すことができる。
(思判表力)
 数のまとまりや数を構成する単位に着
目し、分数でも数の大きさを比べたり、
計算したりできるかどうかを考えるとと
もに、分数を日常生活に生かすことがで
きる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
等分してできる部分の大きさや端数部分
の大きさを表すのに分数を用いることに
ついて理解し、分数が単位分数の幾つ分
かで表している。
(思･判･表)
数のまとまりや数を構成する単位に着目
し、分数でも数の大きさを比べたり、計
算したりできるかどうかを考えるととも
に、分数を日常生活に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「分数の仕組み」 ・計量カップやテープの長さを分数を使って
表す活動を行う。

4

(知及技）
簡単な場合について、大きさの等しい分
数があることや分数の加法及び減法の意
味について理解し、同分母の分数の加法
及び減法の計算ができる。
(思判表力)
 数のまとまりや数を構成する単位に着
目し、分数でも数の大きさを比べたり、
計算したりできるかどうかを考えるとと
もに、分数を日常生活に生かすことがで
きる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
簡単な場合について、大きさの等しい分
数があることや分数の加法及び減法の意
味について理解し、同分母の分数の加法
及び減法の計算をしている。
(思･判･表)
数のまとまりや数を構成する単位に着目
し、分数でも数の大きさを比べたり、計
算したりできるかどうかを考えるととも
に、分数を日常生活に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「分数の仕組み」 ・分数を使った時刻や時間の計算に取り組
む。
・分数の加法・減法について取り組む。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(思判表力)
日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。
(学･人)
数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学的に表現・処理してことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて
粘り強く考える態度、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。

前
期

単位数
／配当時数 児童生徒

２／70 真和志分教室２学年

令和７年度　高等部　２年（Ⅱ課程）　数学科　年間指導計画
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4

(知及技）
整数の除法の結果は、分数を用いると常
に一つの数として表すことができること
を理解し、整数及び小数を分数の形に直
したり、分数を小数で表したりすること
ができる。
(思判表力)数を構成する単位や分数の表
現に着目し、数の相等及び大小関係につ
いて考察したり、除法の結果の表し方を
振り返ったりすることで、分数の意味を
まとめることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
整数の除法の結果は、分数を用いると常
に一つの数として表すことができること
を理解し、整数及び小数を分数の形に直
したり、分数を小数で表したりしてい
る。
(思･判･表)
数を構成する単位や分数の表現に着目
し、数の相等及び大小関係について考察
したり、除法の結果の表し方を振り返っ
たりすることで、分数の意味をまとめて
いる。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「分数と小数、整数」 ・小数で表すことができない数を分数では一
つの数として表すことができることを理解
し、整数及び小数を分数の形に直したり、分
数を小数で表したりする活動を行う。

4

(知及技）
一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗
除してできる分数は、元の分数と同じ大
きさを表すことを理解し、分数の相等及
び大小について知り、大小を比べること
ができる。
(思判表力)
数を構成する単位や分数の表現に着目
し、数の相等及び大小関係について考察
したり、除法の結果の表し方を振り返っ
たりすることで、分数の意味をまとめる
ことができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗
除してできる分数は、元の分数と同じ大
きさを表すことを理解し、分数の相等及
び大小について知り、大小を比べてい
る。
(思･判･表)
数を構成する単位や分数の表現に着目
し、数の相等及び大小関係について考察
したり、除法の結果の表し方を振り返っ
たりすることで、分数の意味をまとめて
いる。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「分数と小数、整数」 ・分母を揃えて、分数の大小を比べる活動を
繰り返し行う。

4

(知及技）
異分母の分数の加法及び減法の計算がで
きる。
(思判表力)
分数の意味や表現に着目し、計算の仕方
を考えることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
異分母の分数の加法及び減法の計算をし
ている。
(思･判･表)
分数の意味や表現に着目し、計算の仕方
を考えている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「分数の加法・減法」 ･約数や倍数の概念を用いて、通分すること
によって単位分数の個数に着目して考える。
・分母と分子を用いて表現された分数の意味
や大きさに着目して、分母が異なる分数の大
きさを比べる場合に用いた方法を振り返る。

5

(知及技）
四則の混合した式、（ ）を用いた式や
公式についての考え方を理解し、正しく
計算することができる。
(思判表力)
問題場面の数量の関係や二つの数量の対
応や変わり方に着目し、数量の関係を簡
潔に、また一般的に表現したり、式の意
味を読み取ったりすることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
四則の混合した式、（ ）を用いた式や
公式についての考え方を理解し、正しく
計算している。
(思･判･表)
問題場面の数量の関係や二つの数量の対
応や変わり方に着目し、数量の関係を簡
潔に、また一般的に表現したり、式の意
味を読み取ったりしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「式と計算」 ・四則を混合した計算や（）を用いた計算を
繰り返し行う。

4

(知及技）
数量を□、△などを用いて表し、その関
係を式に表したり、□、△などに数を当
てはめて調べたりし、数量の関係を表す
式についての理解を深めることができ
る。
(思判表力)
問題場面の数量の関係や二つの数量の対
応や変わり方に着目し、数量の関係を簡
潔に、また一般的に表現したり、式の意
味を読み取ったりすることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
数量を□、△などを用いて表し、その関
係を式に表したり、□、△などに数を当
てはめて調べたりし、数量の関係を表す
式についての理解を深めている。
(思･判･表)
問題場面の数量の関係や二つの数量の対
応や変わり方に着目し、数量の関係を簡
潔に、また一般的に表現したり、式の意
味を読み取ったりしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「式と計算」 ・正方形の一辺の長さと周りの長さの関係を
○、△などを式で表す活動を行う。
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4

(知及技）
四則に関して成り立つ性質についての理
解を深めることができる。
(思判表力)
数量の関係に着目し、計算に関して成り
立つ性質を用いて計算の仕方を考えるこ
とができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
四則に関して成り立つ性質についての理
解を深めている。
(思･判･表)
数量の関係に着目し、計算に関して成り
立つ性質を用いて計算の仕方を考えてい
る。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「式と計算」 ・交換法則、結合法則、分配法則を活用した
計算問題を繰り返し行う。

4

(知及技）
円と関連させて正多角形の基本的な性質
を知り、円周率の意味について理解し、
それを用いることができる。
(思判表力)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係や図形間の関係に着目し、構成の仕方
を考察し図形の性質を見いだすととも
に、その性質を基に既習の図形を捉え直
したり筋道を立てて考え説明したりする
ことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

(知・技）
円と関連させて正多角形の基本的な性質
を知り、円周率の意味について理解し、
それを用いている。
(思･判･表)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係や図形間の関係に着目し、構成の仕方
を考察し図形の性質を見いだすととも
に、その性質を基に既習の図形を捉え直
したり筋道を立てて考え説明したりして
いる。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「正多角形と円」 ・正多角形を円と組み合わせて作図する活動
を行う。
・円について直径の長さと円周の長さとの間
の関係を調べる活動に取り組む。

4

(知及技）
三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面
積の計算による求め方について理解する
ことができる。
(思判表力)
図形を構成する要素などに着目して、基
本図形の面積の求め方を見いだすととも
に、その表現を振り返り、簡潔かつ的確
な表現に高め、公式として導くことがで
きる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

(知・技）
三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面
積の計算による求め方について理解して
いる。
(思･判･表)
図形を構成する要素などに着目して、基
本図形の面積の求め方を見いだすととも
に、その表現を振り返り、簡潔かつ的確
な表現に高め、公式として導いている。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「四角形と三角形の面
積」

・三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積
の計算を繰り返し行う。

4

(知及技）
基本的な角柱や円柱について知ることが
できる。
(思判表力)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係に着目し、立体図形の平面上での表現
や構成の仕方を考察し、図形の性質を見
いだすとともに、日常の事象を図形の性
質から捉え直すことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとする態度を
養うことができる。

(知・技）
基本的な角柱や円柱について知ってい
る。
(思･判･表)
図形を構成する要素及びそれらの位置関
係に着目し、立体図形の平面上での表現
や構成の仕方を考察し、図形の性質を見
いだすとともに、日常の事象を図形の性
質から捉え直している。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこと
を生活や学習に活用しようとしている。

単元　「角柱と円柱」 ・模型や具体物を観察する活動を行う。
・図形を構成する要素である底面、側面に着
目し、辺と辺、辺と面等の関係を理解する活
動を行う。

4

(知及技）
簡単な場合について、比例の関係がある
ことを知ることができる。
(思判表力)
伴って変わる二つの数量を見いだして、
それらの関係に着目し、表や式を用いて
変化や対応の特徴を考察することができ
る。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
簡単な場合について、比例の関係がある
ことを知っている。
(思･判･表)
伴って変わる二つの数量を見いだして、
それらの関係に着目し、表や式を用いて
変化や対応の特徴を考察している。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「２つの量の変わり
方」

・表を用いて一方が2倍、3倍、4倍になると
きそれに伴って他方も2倍、3倍、4倍になる2
つの数量の関係を見いだす。

後
期
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4

(知及技）
速さなど単位量当たりの大きさの意味及
び表し方について理解し、それを求める
ことができる。
(思判表力)
異種の二つの量の割合として捉えられる
数量の関係に着目し、目的に応じて大き
さを比べたり、表現したりする方法を考
察し、それらを日常生活に生かすことが
できる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこ
とができる。

(知・技）
速さなど単位量当たりの大きさの意味及
び表し方について理解し、それを求めて
いる。
(思･判･表)
異種の二つの量の割合として捉えられる
数量の関係に着目し、目的に応じて大き
さを比べたり、表現したりする方法を考
察し、それらを日常生活に生かしてい
る。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用している。

単元　「単位量あたりの大き
さ」

・都道府県や市町村の人口の疎密をくらべ
て、単位量の意味や用い方を学ぶ。

4

(知及技）ある二つの数量関係と別の二
つの数量の関係を比べる場合に割合を用
いる場合があることを理解し、割合など
を求め、百分率を用いて表すことができ
る。
(思判表力)日常の事象における数量の関
係に着目し、図や式などを用いて、ある
二つの数量の関係と別の二つの数量の関
係との比べ方を考察し、それを日常生活
に生かすことができる。
(学･人)数量について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考える
態度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとする態度
を養う。

(知・技）
ある二つの数量関係と別の二つの数量の
関係を比べる場合に割合を用いる場合が
あることを理解し、割合などを求め、百
分率を用いて表している。
(思･判･表)
日常の事象における数量の関係に着目
し、図や式などを用いて、ある二つの数
量の関係と別の二つの数量の関係との比
べ方を考察し、それを日常生活に生かし
ている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理したこ
とを振り返り、粘り強く考える態度、数
学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとしている。

単元　「数量関係の調べ方」 ・割合を用いて数量の関係同士を比べる。
・「定価の２０％引き」、「降水確率２
０％」など日常で用いられている百分率をチ
ラシやテレビから見つけ、割合が便利な表現
であることを気付く。

4

(知及技）
数量の関係を割合で捉え、円グラフや帯
グラフの意味やそれらの用い方を理解
し、それらのグラフで表したり、読んだ
りすることができる。データの収集や適
切な手法の選択など統計的な問題解決の
方法を知ることができる。
(思判表力)
目的に応じてデータを集めて分類整理
し、データの特徴や傾向に着目し、問題
を解決するために適切なグラフを選択し
て読み取り、その結論について多面的に
捉え考察することができる。
(学･人)
データの活用について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考える
態度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとする態度
を養うことができる。

(知・技）
数量の関係を割合で捉え、円グラフや帯
グラフの意味やそれらの用い方を理解
し、それらのグラフで表したり、読んだ
りしている。データの収集や適切な手法
の選択など統計的な問題解決の方法を
知っている。
(思･判･表)
目的に応じてデータを集めて分類整理
し、データの特徴や傾向に着目し、問題
を解決するために適切なグラフを選択し
て読み取り、その結論について多面的に
捉え考察している。
(主学)
データの活用について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考える
態度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用している。

単元　「帯グラフと円グラ
フ」

・課題を見つけ、因果関係や傾向をデータに
基づいて判断する統計的な問題解決方法を知
り、考察していく。

4

(知及技）
平均の意味や求め方を理解することがで
きる。
(思判表力)
概括的に捉えることに着目し、測定した
結果を平均する方法について考察し、そ
れを学習や日常生活に生かすことができ
る。
(学･人)
データの活用について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考える
態度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとする態度
を養うことができる。

(知・技）
平均の意味や求め方を理解している。
(思･判･表)
概括的に捉えることに着目し、測定した
結果を平均する方法について考察し、そ
れを学習や日常生活に生かしている。
(主学)
データの活用について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考える
態度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用している。

単元　「平均」 ・歩測によって廊下の長さを調べる活動等を
行い、平均の意味や求め方を理解する。

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
留意点

引継ぎ等

分ー22



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7

(知及技）
数量を表す言葉や□・△などの代わりに、
a・xなどの文字を用いて式に表したり、文
字に数を当てはめて調べたりすることがで
きる。
(思判表力)
問題場面の数量の関係に着目し、数量の関
係を簡潔かつ一般的に表現したり、式の意
味を読み取ったりすることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこと
を振り返り、粘り強く考える態度、数学の
よさに気付き、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養うことができ
る。

(知・技）
数量を表す言葉や□・△などの代わり
に、a・x などの文字を用いて式に表
したり、文字に数を当てはめて調べた
りしている。
(思･判･表)
問題場面の数量の関係に着目し、数量
の関係を簡潔かつ一般的に表現した
り、式の意味を読み取ったりしてい
る。
(主学)
数量について数学的の表現・処理した
ことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしてい
る。

単元　「文字を使った式」 ・色々な数を文字に当てはめて式が成り立つことを確
認し、文字を用いた式を積極的に活用する。

7

(知及技）
分数の乗法及び除法について、整数の場合
と同じ関係や法則が成り立つについて理解
し、分数の乗法及び除法の計算ができる。
(思判表力)
数の意味と表現・計算について成り立つ性
質に着目し、計算の仕方を多面的に捉え考
えることができる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこと
を振り返り、粘り強く考える態度、数学の
よさに気付き、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養うことができ
る。

(知・技）
分数の乗法及び除法について、整数の
場合と同じ関係や法則が成り立つにつ
いて理解し、分数の乗法及び除法の計
算をしている。
(思･判･表)
数の意味と表現、計算について成り立
つ性質に着目し、計算の仕方を多面的
に捉え考えている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理した
ことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしてい
る。

単元　「分数の乗法、除法」 ・これまで学習した加法、減法の計算の仕方を基に、
乗法、除法についても整数の場合と同じ関係や法則が
成り立つことに気付かせ、それらの計算を繰り返す。

7

(知及技）
縮図や拡大図、対称な図形ついて理解する
ことができる。
(思判表力)
図形を構成する要素及び図形間の関係に着
目し、構成の仕方を考察したり、図形の性
質を見いだしたりするとともに、その性質
を基に既習の図形を捉え直したり、日常生
活に生かしたりすることができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理し
たことを振り返り、粘り強く考える態度、
数学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこと
ができる。

(知・技）
縮図や拡大図、対称な図形ついて理解
している。
(思･判･表)
図形を構成する要素及び図形間の関係
に着目し、構成の仕方を考察したり、
図形の性質を見いだしたりするととも
に、その性質を基に既習の図形を捉え
直したり、日常生活に生かしている。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考え
る態度、数学のよさに気付き、学習し
たことを生活や学習に活用しようして
いる。

単元　「縮図や拡大図」 ・縮図や拡大図を作図する活動を通して互いに縮図や
拡大図の関係にある図形は、その対応している角の大
きさはすべて等しく、対応している辺の長さの比はど
こでも一定であることをできるようにする。

7

(知及技）
身の回りにある形について、その概形を捉
え、およその面積などを求めることができ
る。
(思判表力)
図形を構成する要素や性質に着目し、筋道
を立てて面積などの求め方を考え、それを
日常生活に生かすことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理し
たことを振り返り、粘り強く考える態度、
数学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこと
ができる。

(知・技）
身の回りにある形について、その概形
を捉え、およその面積などを求めてい
る。
(思･判･表)
図形を構成する要素や性質に着目し、
筋道を立てて面積などの求め方を考
え、それを日常生活に生かしている。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考え
る態度、数学のよさに気付き、学習し
たことを生活や学習に活用している。

単元　「概形やおよその面
積」

・身の回りの具体的な形を、これまで学習した図形を
構成する要素や性質に着目して概形として捉えること
と、およその面積を求める。

7

(知及技）
円の面積の計算による求め方について理解
することができる。
(思判表力)
図形を構成する要素などに着目し、基本図
形の面積の求め方を見いだすとともに、そ
の表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に
高め、公式として導くことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理し
たことを振り返り、粘り強く考える態度、
数学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこと
ができる。

(知・技）
円の面積の計算による求め方について
理解している。
(思･判･表)
図形を構成する要素などに着目し、基
本図形の面積の求め方を見いだすとと
もに、その表現を振り返り、簡潔かつ
的確な表現に高め、公式として導いて
いる。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考え
る態度、数学のよさに気付き、学習し
たことを生活や学習に活用しようとし
ている。

単元　「円の面積」 ･これまで学習してきた基本図形の面積の求め方を振り
返ることで、計算によって求めることができないかを
考え、面積の大きさに見通しをもつ。
・公式を用いて、円の面積を繰り返し求める。

令和７年度　高等部　３年（Ⅱ課程）　数学科　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数学的に解釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。
(思判表力)
日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。
(学･人)
数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学的に表現・処理してことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く
考える態度、数学を生活や学習に活用しようとする態度を養う。

前
期
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7

(知及技）
比例の関係の意味や性質、比例の関係を用
いた問題解決の方法を理解することができ
る。また反比例の関係について理解するこ
とができる。
(思判表力)
伴って変わる二つの数量を見いだして、そ
れらの関係に着目し、目的に応じて表や
式、グラフを用いてそれらの関係を表現し
て、変化や対応の特徴を見いだすととも
に、それらを日常生活に生かすことができ
る。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこと
を振り返り、粘り強く考える態度、数学の
よさに気付き、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養うことができ
る。

(知・技）
比例の関係の意味や性質、比例の関係
を用いた問題解決の方法を理解するこ
とができる。また反比例の関係につい
て理解している。
(思･判･表)
伴って変わる二つの数量を見いだし
て、それらの関係に着目し、目的に応
じて表や式、グラフを用いてそれらの
関係を表現して、変化や対応の特徴を
見いだすとともに、それらを日常生活
に生かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理した
ことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしてい
る。

単元　「比例と反比例」 ・これまで学習してきたことを踏まえ、比例関係の意
味や性質を理解し、比例関係を用いた問題解決の方法
や反比例の関係について知る。
・日常生活において、伴って変わる2つの数量の関係を
見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表
や式、グラフを用いて変化や対応の特徴を考察し、問
題を解決する。

7

(知及技）
比の意味や表し方を理解し、数量の関係を
比で表したり、等しい比をつくったりする
ことができる。
(思判表力)
日常の事象における数量の関係に着目し、
図や式などを用いて数量の関係の比べ方を
考察し、それを日常生活に生かすことがで
きる。
(学･人)
数量について数学的の表現・処理したこと
を振り返り、粘り強く考える態度、数学の
よさに気付き、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

(知・技）
比の意味や表し方を理解し、数量の関
係を比で表したり、等しい比をつくっ
たりしている。
(思･判･表)
日常の事象における数量の関係に着目
し、図や式などを用いて数量の関係の
比べ方を考察し、それを日常生活に生
かしている。
(主学)
数量について数学的の表現・処理した
ことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしてい
る。

単元　「比」 ・液体を配合する活動を通して、比の相等に気付き、
比を表すことができるようにする。
・比を用いた計算を繰り返し行う。

7

(知及技）
体積の単位や立方体及び直方体の体積の計
算による求め方について理解することがで
きる。また基本的な角柱及び円柱の体積の
計算による求め方について理解することが
できる。
(思判表力)
体積の単位や図形を構成する要素に着目
し、基本図形の体積の求め方を考えるとと
もに、体積の単位とこれまでに学習した単
位との関係を考察し、その表現を振り返
り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式とし
て導くことができる。
(学･人)
図形や数量について数学的の表現・処理し
たことを振り返り、粘り強く考える態度、
数学のよさに気付き、学習したことを生活
や学習に活用しようとする態度を養うこと
ができる。

(知・技）
体積の単位や立方体及び直方体の体積
の計算による求め方について理解する
ことができる。また基本的な角柱及び
円柱の体積の計算による求め方につい
て理解している。
(思･判･表)
体積の単位や図形を構成する要素に着
目し、基本図形の体積の求め方を考え
るとともに、体積の単位とこれまでに
学習した単位との関係を考察し、その
表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現
に高め、公式として導いている。
(主学)
図形や数量について数学的の表現・処
理したことを振り返り、粘り強く考え
る態度、数学のよさに気付き、学習し
たことを生活や学習に活用しようとし
ている。

単元１　「直方体と立方体の
体積」
単元２　「角柱と円柱の体
積」

・単位の大きさを決めるとそのいくつ分として数値化
して捉えることができるなど、立体の体積についてそ
の単位や測定の意味を理解し、体積をもとめる。
・実際に１㎠の大きさの立方体を積み重ねて、体積を
求める直方体とおよそ同じ大きさにして、体積の大き
さを実感したり観察したりする活動を通して、体積の
大きさについての感覚を培う。

7

(知及技）
代表値の意味や求め方、度数分布を表す表
や柱状グラフの特徴及びそれらの用い方を
理解することができる。また目的に応じて
データを収集したり、適切な手法を選択し
たりするなど、統計的な問題解決の方法を
理解することができる。
(思判表力)
目的に応じてデータを集めて分類整理し、
データの特徴や傾向に着目し、代表値など
を用いて問題の結論について判断するとと
もに、その妥当性について批判的に考察す
ることができる。
(学･人)
データの活用について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したことを
生活や学習に活用しようとする態度を養う
ことができる。

(知・技）
代表値の意味や求め方、度数分布を表
す表や柱状グラフの特徴及びそれらの
用い方を理解することができる。また
目的に応じてデータを収集したり、適
切な手法を選択したりするなど、統計
的な問題解決の方法を理解している。
(思･判･表)
目的に応じてデータを集めて分類整理
し、データの特徴や傾向に着目し、代
表値などを用いて問題の結論について
判断するとともに、その妥当性につい
て批判的に考察している。
(主学)
データの活用について数学的の表現・
処理したことを振り返り、粘り強く考
える態度、数学のよさに気付き、学習
したことを生活や学習に活用しようと
している。

単元　「資料の調べ方」 ･データ全体を表す指標として平均値、中央値、最頻値
などの代表値の意味を理解し、用いる。
・一つの数値で表すことで、データの特徴を簡潔に表
すことができることに気付き、資料の特徴や代表値を
用いる目的を明らかにしながら、どのような代表値を
用いるべきか判断する。

7

(知及技）
起こり得る場合を順序よく整理するための
図や表などの用い方を理解することができ
る。
(思判表力)
事象の特徴に着目し、順序よく整理する観
点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法
を考察することできる。
(学･人)
データの活用について数学的の表現・処理
したことを振り返り、粘り強く考える態
度、数学のよさに気付き、学習したことを
生活や学習に活用しようとする態度を養う
ことができる。

(知・技）
起こり得る場合を順序よく整理するた
めの図や表などの用い方を理解してい
る。
(思･判･表)
事象の特徴に着目し、順序よく整理す
る観点を決めて、落ちや重なりなく調
べる方法を考察すしている。
(主学)
データの活用について数学的の表現・
処理したことを振り返り、粘り強く考
える態度、数学のよさに気付き、学習
したことを生活や学習に活用しようと
している。

単元　「場合の数」 ・観点を決めて図や表などに順序よく整理して表す。
・起こりうる全ての場合を適切な観点から分類整理し
て順序よく整理して表す。

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

後
期

分ー24



高等部１年（Ⅱ課程）　理科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『理科☆☆☆☆』
（東京書籍株式会社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

25

(知及技）
生命の連続性についての理解を図り、観
察、実験などに関する初歩的な技能を身
に付けるようにする。（高１Ａア）
(思判表力)
生命の連続性について調べる中で、主に
予想や仮説を基に、解決の方法を考える
力を養う。（高１Ａイ）
(学･人)
生命の連続性について進んで調べ、生命
を尊重する態度や学んだことを生活に生
かそうとする態度を養う。（高１Ａウ）

(知･技）
生命の連続性について理解し、観察、実
験の初歩的な技能を身に付けている。
(思･判･表)
生命の連続性について、調べ、考え、表
現している。
(主学)
生命の連続性について、進んで調べ、生
活に生かそうとしている。

【生命】
・自然の観察
・植物を育てよう
・こん虫を育てよう

・生き物のすがた
・種をまこう
・どれくらい育ったかな
・葉が増えてきたら
・花がさいたら
・植物の育ち方
・チョウの育ち方
・トンボやバッタの育ち方
・校外学習（近隣の自然に触れよう）

5

(知及技）
エネルギーの捉え方についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｃ
ア）
(思判表力)
エネルギーの捉え方について調べる中
で、主にそれらの仕組みや性質、規則性
及び働きについて、より妥当な考えをつ
くりだす力を養う。（高２Ｃイ）
(学･人)
エネルギーの捉え方について進んで調
べ、学んだことを生活に生かそうとする
態度を養う。（高２Ｃウ）

(知･技）
エネルギーの捉え方について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
エネルギーの捉え方について調べ、考
え、表現している。
(主学)
エネルギーの捉え方について進んで調
べ、生活に生かそうとしている。

【物質とエネルギー】
・ゴムの力
・風の力

・ゴムで動く車を作ろう
・風で動く車を作ろう
・校外学習（ダムの役割）

5

(知及技）
地球と天体の運動についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｂ
ア）
(思判表力)
地球と天体の運動について調べる中で、
主にそれらの変化や関係について、より
妥当な考えをつくりだす力を養う。（高
２Ｂイ）
(学･人)
地球と天体の運動について進んで調べ、
学んだことを生活に生かそうとする態度
を養う。（高２Ｂウ）

(知･技）
地球と天体の運動について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
地球と天体の運動について調べ、考え、
表現している。
(主学)
地球と天体の運動について進んで調べ、
生活に生かそうとしている。

【地球と自然】
・太陽と地面
・太陽の光とかげ

・日なたと日かげ
・かげを探そう

15

(知及技）
地球と天体の運動についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｂ
ア）
(思判表力)
地球と天体の運動について調べる中で、
主にそれらの変化や関係について、より
妥当な考えをつくりだす力を養う。（高
２Ｂイ）
(学･人)
地球と天体の運動について進んで調べ、
学んだことを生活に生かそうとする態度
を養う。（高２Ｂウ）

(知･技）
地球と天体の運動について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
地球と天体の運動について調べ、考え、
表現している。
(主学)
地球と天体の運動について進んで調べ、
生活に生かそうとしている。

【地球と自然】
・太陽の光

・日光の的当てをしよう
・日光の進み方
・日光の温度
・日光を集めるとどうなる
・校外学習（施設見学）

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

２／70 真和志分教室１学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)
自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な技能を身に付けるようにする。（高段階）
(思判表力)
 観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を養う。（高段階）
(学･人)
自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとする態度を養う。（高段階）

前
期

後
期

分ー25



10

(知及技）
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
ての理解を図り、観察、実験などに関す
る初歩的な技能を身に付けるようにす
る。（高２Ｃア）
(思判表力)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て調べる中で、主にそれらの仕組みや性
質、規則性及び働きについて、より妥当
な考えをつくりだす力を養う。（高２Ｃ
イ）
(学･人)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て進んで調べ、学んだことを生活に生か
そうとする態度を養う。（高２Ｃウ）

(知･技）
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て理解し、観察、実験の初歩的な技能を
身に付けている。
(思･判･表)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て調べ、考え、表現している。
(主学)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て進んで調べ、生活に生かそうとしてい
る。

【物質とエネルギー】
・音の不思議
・明かりをつけよう

・音が出るときの様子を見よう
・音は振動で伝わる？
・明かりがつくつなぎ方
・電気を通す物・通さない物

10

(知及技）
粒子の保存性や電流の働きについての理
解を図り、観察、実験などに関する初歩
的な技能を身に付けるようにする。（高
１Ｃア）
(思判表力)
粒子の保存性や電流の働きについて調べ
る中で、主に予想や仮説を基に、解決の
方法を考える力を養う。（高１Ｃイ）
(学･人)
粒子の保存性や電流の働きについて進ん
で調べ、学んだことを生活に生かそうと
する態度を養う。（高１Ｃウ）

(知･技）
粒子の保存性や電流の働きについて理解
し、観察、実験の初歩的な技能を身に付
けている。
(思･判･表)
粒子の保存性や電流の働きについて調
べ、考え、表現している。
(主学)
粒子の保存性や電流の働きについて進ん
で調べ、生活に生かそうとしている。

【物質とエネルギー】
・物の重さ
・磁石の性質
・磁石の極
・電気の利用

・形と重さ
・大きさと重さ
・磁石に引き付けられる物・引き付けられな
い物
・方位磁針と磁石
・Ｎ極とＳ極
・校外学習（電気の利用）

年
間
を
通
し
て

(知及技)
ICTを活用して、調べ学習ができる。
(思判表力)
野外観察を行い、自然の様子について気
付いたことを文章や絵で表現することが
できる。
(学･人)
視聴覚教材やおもしろ科学実験を通し
て、自然や身の回りのものへの興味を深
めることができる。

(知・技)
ICTを活用して、理科に関することを調
べようとすることができる。
(思･判･表)
野外観察で気付いたことを、文章や絵で
表現しようとしている。
(主学)
視聴覚教材やおもしろ科学実験を通し
て、自然や身の回りのものへの興味を深
めようとしている。

・ICTを使った調べ学習
・野外観察（校外学習）
・視聴覚教材の視聴
・科学実験
・調理実習

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー26



高等部２年（Ⅱ課程）　理科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『理科☆☆☆☆』
（東京書籍株式会社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

25

(知及技）
生命の連続性についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的
な技能を身に付けるようにする。
（高１Ａア）
(思判表力)
生命の連続性について調べる中で、
主に予想や仮説を基に、解決の方法
を考える力を養う。（高１Ａイ）
(学･人)
生命の連続性について進んで調べ、
生命を尊重する態度や学んだことを
生活に生かそうとする態度を養う。
（高１Ａウ）

(知･技）
生命の連続性について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付け
ている。
(思･判･表)
生命の連続性について、調べ、考
え、表現している。
(主学)
生命の連続性について、進んで調
べ、生活に生かそうとしている。

【生命】
・自然の観察
・植物を育てよう
・こん虫を育てよう

・生き物のすがた
・種をまこう
・どれくらい育ったかな
・葉が増えてきたら
・花がさいたら
・植物の育ち方
・チョウの育ち方
・トンボやバッタの育ち方
・校外学習（近隣の自然に触れよう）

5

(知及技）
エネルギーの捉え方についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｃ
ア）
(思判表力)
エネルギーの捉え方について調べる中
で、主にそれらの仕組みや性質、規則性
及び働きについて、より妥当な考えをつ
くりだす力を養う。（高２Ｃイ）
(学･人)
エネルギーの捉え方について進んで調
べ、学んだことを生活に生かそうとする
態度を養う。（高２Ｃウ）

(知･技）
エネルギーの捉え方について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
エネルギーの捉え方について調べ、考
え、表現している。
(主学)
エネルギーの捉え方について進んで調
べ、生活に生かそうとしている。

【物質とエネルギー】
・ゴムの力
・風の力

・ゴムで動く車を作ろう
・風で動く車を作ろう
・校外学習（ダムの役割）

5

(知及技）
地球と天体の運動についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｂ
ア）
(思判表力)
地球と天体の運動について調べる中で、
主にそれらの変化や関係について、より
妥当な考えをつくりだす力を養う。（高
２Ｂイ）
(学･人)
地球と天体の運動について進んで調べ、
学んだことを生活に生かそうとする態度
を養う。（高２Ｂウ）

(知･技）
地球と天体の運動について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
地球と天体の運動について調べ、考え、
表現している。
(主学)
地球と天体の運動について進んで調べ、
生活に生かそうとしている。

【地球と自然】
・太陽と地面
・太陽の光とかげ

・日なたと日かげ
・かげを探そう

15

(知及技）
地球と天体の運動についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｂ
ア）
(思判表力)
地球と天体の運動について調べる中で、
主にそれらの変化や関係について、より
妥当な考えをつくりだす力を養う。（高
２Ｂイ）
(学･人)
地球と天体の運動について進んで調べ、
学んだことを生活に生かそうとする態度
を養う。（高２Ｂウ）

(知･技）
地球と天体の運動について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
地球と天体の運動について調べ、考え、
表現している。
(主学)
地球と天体の運動について進んで調べ、
生活に生かそうとしている。

【地球と自然】
・太陽の光

・日光の的当てをしよう
・日光の進み方
・日光の温度
・日光を集めるとどうなる
・校外学習（施設見学）

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

２／70 真和志分教室２学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)
自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な技能を身に付けるようにする。（高段階）
(思判表力)
 観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を養う。（高段階）
(学･人)
自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとする態度を養う。（高段階）

前
期

後
期

分ー27



10

(知及技）
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
ての理解を図り、観察、実験などに関す
る初歩的な技能を身に付けるようにす
る。（高２Ｃア）
(思判表力)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て調べる中で、主にそれらの仕組みや性
質、規則性及び働きについて、より妥当
な考えをつくりだす力を養う。（高２Ｃ
イ）
(学･人)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て進んで調べ、学んだことを生活に生か
そうとする態度を養う。（高２Ｃウ）

(知･技）
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て理解し、観察、実験の初歩的な技能を
身に付けている。
(思･判･表)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て調べ、考え、表現している。
(主学)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て進んで調べ、生活に生かそうとしてい
る。

【物質とエネルギー】
・音の不思議
・明かりをつけよう

・音が出るときの様子を見よう
・音は振動で伝わる？
・明かりがつくつなぎ方
・電気を通す物・通さない物

10

(知及技）
粒子の保存性や電流の働きについての理
解を図り、観察、実験などに関する初歩
的な技能を身に付けるようにする。（高
１Ｃア）
(思判表力)
粒子の保存性や電流の働きについて調べ
る中で、主に予想や仮説を基に、解決の
方法を考える力を養う。（高１Ｃイ）
(学･人)
粒子の保存性や電流の働きについて進ん
で調べ、学んだことを生活に生かそうと
する態度を養う。（高１Ｃウ）

(知･技）
粒子の保存性や電流の働きについて理解
し、観察、実験の初歩的な技能を身に付
けている。
(思･判･表)
粒子の保存性や電流の働きについて調
べ、考え、表現している。
(主学)
粒子の保存性や電流の働きについて進ん
で調べ、生活に生かそうとしている。

【物質とエネルギー】
・物の重さ
・磁石の性質
・磁石の極
・電気の利用

・形と重さ
・大きさと重さ
・磁石に引き付けられる物・引き付けられな
い物
・方位磁針と磁石
・Ｎ極とＳ極
・校外学習（電気の利用）

年
間
を
通
し
て

(知及技)
ICTを活用して、調べ学習ができる。
(思判表力)
野外観察を行い、自然の様子について気
付いたことを文章や絵で表現することが
できる。
(学･人)
視聴覚教材やおもしろ科学実験を通し
て、自然や身の回りのものへの興味を深
めることができる。

(知・技)
ICTを活用して、理科に関することを調
べようとすることができる。
(思･判･表)
野外観察で気付いたことを、文章や絵で
表現しようとしている。
(主学)
視聴覚教材やおもしろ科学実験を通し
て、自然や身の回りのものへの興味を深
めようとしている。

・ICTを使った調べ学習
・野外観察（校外学習）
・視聴覚教材の視聴
・科学実験
・調理実習

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー28



高等部３年（Ⅱ課程）　理科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『理科☆☆☆☆』
（東京書籍株式会社）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

25

(知及技）
生命の連続性についての理解を図り、観
察、実験などに関する初歩的な技能を身
に付けるようにする。（高１Ａア）
(思判表力)
生命の連続性について調べる中で、主に
予想や仮説を基に、解決の方法を考える
力を養う。（高１Ａイ）
(学･人)
生命の連続性について進んで調べ、生命
を尊重する態度や学んだことを生活に生
かそうとする態度を養う。（高１Ａウ）

(知･技）
生命の連続性について理解し、観察、実
験の初歩的な技能を身に付けている。
(思･判･表)
生命の連続性について、調べ、考え、表
現することができる。
(主学)
生命の連続性について、進んで調べ、生
活に生かそうとしている。

【生命】
・自然の観察
・植物を育てよう
・こん虫を育てよう

・生き物のすがた
・種をまこう
・どれくらい育ったかな
・葉が増えてきたら
・花がさいたら
・植物の育ち方
・チョウの育ち方
・トンボやバッタの育ち方
・校外学習（近隣の自然に触れよう）

5

(知及技）
エネルギーの捉え方についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｃ
ア）
(思判表力)
エネルギーの捉え方について調べる中
で、主にそれらの仕組みや性質、規則性
及び働きについて、より妥当な考えをつ
くりだす力を養う。（高２Ｃイ）
(学･人)
エネルギーの捉え方について進んで調
べ、学んだことを生活に生かそうとする
態度を養う。（高２Ｃウ）

(知･技）
エネルギーの捉え方について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
エネルギーの捉え方について調べ、考
え、表現している。
(主学)
エネルギーの捉え方について進んで調
べ、生活に生かそうとしている。

【物質とエネルギー】
・ゴムの力
・風の力

・ゴムで動く車を作ろう
・風で動く車を作ろう
・校外学習（ダムの役割）

5

(知及技）
地球と天体の運動についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｂ
ア）
(思判表力)
地球と天体の運動について調べる中で、
主にそれらの変化や関係について、より
妥当な考えをつくりだす力を養う。（高
２Ｂイ）
(学･人)
地球と天体の運動について進んで調べ、
学んだことを生活に生かそうとする態度
を養う。（高２Ｂウ）

(知･技）
地球と天体の運動について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
地球と天体の運動について調べ、考え、
表現している。
(主学)
地球と天体の運動について進んで調べ、
生活に生かそうとしている。

【地球と自然】
・太陽と地面
・太陽の光とかげ

・日なたと日かげ
・かげを探そう

15

(知及技）
地球と天体の運動についての理解を図
り、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身に付けるようにする。（高２Ｂ
ア）
(思判表力)
地球と天体の運動について調べる中で、
主にそれらの変化や関係について、より
妥当な考えをつくりだす力を養う。（高
２Ｂイ）
(学･人)
地球と天体の運動について進んで調べ、
学んだことを生活に生かそうとする態度
を養う。（高２Ｂウ）

(知･技）
地球と天体の運動について理解し、観
察、実験の初歩的な技能を身に付けてい
る。
(思･判･表)
地球と天体の運動について調べ、考え、
表現している。
(主学)
地球と天体の運動について進んで調べ、
生活に生かそうとしている。

【地球と自然】
・太陽の光

・日光の的当てをしよう
・日光の進み方
・日光の温度
・日光を集めるとどうなる
・校外学習（施設見学）

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

２／70 真和志分教室３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)
自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な技能を身に付けるようにする。（高段階）
(思判表力)
 観察、実験などを行い、解決の方法を考える力とより妥当な考えをつくりだす力を養う。（高段階）
(学･人)
自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとする態度を養う。（高段階）

前
期

後
期

分ー29



10

(知及技）
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
ての理解を図り、観察、実験などに関す
る初歩的な技能を身に付けるようにす
る。（高２Ｃア）
(思判表力)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て調べる中で、主にそれらの仕組みや性
質、規則性及び働きについて、より妥当
な考えをつくりだす力を養う。（高２Ｃ
イ）
(学･人)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て進んで調べ、学んだことを生活に生か
そうとする態度を養う。（高２Ｃウ）

(知･技）
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て理解し、観察、実験の初歩的な技能を
身に付けている。
(思･判･表)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て調べ、考え、表現している。
(主学)
エネルギーの捉え方や電気の性質につい
て進んで調べ、生活に生かそうとしてい
る。

【物質とエネルギー】
・音の不思議
・明かりをつけよう

・音が出るときの様子を見よう
・音は振動で伝わる？
・明かりがつくつなぎ方
・電気を通す物・通さない物

10

(知及技）
粒子の保存性や電流の働きについての理
解を図り、観察、実験などに関する初歩
的な技能を身に付けるようにする。（高
１Ｃア）
(思判表力)
粒子の保存性や電流の働きについて調べ
る中で、主に予想や仮説を基に、解決の
方法を考える力を養う。（高１Ｃイ）
(学･人)
粒子の保存性や電流の働きについて進ん
で調べ、学んだことを生活に生かそうと
する態度を養う。（高１Ｃウ）

(知･技）
粒子の保存性や電流の働きについて理解
し、観察、実験の初歩的な技能を身に付
けている。
(思･判･表)
粒子の保存性や電流の働きについて調
べ、考え、表現している。
(主学)
粒子の保存性や電流の働きについて進ん
で調べ、生活に生かそうとしている。

【物質とエネルギー】
・物の重さ
・磁石の性質
・磁石の極
・電気の利用

・形と重さ
・大きさと重さ
・磁石に引き付けられる物・引き付けられな
い物
・方位磁針と磁石
・Ｎ極とＳ極
・校外学習（電気の利用）

年
間
を
通
し
て

(知及技)
ICTを活用して、調べ学習ができる。
(思判表力)
野外観察を行い、自然の様子について気
付いたことを文章や絵で表現することが
できる。
(学･人)
視聴覚教材やおもしろ科学実験を通し
て、自然や身の回りのものへの興味を深
めることができる。

(知・技)
ICTを活用して、理科に関することを調
べようとすることができる。
(思･判･表)
野外観察で気付いたことを、文章や絵で
表現しようとしている。
(主学)
視聴覚教材やおもしろ科学実験を通し
て、自然や身の回りのものへの興味を深
めようとしている。

・ICTを使った調べ学習
・野外観察（校外学習）
・視聴覚教材の視聴
・科学実験
・調理実習

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

分ー30



高等部　１年（Ⅱ課程）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然
で無理のない、響きのある歌い方で歌う
ことができる。(高１Ａア(ウ)㋑)
(思判表力)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高１Ａア(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを見いだしながら仲間と
歌うことができる。（高１）

(知･技）
呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然
で無理のない、響きのある歌い方で歌お
うとしている。
(思･判･表)
歌唱表現について知識や技能を得たり生
かしたりながら、歌唱表現を創意工夫し
ようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを見いだしながら仲間と
歌おうとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【歌唱】
・クラスの歌声を響かせよう
・イタリアの民謡や歌曲
・四季の歌

・季節や行事の歌に合わせて振りや手話を交
えて表現したり、声に出して歌ったりする。
・イタリア歌曲に触れる。
・歌詞の意味について知る。
・曲の雰囲気と曲に込められた思いについて
知る。

(知及技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
することができる。（高１Ａエ(ウ)㋐）
(思判表力)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を工夫す
ることができる。(高１Ａエ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを見いだしなが
ら仲間と表現することができる。(高１)

(知･技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
しようとしている。
(思･判･表)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を工夫し
ようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを見いだしなが
ら仲間と表現しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【身体表現】
・身体表現の基礎
・身体でリズム

・表現方法について確認する。
・音楽に合わせて身体で表現する。
・音符について学習する。
・音楽に合わせてリズムを叩く。

(知及技）
音色や響きに気を付けて、旋律楽器及び
打楽器を演奏する技能を身に付けること
ができる。(高１Ａイ(ウ)㋑)
(思判表力)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫することができる。(高１Ａイ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを見いだしながら仲
間と演奏することができる。(高１)

(知･技）
音色や響きに気を付けて、旋律楽器及び
打楽器を演奏する技能を身に付けようと
している。
(思･判･表)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを見いだしながら仲
間と演奏しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【器楽】
・楽器に触れる

・楽器の名称や楽器の特徴について知る。
・正しい姿勢と奏法を心がけて演奏する。
・必要に応じて教師の支援を受けながら演奏
する。
・皆と一緒に合わせて演奏する。

(知及技)
いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
せの特徴を理解することができる。
(高１Ａウ(ア)㋐)
(思判表力)
創作表現についての知識や技能を得たり
しながら、創作表現を工夫することがで
きる。(高１Ａウ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを見いだしながら仲間と活
動することができる。（高１)

(知･技)
いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
せの特徴を理解しようとしている。
(思･判･表)
創作表現についての知識や技能を得たり
しながら、創作表現を工夫しようとして
いる。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを見いだしながら仲間と活
動しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【創作】
・音楽創作の基礎
・リズム創作
・簡単なメロディーの創作

・創作について知る。
・リズムの種類を知り、リズムを作ったり組
み合わせたりする。
・言葉を生かした旋律作りをする。
・反復､変化などの手法を知る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら創作
する。
・互いに作品の発表をする。

 

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室１学年 

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、
身体表現の技を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、身体表現の技能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。
（高１段階）
(学･人)
主体的・協同的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生か
して生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高１段階）

前
期
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(知及技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解することができる。
(高１Ｂ(ｲ))
(思判表力)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどを見いだ
し、曲全体を味わって聴くことができ
る。
(高１Ｂ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに見いだしながら音
楽を味わって聴くことができる。(高１)

(知･技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどを見いだ
し、曲全体を味わって聴こうとしてい
る。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに見いだしながら音
楽を味わって聴こうとしている。
【評価資料】学習の様子と感想発表、振
り返しシートで評価する。

【鑑賞】
・音楽の魅力を感じる
・様々なジャンルの音楽
・音楽の背景と作曲家を知る

・クラシックやポップス、洋楽等、様々な楽
曲を鑑賞する。

(知及技）
互いの歌声や副次的な旋律、伴奏を聴い
て、声を合わせて歌うことができる。
(高１Ａア(ウ)㋒)
(思判表力)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高１Ａア(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを見いだしながら仲間と
歌うことができる。（高１）

(知･技）
他害の歌声や副次的な旋律、伴奏を聴い
て、声を合わせて歌おうとしている。
(思･判･表)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高１段階Ａ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを見いだしながら仲間と
歌おうとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【歌唱】
・クラスの歌声を響かせよう
・四季の歌
・ドイツ歌曲の魅力

・季節や行事の歌に合わせて身振りや手話を
交えて表現したり、声に出して歌ったりす
る。
・歌詞の意味について知る。
・曲の雰囲気と曲に込められた思いについて
学ぶ。

(知及技）
友達と動きを組み合わせて表現をする技
能を身に付けることができる。(高１Ａ
エ(ウ)㋒)
(思判表力)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を工夫す
ることができる。(高１Ａエ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを見いだしなが
ら仲間と表現することができる。(高１)

(知･技）
友達と動きを組み合わせて表現をする技
能を身に付けようとしている。
(思･判･表)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を工夫し
ようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを見いだしなが
ら仲間と表現しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【身体表現】
・身体表現を深める
・身体で自己表現

・表現方法について確認する。
・音楽に合わせて身体で表現する。
・リズムに合わせて身体で表現する。

(知及技）
音色や響きに気を付けて、旋律楽器及び
打楽器を演奏する技能を身に付けること
ができる。(高１Ａイ(ウ)㋑)
(思判表力)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫することができる。(高１Ａイ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを見いだしながら仲
間と演奏することができる。(高１)

(知･技）
音色や響きに気を付けて、旋律楽器及び
打楽器を演奏する技能を身に付けようと
している。
(思･判･表)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを見いだしながら仲
間と演奏しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【器楽】
・楽器に触れる

・楽器の名称や楽器の特徴について知る。
・正しい姿勢と奏法を心がけて演奏する。
・必要に応じて教師の支援を受けながら演奏
する。
・皆と一緒に合わせて演奏する。

(知及技)
いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
せの特徴を理解することができる。
(高１Ａウ(ア)㋐)
(思判表力)
創作表現についての知識や技能を得たり
しながら、創作表現を工夫することがで
きる。(高１段階Ａウ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを見いだしながら仲間と活
動することができる。（高１段階)

(知･技)
いろいろな音の響きやそれらの組み合わ
せの特徴を理解しようとしている。
(思･判･表)
創作表現についての知識や技能を得たり
しながら、創作表現を工夫しようとして
いる。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを見いだしながら仲間と活
動しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【創作】
・リズム創作
・簡単なメロディーの創作

・リズムの種類を知り、リズムを作ったり組
み合わせたりする。
・言葉を生かした旋律作りをする。
・反復､変化などの手法を知る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら創作
する。
・互いに作品の発表をする。

(知及技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解することができる。
(高１Ｂ(ｲ))
(思判表力)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどを見いだ
し、曲全体を味わって聴くことができ
る。(高１Ｂ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに見いだしながら音
楽を味わって聴くことができる。(高１)

(知･技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどを見いだ
し、曲全体を味わって聴こうとしてい
る。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに見いだしながら音
楽を味わって聴こうとしている。
【評価資料】学習の様子と感想発表、振
り返しシートで評価する。

【鑑賞】
・音楽の魅力を感じる
・様々なジャンルの音楽
・音楽の背景と作曲家を知る

・クラシックやポップス、洋楽等、様々な楽
曲を鑑賞する。

後
期
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留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部　２年（Ⅱ課程）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
創意工夫を生かした表現で歌うために必
要な発声、言葉の発音、身体の使い方な
どの技能を身に付けることができる。
(高２Ａア(ウ)㋐)
(思判表力)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高２Ａア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを自分なりに評価しなが
ら歌うことができる。(高２)

(知･技）
創意工夫を生かした表現で歌うために必
要な発生、言葉の発音、身体の使い方な
どの技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを自分なりに評価しなが
ら歌おうとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【歌唱】
・発声と呼吸法
・四季の歌
・様々な楽曲の歌唱

・季節や行事の歌に合わせて振りや手話を交
えて表現したり、声に出して歌ったりする。
・歌詞の意味について学習する。
・曲の雰囲気と曲に込められた思いについて
学ぶ。

(知及技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
することができる。(高２Ａエ(ｳ)㋐)
(思判表力)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫することができる。(高２Ａエ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを自分なりに評
価しながら表現することができる。(高
２)

(知・技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
しようとしている。
(思･判･表)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを自分なりに評
価しながら表現しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【身体表現】
・身体表現の基礎
・身体でリズム

・表現方法について確認する。
・音楽に合わせて身体で表現する。
・複数の音符を用いたリズム打ちや音符の理
解について学習する。
・リズムに合わせて身体で表現をする。

(知及技）
創意工夫を生かした表現をするために必
要な奏法、身体の使い方などの技能を身
に付けることができる。(高２Aイ(ウ)
㋐)
(思判表力)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫することができる。(高２Aイ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを自分なりに評価し
ながら演奏することができる。(高２)

(知･技）
創意工夫を生かした表現をするために必
要な奏法、身体の使い方などの技能を身
に付けようとしている。
(思･判･表)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを自分なりに評価し
ながら演奏しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【器楽】
・楽器に触れる

・楽器の各部位の名称や楽器の特徴について
学ぶ。
・正しい姿勢と奏法を心がけて演奏する。
・工工四の読み方について学ぶ。
・勘所の位置を目と指で確認しながら演奏す
る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら演奏
する。

(知及技)
音のつながり方の特徴を理解することが
できる。（高２Ａウ(イ)㋐)
(思判表力)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を工夫す
ることができる。(高２Ａウ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを自分なりに評価しながら
活動することができる。(高２)

(知･技)
音のつながり方の特徴を理解しようとし
ている。
(思･判･表)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を工夫し
ようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを自分なりに評価しながら
活動しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【創作】
・音楽創作の基礎
・リズム創作

・創作について知る。
・リズムの種類を知り、リズムを作ったり組
み合わせたりする。
・反復､変化などの手法を知る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら創作
する。
・互いに作品を発表する。

(知及技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解することができる。
(高２Ｂア(ｲ)㋒)
(思判表力)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲の演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴く
ことができる。(高２Ｂア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに評価しながら音楽
を味わって聴くことができる。(高２)

(知･技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲の演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴こ
うとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに評価しながら音楽
を味わって聴こうとしている。
【評価資料】学習の様子と感想発表、振
り返しシートで評価する。

【鑑賞】
・音楽の魅力を感じる
・様々なジャンルの音楽

・クラシックや宗教音楽、民族音楽など色々
なジャンルの曲を鑑賞する。

 

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室２学年 

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な歌唱、器楽、創作、身体表現の技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。（高２段
階）
(学･人)
主体的・協同的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽に
よって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高２段階）

前
期
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(知及技）
創意工夫を生かし、全体の響きや各声部
の声などを聴きながら、他者と合わせて
歌うことができる。
(高２Ａア(ウ)㋑)
(思判表力)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高２Ａア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを自分なりに評価しなが
ら歌うことができる。(高２)

創意工夫を生かし、全体の響きや各声部
の声などを聴きながら、他者と合わせて
歌おうとしている。
(思･判･表)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して歌う楽しさを自分なりに評価しなが
ら歌うことができる。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【歌唱】
・発声と呼吸法
・四季の歌
・様々な楽曲の歌唱

・季節や行事の歌に合わせて振りや手話を交
えて表現したり、声に出して歌ったりする。
・歌詞の意味について学習する。
・曲の雰囲気と曲に込められた思いについて
学ぶ。

(知及技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
することができる。(高２Ａエ(ｳ)㋐)
(思判表力)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫することができる。(高２Ａエ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを自分なりに評
価しながら表現することができる。(高
２)

(知・技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
しようとしている。
(思･判･表)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して身体表現する楽しさを自分なりに評
価しながら表現しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【身体表現】
・身体表現を深める
・身体で自己表現

・表現方法について確認する。
・音楽に合わせて身体で表現する。
・複数の音符を用いたリズム打ちや音符の理
解について学習する。
・リズムに合わせて身体で表現をする。

(知及技）
創意工夫を生かした表現をするために必
要な奏法、身体の使い方などの技能を身
に付けることができる。(高２Aイ(ウ)
㋐)
(思判表力)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫することができる。(高２Aイ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを自分なりに評価し
ながら演奏することができる。(高２)

(知･技）
創意工夫を生かした表現をするために必
要な奏法、身体の使い方などの技能を身
に付けようとしている。
(思･判･表)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、創意工夫を
して演奏する楽しさを自分なりに評価し
ながら演奏しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【器楽】
・様々な楽曲に挑戦

・工工四を自分で読み進めながら練習に取り
組む。
・音の響きの美しさを追求し、表現力を高め
る。
・ポジション移動時の弾き方を学ぶ。
・必要に応じて教師の支援を受けながら演奏
する。

(知及技)
音のつながり方の特徴を理解することが
できる。（高２Ａウ(イ)㋐)
(思判表力)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を工夫す
ることができる。(高２Ａウ(ア))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを自分なりに評価しながら
活動することができる。(高２)

(知･技)
音のつながり方の特徴を理解しようとし
ている。
(思･判･表)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を工夫し
ようとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、工夫して創
作する楽しさを自分なりに評価しながら
活動しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【創作】
・音楽創作の基礎
・リズム創作

・創作について知る。
・リズムの種類を知り、リズムを作ったり組
み合わせたりする。
・反復､変化などの手法を知る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら創作
する。
・互いに作品を発表する。

(知及技）
音楽の特徴とその背景となる文化や歴史
などの関わりを理解することができる。
(高２Ｂア(ｲ)㋑)
(思判表力)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲の演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴く
ことができる。(高２Ｂア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに評価しながら音楽
を味わって聴くことができる。(高２)

(知･技）
音楽の特徴とその背景となる文化や歴史
などの関わりを理解しようとしている。
(思･判･表)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲の演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴こ
うとしている。
(主学)
主体的・協働的に取り組み、音楽のよさ
や美しさを自分なりに評価しながら音楽
を味わって聴こうとしている。
【評価資料】学習の様子と感想発表、振
り返しシートで評価する。

【鑑賞】
・音楽の魅力を感じる
・様々なジャンルの音楽

・クラシックや宗教音楽、民族音楽など色々
なジャンルの曲を鑑賞する。

後
期
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留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部　３年（Ⅱ課程）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解することができる。(高
２Ａア(ｲ)㋐)
(思判表力)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高２Ａア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に歌唱表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わ
りについて理解しようとしている。

(思･判･表)
歌唱表現について知識や技能を得たり生
かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫
しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に歌唱表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【歌唱】
・発声と呼吸法
・四季の歌
・様々な楽曲の歌唱

・季節や行事の歌に合わせて身振りや手話を
交えて表現したり、声に出して歌ったりす
る。
・歌詞の意味について知る。
・曲の雰囲気と曲に込められた思いについて
学ぶ。

(知及技）
曲想や音楽の構造と体の動きとの関わり
について理解することができる。(高２
Ａエ(ｲ)㋑)
(思判表力)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫することができる。(高２Ａエ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に身体表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
曲想や音楽の構造と体の動きとの関わり
について理解しようとしている。

(思･判･表)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に身体表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【身体表現】
・身体表現の基礎
・身体でリズム

・表現方法について確認する。
・音楽に合わせて身体で表現する。
・複数の音符を用いたリズム打ちを知る。
・様々な音符について学ぶ。
・様々なリズムに合わせて身体で表現する。

(知及技）
曲想と音楽の構造との関わりについて理
解することができる。(高２Ａイ(ｲ)㋐)
(思判表力)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫することができる。(高２Ａイ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に器楽表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
曲想と音楽の構造との関わりについて理
解しようとしている。
(思･判･表)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に器楽表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【器楽】
・楽器に触れる
・様々な楽曲に挑戦

・楽器の名称や楽器の特徴について学ぶ。
・正しい姿勢と奏法を心がけて演奏する。
・必要に応じて教師の支援を受けながらグ
ループで合わせて演奏する。
・他のグループ演奏を鑑賞する。

(知及技）
音のつながり方の特徴及び音素材の特徴
及び音の重なり方や反復、変化、対照な
どの構成上の特徴についてお表したいイ
メージと関わらせて理解することができ
る。(高２Ａウ(ｲ)㋐㋑)
(思判表力)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を創意工
夫することができる。(高２Ａウ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に創作活動に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
音のつながり方の特徴及び音素材の特徴
及び音の重なり方や反復、変化、対照な
どの構成上の特徴についてお表したいイ
メージと関わらせて理解しようとしてい
る。
(思･判･表)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に創作活動に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【創作】
・創作の基礎
・リズム創作
・簡単なメロディーの創作

・創作について知る。
・リズムの種類を知り、リズムを作ったり組
み合わせたりする。
・言葉を生かした旋律作りをする。
・反復、変化などの手法を知る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら創作
をする。
・互いの作品を発表する。

(知及技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解することができる。
(高２Ｂア(ｲ)㋐)
(思判表力)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴く
ことができる。(高２Ｂア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組
み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
曲想及びその変化と、音楽の構造との関
わりについて理解しようとしている。

(思･判･表)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴こ
うとしている。
(主学)
主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組
み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【鑑賞】
・音楽の魅力を感じる
・様々なジャンルの音楽

・クラシックやポップス、洋楽等、様々な楽
曲を鑑賞する。

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室３学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌
唱、器楽、創作、身体表現の技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)
音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。（高２段
階）
(学･人)
主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽に
よって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高２段階）

前
期
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(知及技）
創意工夫を生かした表現で歌うために必
要な発声、言葉の発音、身体の使い方な
どの技能を身に付けることができる。
(高２Ａア(ｳ)㋐)
(思判表力)
歌唱表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現を創意工
夫することができる。(高２Ａア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に歌唱表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
創意工夫を生かした表現で歌うために必
要な発声、言葉の発音、身体の使い方な
どの技能を身に付けようとしている。

(思･判･表)
歌唱表現について知識や技能を得たり生
かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫
しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に歌唱表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【歌唱】
・発声と呼吸法
・四季の歌
・様々な楽曲の歌唱

・季節や行事の歌に合わせて身振りや手話を
交えて表現したり、声に出して歌ったりす
る。
・歌詞の意味について知る。
・曲の雰囲気と曲に込められた思いについて
学ぶ。

(知及技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
する技能を身に付けることができる。
(高２Ａエ(ｳ)㋐)
(思判表力)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫することができる。(高２Ａエ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に身体表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
曲の速度やリズム、曲想に合わせて表現
する技能を身に付けようとしている。

(思･判･表)
身体表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、身体表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に身体表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【身体表現】
・身体表現を深める
・身体で自己表現

・表現方法について確認する。
・音楽に合わせて身体で表現する。
・複数の音符を用いたリズム打ちを知る。
・様々な音符について学ぶ。
・様々なリズムに合わせて身体で表現する。

(知及技）
創意工夫を生かした表現で演奏するため
に必要な奏法、身体の使い方などの技能
を身に付けることができる。(高２Ａイ
(ｳ)㋐)
(思判表力)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫することができる。(高２Ａイ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に器楽表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
創意工夫を生かした表現で演奏するため
に必要な奏法、身体の使い方などの技能
を身に付けようとしている。
(思･判･表)
器楽表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、器楽表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に器楽表現に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【器楽】
・様々な楽曲に挑戦

・楽器の名称や楽器の特徴について学ぶ。
・正しい姿勢と奏法を心がけて演奏する。
・必要に応じて教師の支援を受けながらグ
ループで合わせて演奏する。
・他のグループ演奏を鑑賞する。

(知及技）
創意工夫を生かした表現で旋律や音楽を
つくるために必要な、課題や条件に沿っ
た音の選択や組合せなどの技能を身に付
けることができる。(高２Ａウ(ｳ))
(思判表力)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を創意工
夫することができる。(高２Ａウ(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に創作活動に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
していく態度を養うことができる。(高
２)

(知･技）
創意工夫を生かした表現で旋律や音楽を
つくるために必要な、課題や条件に沿っ
た音の選択や組合せなどの技能を身に付
けようとしている。
(思･判･表)
創作表現についての知識や技能を得たり
生かしたりしながら、創作表現を創意工
夫しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に創作活動に取り組み、
音楽によって生活を明るく豊かなものに
しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【創作】
・創作の基礎
・リズム創作
・簡単なメロディーの創作

・創作について知る。
・リズムの種類を知り、リズムを作ったり組
み合わせたりする。
・言葉を生かした旋律作りをする。
・反復、変化などの手法を知る。
・必要に応じて教師の支援を受けながら創作
をする。
・互いの作品を発表する。

(知及技）
音楽の特徴とその背景となる文化や歴史
などとの関わりについて理解することが
できる。(高２Ｂア(ｲ)㋑)
(思判表力)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴く
ことができる。(高２Ｂア(ｱ))
(学･人)
主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組
み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしていく態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
音楽の特徴とその背景となる文化や歴史
などとの関わりについて理解しようとし
ている。
(思･判･表)
鑑賞についての知識を得たり生かしたり
しながら、曲や演奏のよさなどについて
自分なりに考え、曲全体を味わって聴こ
うとしている。
(主学)
主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組
み、音楽によって生活を明るく豊かなも
のにしようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

【鑑賞】
・音楽の魅力を感じる
・様々なジャンルの音楽

・クラシックやポップス、洋楽等、様々な楽
曲を鑑賞する。

後
期

34

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部１年（Ⅱ課程）　美術科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高１共通(ｱ))
(思判表力)
造形的な特徴などから全体のイメージで
捉えることを理解することができる。
(高２共通(ｲ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１)

(知･技）
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
造形的な特徴などから全体のイメージで
捉えることを理解しようとしている。
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価規準】活動の様子で評価する。

【オリエンテーション】
・自己紹介
・授業の約束
・年間の予定

・一年間の授業の流れについて確認する。
・美術の分野について、絵画やデザイン、立
体、漫画、アニメーションなど様々な分野が
あることを知る。
・ワークシートにこれからの授業で取り組ん
でみたい分野を書く。

22

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表することができる。(高1Ａア(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を練
ることができる。(高１Ａア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表そうとしている。
(思･判･表)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を
練って取り組もうとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【描く活動】
・描画
・水彩描写
・モダンテクニック

・身近な材料や用具を使い、季節や行事に親
しみ、かいたり、形をつくったりして表現す
る。
・絵の具を使って線や点を描き、水の量によ
る濃淡の変化を楽しみながら、表現する。

12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高１共通(ｱ))
(思判表力)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
感じ方を広げることができる。(高１Ｂ
ア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１)

(知･技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
広げようとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【作品鑑賞】
校外学習
・地域の芸術作品鑑賞
・美術関連施設の見学

・沖縄にある美術館・博物館の展示作品を鑑
賞する。
・作品を鑑賞することを通して、形や色の面
白さを感じたり、見方や感じ方を広げる。

10

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表することができる。(高１Ａア(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を練
ることができる。(高１Ａア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表そうとしている。
(思･判･表)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を
練って取り組もうとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【造る活動】
立体制作
・紙工作
・粘土・塑像
　
　

・粘土や紙を用いて、イメージをふくらませ
ながら色々な形をつくったり、色を塗ったり
する。
・色々な素材や用具を使って表現することを
楽しむ。
・自分の表現したいことを思い付き、身近な
材料や用具を用いて表現する。
・完成した作品を展示し鑑賞する。

後
期

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室１学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができる。(高１段階)
(思判表力)
造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化などに
対する見方や感じ方を広げたりすることができる。(高１段階)
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造していく態度を養うことが
できる。(高１段階）

前
期
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12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高１共通(ｱ))
(思判表力)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
感じ方を広げることができる。(高１Ｂ
ア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１)

(知･技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
広げようとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【描く活動】
・色々な版画

・色々な素材や用具をつかって表現すること
を楽しむ。
・自分の表現したいことを思い付き、身近な
材料や用具を用いて表現する。
・自分の作品や他生徒の作品のよさや違いを
ワークシートにまとめる。

12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高１共通(ｱ))
(思判表力)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
感じ方を広げることができる。(高１Ｂ
ア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１)

(知･技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
広げようとしている。

(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【作品鑑賞】
校外学習
・美術関連施設の見学
・真和志高校卒業作品展鑑賞

・自分の作品を発表したり、友だちの作品を
鑑賞することを通して、自分や友だちの作品
の良さを感じる。
・好きな作品を探し、違いや面白さを発見す
ることができる。
・写真で作品鑑賞の学習を振り返る。

留意点
引継ぎ等

・年間を通じて真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、共に学ぶ経験を重ね社会性を養う。
・生徒の実態に応じて、描く活動及び作る活動の題材を決める。
・生徒の実態に応じて、年計の目標を再設定する。
・生徒の目標は合理的配慮を考慮した上で個別の指導計画にて設定する。
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  高等部２年（Ⅱ課程）　美術科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高１段階 共通(ｱ))
(思判表力)
造形的な特徴などから全体のイメージで
捉えることを理解することができる。
(高２段階 共通(ｲ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１段階)

(知･技）
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
造形的な特徴などから全体のイメージで
捉えることを理解しようとしている。
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価規準】活動の様子で評価する。

【オリエンテーション】
・自己紹介
・年間の予定
・授業の約束
　

・一年間の授業の流れについて確認する。
・美術の分野について、絵画やデザイン、立
体、漫画、アニメーションなど様々な分野が
あることを知る。
・ワークシートにこれからの授業で取り組ん
でみたい分野を書く。

10

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表することができる。(高１段階Ａア
(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を練
ることができる。(高１段階Ａア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１段階)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表そうとしている。
(思･判･表)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を
練って取り組もうとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【造る活動】
・コラージュ

・切った紙ややぶいた新聞紙でコラージュ作
品を作る
・紙粘土を丸形、ひも状、好きな形で作りな
がら表現する
・自分の作品を紹介したり、友達の作品を鑑
賞することを通し、様々な表し方に気づく。

20

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表することができる。(高１段階Ａア
(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を練
ることができる。(高１段階Ａア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１段階)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表そうとしている。
(思･判･表)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を
練って取り組もうとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【描く活動】
絵画作品制作
・アイディアスケッチ
・下描き
・材料の選定
・用具の選定
・彩色
スクラッチ
鑑賞ワーク

・描きたいものや好きなのもについて調べ
る。
・調べた画像や写真をもとにスケッチする。
・スケッチに色計画する。
・画材を選んで彩色する。
・完成した作品を展示し鑑賞する。
・自分の作品や他生徒の作品のよさや違いを
ワークシートにまとめる。

12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高１段階 共通(ｱ))
(思判表力)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
感じ方を広げることができる。(高１段
階Ｂア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１段階)

(知･技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして、見方や
広げようとしている。

(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【作品鑑賞】
・地域の芸術作品鑑賞
・美術関連施設の見学
・真和志高校卒業作品展見学

・沖縄にある美術館・博物館について調べ
る。
・興味のある分野の美術作品について調べ
る。
・調べた作品と実際に見た作品の違いや雰囲
気について考え文章等にまとめる。
・好きな作品を探し、情報や印象をまとめ発
表する。
・作品鑑賞の学習を振り返る。

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室２学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができる。(高１段階)
(思判表力)
造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化などに
対する見方や感じ方を広げたりすることができる。(高１段階)
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造していく態度を養うことが
できる。(高１段階）

前
期

分ー39



14

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表することができる。(高１段階Ａア
(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を練
ることができる。(高１段階Ａア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１段階)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表そうとしている。
(思･判･表)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を
練って取り組もうとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【描く活動】
「版画制作」
・版作り
・摺り
・鑑賞

・版画の特性や一版多色版画について学ぶ。
・必要な材料や用具を準備する。
・作品のテーマについて構想する。
・調べた画像や写真をもとにスケッチや色計
画する。
・スケッチを版に転写する。
・版を彫って刷る。
・完成した作品を展示し鑑賞する。
・自分の作品や他生徒の作品のよさや違いを
ワークシートにまとめる。

12

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表することができる。(高１段階Ａア
(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を練
ることができる。(高１段階Ａア(ｱ))
(学･人)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
むことができる。(高１段階)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を工夫して
表そうとしている。
(思･判･表)
対象や事象を見つめ感じ取ったことや考
えたこと、伝えたり使ったりする目的や
条件などを基に主題を生み出し、構成を
創意工夫し、心豊かに表現する構想を
練って取り組もうとしている。
(主学)
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の
喜びを味わいながら、学習活動に取り組
もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【描く活動】
・描いてみよう
【造る活動】
・工作をしよう

・季節の行事や沖縄の伝統的な玩具などを参
考に作品を作る。
・友人と協力して合同制作、卒業制作等を行
う。
・自分の作品を紹介したり、友達の作品を鑑
賞することを通し、様々な表し方に気づく。

・年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
・生徒の実態に応じて描く活動及びつくる活動の題材を決める。
・生徒の実態に応じて、年計の目標を再設定する。
・各生徒の目標は、合理的配慮を考慮した上で個別の指導計画にて設定する。

後
期

留意点
引継ぎ等

分ー40



高等部３年（Ⅱ課程）　美術科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

2

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高２段階 共通ア(ｱ))
(思判表力)
造形的な特徴などから全体のイメージを
捉えることを理解することができる。
(高２段階 共通ア(ｲ))
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組むことがで
きる。(高２段階)

(知･技）
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
造形的な特徴などから全体のイメージを
捉えることを理解しようとしている。
(主学)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組んでいる。
【評価規準】活動の様子で評価する。

【オリエンテーション】
・自己紹介
・授業の約束
・年間の予定

・一年間の授業の流れについて確認する。
・美術の分野について、絵画やデザイン、立
体、漫画、アニメーションなど様々な分野が
あることを知る。
・ワークシートにこれからの授業で取り組ん
でみたい分野を書く。

22

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を追求し、
自分らしさを発揮して表すことができ
る。(高２段階Ａア(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を深く見つめ感じ取ったこと
や考えたこと、伝えたり使ったりする目
的や条件などを基に主題を生み出し、創
造的な構成を工夫し、心豊かに表現する
構想を練ることができる。(高２段階Ａ
ア(ｱ))
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組むことがで
きる。(高２段階)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を追求し、
自分らしさを発揮して表そうとしてい
る。
(思･判･表)
対象や事象を深く見つめ感じ取ったこと
や考えたこと、伝えたり使ったりする目
的や条件などを基に主題を生み出し、創
造的な構成を工夫し、心豊かに表現する
構想を練ろうとしている。
(主学)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【描く活動】 ・身近な材料や用具を使い、季節や行事に親
しみ、かいたり、形をつくったりして表現す
る。
・絵の具を使って線や点を描き、水の量によ
る濃淡の変化を楽しみながら、表現する。

12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高２段階 共通ア(ｱ))
(思判表力)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどし
て、見方や感じ方を深めることができ
る。(高２段階Ｂア(ｱ))
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組むことがで
きる。(高２段階)

(知･技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどし
て、見方や感じ方を深めようとしてい
る。
(主学)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【作品鑑賞】
校外学習
・地域の芸術作品鑑賞
・美術関連施設の見学

・沖縄にある美術館・博物館の展示作品を見
る。
・作品を鑑賞することを通して、形や色の面
白さを感じたり、見方や感じ方を広げる。

10

(知及技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を追求し、
自分らしさを発揮して表すことができ
る。(高２段階Ａア(ｲ))
(思判表力)
対象や事象を深く見つめ感じ取ったこと
や考えたこと、伝えたり使ったりする目
的や条件などを基に主題を生み出し、創
造的な構成を工夫し、心豊かに表現する
構想を練ることができる。(高２段階Ａ
ア(ｱ))
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組むことがで
きる。(高２段階)

(知･技)
材料や用具の特性の生かし方などを身に
付け、意図に応じて表現方法を追求し、
自分らしさを発揮して表そうとしてい
る。
(思･判･表)
対象や事象を深く見つめ感じ取ったこと
や考えたこと、伝えたり使ったりする目
的や条件などを基に主題を生み出し、創
造的な構成を工夫し、心豊かに表現する
構想を練ろうとしている。
(主学)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【造る活動】
立体制作
・紙工作
・粘土
　
　

・粘土や紙を用いて、イメージをふくらませ
ながら色々な形をつくったり、色をぬったり
する。
・色々な素材や用具をつかって表現すること
を楽しむ。
・自分の表現したいことを思い付き、身近な
材料や用具を用いて表現する。
・完成した作品を展示し鑑賞する。

後
期

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 真和志分教室３学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すことができる。(高２段階)
(思判表力)
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文
化などに対する見方や感じ方を深めたりすることができる。(高２段階)
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養うこと
ができる。(高２段階）

前
期

分ー41



12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高２段階 共通ア(ｱ))
(思判表力)
造形的な特徴などから全体のイメージを
捉えることを理解することができる。
(高２段階 共通ア(ｲ))
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組むことがで
きる。(高２段階)

(知･技）
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
造形的な特徴などから全体のイメージを
捉えることを理解しようとしている。
(主学)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組んでいる。
【評価規準】活動の様子で評価する。

【描く活動】
　色々な版画
・凸版画制作
・鑑賞

・色々な素材や用具をつかって表現すること
を楽しむ。
・自分の表現したいことを思い付き、身近な
材料や用具を用いて表現する。
・自分の作品や他生徒の作品のよさや違いを
ワークシートにまとめる。

12

(知及技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解す
ることができる。(高２段階 共通ア(ｱ))
(思判表力)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどし
て、見方や感じ方を深めることができ
る。(高２段階Ｂア(ｱ))
(学･人)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組むことがで
きる。(高２段階)

(知･技)
形や色彩、材料や光などの働きを理解し
ようとしている。
(思･判･表)
美術作品などの造形的なよさや美しさを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどし
て、見方や感じ方を深めようとしてい
る。
(主学)
主体的に美術の活動に取り組み創造活動
の喜びを味わいながら取り組んでいる。
【評価資料】活動の様子で評価する。

【作品鑑賞】
校外学習
・美術関連施設の見学
・真和志高校卒業作品展鑑賞

・自分の作品を発表したり,友だちの作品を
鑑賞することを通して、自分や友だちの作品
の良さを感じる。
・好きな作品を探し、違いや面白さを発見す
ることができる。
・写真で作品鑑賞の学習を振り返る。

留意点
引継ぎ等

・年間を通じて真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、共に学ぶ経験を重ね社会性を養う。
・生徒の実態に応じて、描く活動及び作る活動の題材を決める。
・生徒の実態に応じて、年計の目標を再設定する。
・生徒の目標は合理的配慮を考慮した上で個別の指導計画にて設定する。
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高等部１年（Ⅱ課程）　保健体育科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

24

(知及技）
基本の動きを通しながら、水泳の楽
しさや喜びを深く味わうことができ
る。
(思判表力)
水泳についての自他の課題を発見す
ることができる。
(学･人)
ルールやマナーを守り、場や用具の
安全を確保しながら、水泳に取り組
むことができる。

(知・技）
浮力を感じながら身体の力を抜い
て、伏し浮きやけ伸びの基本動作に
取り組むことができる。
(思･判･表)
基本動作における、自分の課題、仲
間の課題を発見する力を身に付ける
ことができる。
(主学)
ルールやマナーを理解して水泳に取
り組むことができる。

【水泳】 ・水慣れ、浮く、呼吸法
・泳法（クロール、平泳ぎ）
・ゲーム（水球）

70

(知及技)
基本的な動作を通して、球技の楽し
さや喜びを深く味わうことができ
る。
(思判表力)
球技についての自他の課題を発見す
ることができる。
(学･人)
ルールやマナーを守り、場や用具の
安全に気をつけて球技に取り組むこ
とができる。

(知・技)
ボールを取る、投げる、キックする
など基本動作を身に付けて運動を楽
しむことができる。
(思･判･表)
自分の課題や仲間の課題を発見する
ことができる。
(主学)
用具の準備や、場の安全に気を付け
ながら運動に取り組むことができ
る。

【球技】 ・ゴール型（サッカー、バスケットボー
ル）
・ネット型（バレーボール、バドミント
ン、卓球、テニス）
・ベースボール型（ソフトボール）
・校外学習（ボウリング、ゴルフ等）
※ 後期も同様に取り扱う

8

(知及技)
心身の発育・発達について知ること
ができる。
(思判表力)
心身の発育・発達について考え、ま
とめることができる。
(学･人)
心身の発育・発達について十分理解
することができる。

(知・技)
心身の発育・発達について意欲的に
学習することができる。
(思･判･表)
心身の発育・発達について考え、ま
とめることができる。
(主学)
心身の発育・発達と生活の仕方につ
いて十分理解することができる。

【保健】 ・現代社会と健康
・安全な社会生活
・校外学習

5

(知及技)
持久走の爽快感や達成感など味わう
ことができる。
(思判表力)
持久走についての自他の課題を発見
することができる。
(学･人)
ルールやマナーを守り、場や用具の
安全に気を付けて陸上競技に取り組
むことができる。

(知・技)
一定の時間、立ち止まることなく、
ゆっくりと走り続けることができ
る。
(思･判･表)
自分の記録を更新するため、自分の
動きを振り返ろうとしたり、仲間の
動きを観察したりすることができ
る。
(主学)
長距離走の練習の行い方を理解し、
安全に気を付けて運動に取り組むこ
とができる。

【陸上競技】 ・長距離走（男子3000m、女子2000m）
・特体連体育大会に向けて（短距離走
等）

5

(知及技)
器械運動の楽しさや喜びを味わいな
がら、特性に応じた技能の理解を深
めるとともに、目的に応じた技能を
身に付け、演技をすることができ
る。
(思判表力)
器械体操についての自他の課題を仲
間と思考し、判断したことを目的に
応じて伝えることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力した
り、安全を確保したりしながら自主
的に器械体操に取り組むことができ
る。

(知・技)
各器械による運動の違いを理解し、
楽しみながら基本的な技能を身に付
け、演技することができる。
(思･判･表)
自分の得意な種目、苦手な種目を理
解して、仲間と話し合いながらお互
いの動きについて話し合い高め合お
うことができる。
(主学)
各器械種目の動きを理解して、仲間
の協力を得ながら安全に取り組むこ
とができる。

【器械運動】 ・マット運動（回転系：接点技群、ほん
転技群、巧技系：平均立ち技群）

前
期

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

４／140 真和志分教室１学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達に必要な健康・安全について意識することが
できるようにする。（高２段階）
(思判表力)
各種の運動や健康・安全についての課題を発見し、解決することができるようにする。（高２段階）
(学･人)
各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意
し取り組む態度を養う。（高２段階）

後
期
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10

(知及技)
ダンスの楽しさや喜びを味わいなが
ら、行い方の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能を身に付け、
表現を通した交流や発表ができる。
(思判表力)
ダンスについての自他の課題を仲間
と思考し、判断したことを目的に応
じて伝えることができる。
(学･人)
ダンスを通して、一人一人の表現や
役割を知り、見通しをもって自主的
にダンスをすることができる。

(知・技)
曲によるリズムの違いが分かり、基
本的な身体の動かし方や簡単な振り
を覚え、ダンスを表現することがで
きる。
(思･判･表)
自分の得意なリズムや振りを考えた
り、選択したりしながら、仲間と一
緒に基本的なダンスの振りを表現す
ることができる。
(主学)
自分の得意なリズムや振りを考えた
り、選択したりしながら、仲間と一
緒に運動に親しむことができる。

【ダンス】 ・創作ダンス
・伝統的な踊り（エイサー等）

8

(知及技)
心身の発育・発達について知ること
ができる。
(思判表力)
心身の発育・発達について考え、ま
とめることができる。
(学･人)
心身の発育・発達について十分理解
することができる。

(知・技)
心身の発育・発達について意欲的に
学習することができる。
(思･判･表)
心身の発育・発達について考え、ま
とめることができる。
(主学)
心身の発育・発達と生活の仕方につ
いて十分理解することができる。

【保健】 ・心身の発達と心の健康
・校外学習（ビーチクリーン、クリーン
センター等）

10

(知及技)
運動やスポーツの多様性に関する基
礎的な知識を身に付けることができ
る。
(思判表力)
運動やスポーツの多様性について課
題を発見し解決のために仲間と思考
し判断した事を目的に応じ伝えるこ
とができる。
(学･人)
運動やスポーツの多様性について自
主的に学習に取り組むことができ
る。

(知・技)
運動やスポーツの多様性について十
分理解できる。
(思･判･表)
運動やスポーツの多様性について考
えをまとめることができる。
(主学)
運動やスポーツの多様性について進
んで学習することができる。

【体育理論】 ・運動やスポーツの多様性
・運動やスポーツの安全な行い方

年
間
を
通
し
て

(知及技）
体を動かす楽しさや心地よさを味わ
いながら運動に取り組むことができ
る。
(思判表力)
自己の身体の動きだけでなく、仲間
の動きも注視し課題を発見すること
ができる。
(学･人)
場や用具の安全に気をつけて運動に
取り組むことができる。

(知・技）
集合・整列、方向転換など教師の指
示通りに身体を動かそうとしてい
る。ストレッチやラジオ体操などリ
ズムに合わせて運動に取り組むこと
ができる。
(思･判･表)
自分のできる動きと、周りの仲間の
動きを見て、違いを確認しながら運
動に取り組むことができる。
(主学)
身の回りの安全を確認しながら運動
に取り組むことができる。

【体つくり運動】 ・体ほぐしの運動（準備体操、整理体
操）
・体の動きを高める運動（真和志Fit.：
腕立て伏せ、腹筋、バーピージャンプ、
ボックスジャンプ）
・集団行動（集合･整列、方向転換等）
・新体力テスト（握力、上体起こし、長
座体前屈、反復横とび、持久走または
20mシャトルラン、50m走、立ち幅とび、
ハンドボール投げ)※４･５月に行う

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部２年（Ⅱ課程）　保健体育科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技)
水泳の楽しさや喜びを味わいながら、基
本的な技能の理解を深めることができ
る。
(思判表力)
水泳についての自他の課題を解決するた
めに、他者と話し合うことができる。
(学･人)
ルールやマナーを守り、仲間と協力して
安全を確保しながら、水泳に取り組むこ
とができる。

(知・技)
水泳の基本動作を理解し、水の中で身体
や呼吸をコントロールしながら運動に取
り組むことができる。
(思･判･表)
自他の課題を比較し、解決に向けてどの
ようすればよいかを話し合うことができ
る。
(主学)
ルールやマナーを理解し、自他の安全に
気をつけながら水泳に取り組むことがで
きる。

【水泳】 ・水慣れ、浮く、呼吸法
・泳法（クロール、平泳ぎ）
・ゲーム（水球）

30

(知及技)
球技の楽しさや喜びを深く味わいなが
ら、特性に応じた技能の理解を深めるこ
とができる。
(思判表力)
球技についての自他の課題を解決するた
めに、他者と話し合うことができる。
(学･人)
ルールやマナーを守り、仲間と協力し
て、安全を確保しながら球技に取り組む
ことができる。

(知・技)
各種目の基本動作を身に付け、よりよく
動くための技能を高めながら、楽しんで
運動に取り組むことができる。
(思･判･表)
チームが勝つために、自他の課題を発見
し、改善するために話し合うことができ
る。
(主学)
安全に運動に取り組み、ルールやマナー
を仲間にも伝え協力も得ながら運動に取
り組むことができる。

【球技】 ・ゴール型（サッカー、バスケットボール）
・ネット型（バレーボール、バドミントン、
卓球、テニス）
・ベースボール型（ソフトボール）
・校外学習（ボウリング、ゴルフ等）
※ 後期も同様に取り扱う

4

(知及技)
健康と環境、傷害の防止について知るこ
とができる。
(思判表力)
健康と環境、傷害の防止についてまとめ
ることができる。
(学･人)
健康と環境、傷害の防止について十分理
解することができる。

(知・技)
健康と環境、傷害の防止について意欲的
に学習することができる。
(思･判･表)
健康と環境、傷害の防止について考え、
まとめることができる。
(主学)
健康と環境、傷害の防止するために、気
を付けなければいけないことを十分理解
することができる。

【保健】 ・健康と環境
・傷害の防止
・校外学習

5

(知及技)
持久走の爽快感や達成感を味わいなが
ら、基本的な技能の理解を深めることが
できる。
(思判表力)
陸上競技についての自他の課題を解決す
るために、他者と話し合うことができ
る。
(学･人)
ルールやマナーを守り、仲間と協力し
て、安全を確保しながら陸上競技に取り
組むことができる。

(知・技)
走り続けるためには、自己のペースを守
ることが大切であると理解して運動に取
り組むことができる。
(思･判･表)
自分の記録と仲間の記録を比較し、動き
の違いを話し合いながら記録更新を目指
すことができる。
(主学)
用具や場の準備、片付けを安全に気を付
けながら仲間と協力して取り組むことが
できる。

【陸上競技】 ・長距離走（男子3000m、女子2000m）
・特体連体育大会に向けて（短距離走等）

5

(知及技)
器械運動の楽しさや喜びを味わいなが
ら、特性に応じた技能の理解を深めると
ともに、目的に応じた技能を身に付け、
演技をすることができる。
(思判表力)
器械体操についての自他の課題を仲間と
思考し、判断したことを目的に応じて伝
えることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力したり、
安全を確保したりしながら自主的に器械
体操に取り組むことができる。

(知・技)
各器械による運動の違いを理解し、楽し
みながら基本的な技能を身に付け、演技
することができる。
(思･判･表)
自分の得意な種目、苦手な種目を理解し
て、仲間と話し合いながらお互いの動き
について話し合い高め合おうことができ
る。
(主学)
各器械種目の動きを理解して、仲間の協
力を得ながら安全に取り組むことができ
る。

【器械運動】 ・マット運動（回転系：接点技群、ほん転技
群、巧技系：平均立ち技群）

後
期

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

２／70 真和志分教室２学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)
各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要な健康・安全
について理解を深めることができるようにする。(高２段階）
(思判表力)
各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考したり判断することができるよ
うにする。（高２段階）
(学･人)
各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力し、生涯にわたって
運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に取り組む態度を養う。（高２段階）

前
期

分ー45



10

(知及技)
ダンスの楽しさや喜びを味わいながら、
行い方の理解を深めるとともに、目的に
応じた技能を身に付け、表現を通した交
流や発表ができる。
(思判表力)
ダンスについての自他の課題を仲間と思
考し、判断したことを目的に応じて伝え
ることができる。
(学･人)
ダンスを通して、一人一人の表現や役割
を知り、見通しをもって自主的にダンス
をすることができる。

(知・技)
曲によるリズムの違いが分かり、基本的
な身体の動かし方や簡単な振りを覚え、
ダンスの表現することができる。
(思･判･表)
自分の得意なリズムや振りを考えたり、
選択したりしながら、仲間と一緒に基本
的なダンスの振りを表現することができ
る。
(主学)
ダンスの全体的な表現を理解して、自分
の役割の時に積極的に表現することがで
きる。

【ダンス】 ・創作ダンス
・伝統的な踊り（エイサー等）

4

(知及技)
健康と環境、傷害の防止について知るこ
とができる。
(思判表力)
健康と環境、傷害の防止についてまとめ
ることができる。
(学･人)
健康と環境、傷害の防止について十分理
解することができる。

(知・技)
健康と環境、傷害の防止について意欲的
に学習することができる。
(思･判･表)
健康と環境、傷害の防止について考え、
まとめることができる。
(主学)
健康と環境、傷害の防止するために、気
を付けなければいけないことを十分理解
することができる。

【保健】 ・生涯を通じる健康
・健康を支える環境づくり
・校外学習（ビーチクリーン、クリーンセン
ター等）

2

(知及技)
運動やスポーツの効果と学び方、安全な
行い方に関する基礎的な知識を身に付け
ることができる。
(思判表力)
運動やスポーツの効果と学び方、安全な
行い方に関する課題を発見し、解決のた
めに仲間と思考し判断したことを目的に
応じ伝えることができる。
(学･人)
運動やスポーツの効果と学び方、安全な
行い方に関する様々な学習に自主的に取
り組むことができる。

(知・技)
運動やスポーツの効果と学び方、安全に
ついて十分理解できる。
(思･判･表)
運動やスポーツの効果と学び方、安全に
ついての考え方をまとめることができ
る。
(主学)
運動やスポーツの効果と学び方、安全に
ついて進んで学習することができる。

【体育理論】 ・運動やスポーツの多様性
・運動やスポーツの安全な行い方

年
間
を
通
し
て

(知及技)
身体を動かすことの楽しさや心地よさを
味わいながら、行い方や方法の理解を深
めることができる。
(思判表力)
自他の課題を解決するために、他者と話
し合うことができる。
(学・人)
仲間と協力して、場や用具の安全を確保
しながら運動に取り組むことができる。

(知･技)
ボディイメージが確立され、自己の身体
をコントロールしながら各種運動に取り
組むことができる。
(思･判･表)
自分と仲間の動きの違いを確認し、お互
いに話し合いながら運動に取り組むこと
ができる。
(主学)
身の回りだけでなく、仲間や環境の安全
を確認しながら運動に取り組むことがで
きる。

【体つくり運動】 ・体ほぐしの運動（準備体操、整理体操）
・体の動きを高める運動（真和志Fit.：腕立
て伏せ、腹筋、バーピージャンプ、ボックス
ジャンプ）
・集団行動（集合･整列、方向転換等）
・新体力テスト（握力、上体起こし、長座体
前屈、反復横とび、持久走または20mシャトル
ラン、50m走、立ち幅とび、ハンドボール投
げ)※４･５月に行う

後
期

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部３年（Ⅱ課程）　保健体育科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技)
水泳の楽しさや喜びを味わいなが
ら、泳法の技能の理解を深め、目的
に応じた泳法を身につけることがで
きる。
(思判表力)
水泳についての自他の課題を仲間と
思考し、判断したことを目的に応じ
て伝えることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力した
り、安全を確保したりしながら自主
的に水泳に取り組むことができる。

(知・技)
呼吸をコントロールしながら、ク
ロールや平泳ぎで水の中を進むこと
ができる。
(思･判･表)
自分の得意泳法を仲間に教え、また
苦手な泳法は仲間から教えてもらう
などお互いに高め合うむことができ
る。
(主学)
安全を確保するため、仲間の協力を
得ながら積極的に自分の役割を果た
すことができる。

【水泳】 ・水慣れ、浮く、呼吸法
・泳法（クロール、平泳ぎ）
・ゲーム（水球）

25

(知及技)
球技の楽しさや喜びを深く味わいな
がら、特性に応じた技能の理解を深
めるとともに、目的に応じた技能を
身に付け、ゲームを行うことができ
る。
(思判表力)
球技についての自他の課題を仲間と
思考し、判断したことを目的に応じ
て伝えることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力した
り、安全を確保したりしながら自主
的に球技に取り組むことができる。

(知・技)
各種目の技能を目的に応じて使い分
けながら運動に取り組むことができ
る。
(思･判･表)
チームが勝つために、自他の課題を
お互いに話し合い、改善に向けて取
り組むことができる。
(主学)
安全を確保するため、仲間の協力を
得ながら積極的に自分の役割を果た
すことができる。

【球技】 ・ゴール型（サッカー、バスケットボー
ル）
・ネット型（バレーボール、バドミント
ン、卓球、テニス）
・ベースボール型（ソフトボール）
・校外学習（ボウリング、ゴルフ等）
※ 後期も同様に取り扱う

5

(知及技)
健康な生活と病気の予防について知
ることができる。
(思判表力)
健康な生活と病気の予防についてま
とめることができる。
(学･人)
健康な生活と病気の予防について十
分理解することができる。

(知・技)
健康な生活と病気の予防について意
欲的に学習することができる。
(思･判･表)
健康な生活と病気の予防について考
え、まとめることができる。
(主学)
健康な生活や病気を予防するため
に、気を付けなければいけないこと
を十分理解することができる。

【保健】 ・心身の機能の発達と心の健康
・校外学習

5

(知及技)
持久走の爽快感や達成感を味わいな
がら、基本的な技能の理解を深め、
目的に応じた技能を身に付けること
ができる。
(思判表力)
陸上競技についての自他の課題を仲
間と思考し、判断したことを目的に
応じて伝えることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力した
り、安全を確保したりしながら自主
的に陸上競技に取り組むことができ
る。

(知・技)
記録更新や競走に勝つために、体の
使い方や呼吸の仕方を工夫して走る
ことができている。
(思･判･表)
自他の記録を比較し、動きの違いが
記録に影響していることを理解し
て、記録更新に向けお互い高め合う
ことができている。
(主学)
用具や場の準備を自分の役割、仲間
の協力をお互いに話し合いながら安
全に気を付けて取り組むことができ
る。

【陸上競技】 ・長距離走（男子3000m、女子2000m）
・特体連体育大会に向けて（短距離走
等）

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

２／70 真和志分教室３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)
各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会生活に必要な健康・安全
に関する事柄などの理解を深めるとともに、目的に応じた技能を身に付けるようにする。（高２段階）
(思判表力)
各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判断したことを、目的や状況
に応じて他者に伝える力を養う。（高２段階）
(学･人)
各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力したり、場や用具の
安全を確保したりし、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に自主的に取り
組む態度を養う。（高２段階）

前
期
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5

(知及技)
器械運動の楽しさや喜びを味わいな
がら、特性に応じた技能の理解を深
めるとともに、目的に応じた技能を
身に付け、演技をすることができ
る。
(思判表力)
器械体操についての自他の課題を仲
間と思考し、判断したことを目的に
応じて伝えることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力した
り、安全を確保したりしながら自主
的に器械体操に取り組むことができ
る。

(知・技)
各器械による運動の違いを理解し、
楽しみながら基本的な技能を身に付
け、演技することができる。
(思･判･表)
自分の得意な種目、苦手な種目を理
解して、仲間と話し合いながらお互
いの動きについて話し合い高め合お
うことができる。
(主学)
各器械種目の動きを理解して、仲間
の協力を得ながら安全に取り組むこ
とができる。

【器械運動】 ・マット運動（回転系：接点技群、ほん
転技群、巧技系：平均立ち技群）

10

(知及技)
ダンスの楽しさや喜びを味わいなが
ら、行い方の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能を身に付け、
表現を通した交流や発表ができる。
(思判表力)
ダンスについての自他の課題を仲間
と思考し、判断したことを目的に応
じて伝えることができる。
(学･人)
ダンスを通して、一人一人の表現や
役割を知り、見通しをもって自主的
にダンスをすることができる。

(知・技)
曲によるリズムの違いが分かり、基
本的な身体の動かし方や簡単な振り
を覚え、ダンスを表現することがで
きる。
(思･判･表)
自分の得意なリズムや振りを考えた
り、選択したりしながら、仲間と一
緒に基本的なダンスの振りを表現す
ることができる。
(主学)
ダンスの全体的な表現を理解して、
自分の役割の時に積極的に表現する
ことができる。

【ダンス】 ・創作ダンス
・伝統的な踊り（エイサー等）

5

(知及技)
健康な生活と病気の予防について知
ることができる。
(思判表力)
健康な生活と病気の予防についてま
とめることができる。
(学･人)
健康な生活と病気の予防について十
分理解することができる。

(知・技)
健康な生活と病気の予防について意
欲的に学習することができる。
(思･判･表)
健康な生活と病気の予防について考
え、まとめることができる。
(主学)
健康な生活や病気を予防するため
に、気を付けなければいけないこと
を十分理解することができる。

【保健】 ・心身の機能の発達と心の健康
・校外学習（ビーチクリーン、クリーン
センター等）

5

(知及技)
文化としてのスポーツの意義に関す
る基礎的な知識を身に付けることが
できる。
(思判表力)
文化としてのスポーツの意義に関す
る課題を発見し、解決のために仲間
と思考し判断したことを目的に応じ
伝えることができる。
(学･人)
文化としてのスポーツの意義に関す
る様々な学習に自主的取り組むこと
ができる。

(知・技)
文化としてのスポーツの意義につい
て十分理解できる。
(思･判･表)
文化としてのスポーツの意義につい
ての考え方をまとめることができ
る。
(主学)
文化としてのスポーツの意義につい
て進んで学習することができる。

【体育理論】 ・運動やスポーツの多様性
・運動やスポーツの安全な行い方

年
間
を
通
し
て

(知及技)
仲間と自主的に関わり、運動を持続
する能力を高めながら、様々な運動
を組み合わせることができる。
(思判表力)
自他の課題を発見し、よりよい解決
のために仲間と思考し判断したこと
を、目的や状況に応じて他者に伝え
ることができる。
(学･人)
自己の役割を果たし仲間と協力した
り、場や用具の安全を確保しながら
自主的に運動に取り組むことができ
る。

(知・技)
各種運動から、継続できる運動を自
分や仲間と一緒に選択し、組み合わ
せながら運動に取り組むことができ
る。
(思･判･表)
自分と仲間の動きの違いを確認し、
よりよく動く方法を教師やその他の
仲間に伝えながら、運動に取り組む
ことができる。
(主学)
安全を確保するため、仲間の協力を
得ながら積極的に自分の役割を果た
すことができる。

【体つくり運動】 ・体ほぐしの運動（準備体操、整理体
操）
・体の動きを高める運動（真和志Fit.：
腕立て伏せ、腹筋、バーピージャンプ、
ボックスジャンプ）
・集団行動（集合･整列、方向転換等）
・新体力テスト（握力、上体起こし、長
座体前屈、反復横とび、持久走または
20mシャトルラン、50m走、立ち幅とび、
ハンドボール投げ)※４･５月に行う

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

後
期
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　高等部１年（Ⅱ課程）　職業科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『ひとりだちするための進路学習』
（日本教育出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

8

(知及技）
職業生活に必要とされる実践的な知識及び技
能を身に付けることができる。また職業生活
を支える社会の仕組み等の利用方法を理解す
ることができる。(高１Ａイ(ｱ)㋐㋑)
(思判表力)
作業や実習の役割を踏まえて、自分の成長や
課題について考え、表現することができる。
また職業生活に必要な健康管理や余暇の過ご
し方について考えることができる。(高１Ａイ
(ｲ)㋐㋓)
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高１)

(知･技）
職業生活に必要とされる実践的な知識及び
技能を身に付けようとしている。また職業
生活を支える社会の仕組み等の利用方法を
理解しようとしている。
(思･判･表)
作業や実習の役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現しようとしてい
る。また職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方について考えようとしている。

(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業座学】
・オリエンテーション
・自分について
・働く上で必要な力について
・マナーについて

・職業のオリエンテーションを通して、授業
で学ぶ内容を知る。
・自分の長所､短所､得手､不得手などについ
て考える。
・いろいろな仕事があることについて知る。
・将来の職業生活について知る。
・職業につく上で必要な力について知る。
（あいさつ、返事､言葉遣い､姿勢､態度､身だ
しなみ、体力等）
・マナーの必要性について知る。（ちゅらマ
ナー）
・職業生活に必要なビジネスマナーから自分
の課題を見いだすとともに、学校生活での目
標を考える。
・学習を振り返り、今後の目標を立てること
ができる。

52

(知及技）
勤労の意義を理解することができる。材料や
育成する生物等の特性や扱い方及び生産や生
育活動等に関わる技術について理解するとと
もに、使用する道具や機械等の特性や扱い方
を理解し、作業課題に応じて正しく扱うこと
ができる。また、作業の確実性や持続性、巧
緻性等を高め、状況に応じて作業することが
できる。(高１Ａア(ｱ)イ(ｱ)㋒㋓㋔)
(思判表力)
意欲や見通しをもって取り組み、その成果や
自分と他者との役割及び他者との協力につい
て考え、表現することができる。また、作業
や実習における役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現することができ
る。(高１Ａア(ｲ)イ(ｲ)㋐)
(学･人)
作業や実習等に達成感を得て、計画性をもっ
て主体的に取り組むことができる。(高１)

(知･技）
勤労の意義を理解しようとしている。材料
や育成する生物等の特性や扱い方及び生産
や生育活動等に関わる技術について理解す
るとともに、使用する道具や機械等の特性
や扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。また作業の確実性や
持続性、巧緻性等を高め、状況に応じて作
業しようとしている。
(思･判･表)
意欲や見通しをもって取り組み、その成果
や自分と他者との役割及び他者との協力に
ついて考え、表現しようとしている。ま
た、作業や実習における役割を踏まえて、
自分の成長や課題について考え、表現しよ
うとしている。
(主学)
作業や実習等に達成感を得て、計画性を
もって主体的に取り組もうとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業作業】
・農園芸
・清掃・環境整備
・リサイクル活動
・ものづくり
・事務補助作業

【農園芸】
・季節の野菜と草花の栽培管理
・農園作業で使用する道具の扱い方
・環境整備活動
・販売学習や接客の基本
【清掃・環境活動】
・清掃で用いる道具の安全な扱い方
・洗車、校内清掃(床、階段、窓、トイレ等)
・道具の整理整頓、管理
【リサイクル活動】
・再生利用が可能な素材の回収・分別
・回収・分別したものをリサイクル業者へ運
搬
・SDGｓについての学習
【ものづくり】
・製作で使う道具の扱い方
・製作の方法と手順
・道具の整理整頓、管理
【事務補助作業】
・簡易な事務補助作業の流れ
・安全な道具用具の使用の仕方
・報告連絡相談などのコミュニケーション

8

(知及技）
職業など卒業後の進路に必要となることにつ
いて理解することができる。(高１Ｃア)
(思判表力)
産業現場等における実習での自己の成長につ
いて考えたことを表現することができる。(高
１Ｃイ)
(学･人)
産業現場等における実習を通して、よりよい
将来の職業生活の実現や地域社会への参画に
向けて、生活を工夫しようとする実践的な態
度を養うことができる。(高１)

(知･技）
職業など卒業後の進路に必要となることに
ついて理解しようとしている。
(思･判･表)
産業現場等における実習での自己の成長に
ついて考えたことを表現しようとしてい
る。

(主学)
産業現場等における実習を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会への参
画に向けて、生活を工夫しようとする実践
的な態度を身に付けようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【前期就業体験実習】
・事前学習
・事後学習

｢前期就業体験実習事前事後学習｣
・前期就業体験実習に向けて知る。
・ちゅらマナーについて学ぶ。
・実習日誌の確認・記入について学習する。
　(日誌の書き方や仕事内容について)
・実習を振り返り、頑張ったことや難しかっ
たこと等を記入する。
・報告会に向けて発表準備と発表練習をす
る。
・地域清掃体験先へお礼状を書く。
・実習を振り返り自己の職業生活について考
える。
・将来の進路先について考える。
＊キャリアパスポートを意識した取り組みと
する
＊1年生は前期後期ともに校内実習

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

4/140 真和志分教室１学年　

前
期

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付けている。(高等部１段階)
(思判表力)
将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価し、表現する力を身に付けている。(高等部
１段階)
(学･人)
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への参画に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を身に付けている。(高等部１段階)
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2

(知及技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて知
るとともに、表現、記録、計算、通信等に係
るコンピュータ等の情報機器について、その
特性や機能を知り、操作の仕方が分かり、扱
うことができる。(高１Ｂア)
(思判表力)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏まえ、
コンピュータ等の情報機器を扱い、収集した
情報をまとめ、考えたことを発表することが
できる。(高１Ｂイ)
(学･人)
職業生活で使われるコンピュータ等の情報機
器を扱うことに関わる学習を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会への参画
に向けて、生活を工夫しようとする実践的な
態度を養う。(高１)

(知･技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて
知るとともに、表現、記録、計算、通信等
に係るコンピュータ等の情報機器につい
て、その特性や機能を知り、操作の仕方が
分かり、扱おうとしている。
(思･判･表)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏ま
え、コンピュータ等の情報機器を扱い、収
集した情報をまとめ、考えたことを発表し
ようとしている。
(主学)
職業生活で使われるコンピューター等の情
報機器を扱うことに関わる学習を通して、
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会
への参画に向けて、生活を工夫しようとす
る実践的な態度を身に付けようとしてい
る。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【情報機器の活用】
＊情報機器の基礎操作に関し
ては教科「情報」にて取り扱
う。職業においては職業作業
での活用とする。

各種ソフトウェアの機能紹介
・文書作成ソフトウェア、表計算ソフトウェ
ア、プレゼンテーションソフトウェア、画像
処理ソフトウェア、動画編集ソフトウェア
・販売ポスターの制作
・前期実習の決意表明スライド、実習振り返
りスライド作成
・職業作業写真撮影と写真加工
・電話の使い方を学ぼう①
・要件の受け方を知る

8

(知及技）
職業生活に必要とされる実践的な知識及び技
能を身に付けることができる。また職業生活
を支える社会の仕組み等の利用方法を理解す
ることができる。(高１Ａイ(ｱ)㋐㋑)
(思判表力)
作業や実習の役割を踏まえて、自分の成長や
課題について考え、表現することができる。
また職業生活に必要な健康管理や余暇の過ご
し方について考えることができる。(高１Ａイ
(ｲ)㋐㋓)
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高１)

(知･技）
職業生活に必要とされる実践的な知識及び
技能を身に付けようとしている。また職業
生活を支える社会の仕組み等の利用方法を
理解しようとしている。
(思･判･表)
作業や実習の役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現しようとしてい
る。また職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方について考えようとしている。

(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業座学】
・後期の目標
・色々な職業・進路先につい
て
・余暇の過ごし方について
・校外学習

・前期を振り返り後期の目標を立てる。
・いろいろな仕事、進路先について考える
・興味を持った進路先について考え、iPad等
の情報機器を活用して調べ学習を行う。
・地域にどのような仕事、余暇活動の場があ
るか見たり体験したりする。
・調べたことや体験したことをまとめ、職業
生活に必要な力、余暇の過ごし方について考
える。
・職業1年間のまとめと振り返りをする。
＊キャリアパスポートを意識した取り組みと
する

52

(知及技）
勤労の意義を理解することができる。材料や
育成する生物等の特性や扱い方及び生産や生
育活動等に関わる技術について理解するとと
もに、使用する道具や機械等の特性や扱い方
を理解し、作業課題に応じて正しく扱うこと
ができる。また、作業の確実性や持続性、巧
緻性等を高め、状況に応じて作業することが
できる。(高１Ａア(ｱ)イ(ｱ)㋒㋓㋔)
(思判表力)
意欲や見通しをもって取り組み、その成果や
自分と他者との役割及び他者との協力につい
て考え、表現することができる。また、作業
や実習における役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現することができ
る。(高１Ａア(ｲ)イ(ｲ)㋐)
(学･人)
作業や実習等に達成感を得て、計画性をもっ
て主体的に取り組むことができる。(高１)

(知･技）
勤労の意義を理解しようとしている。材料
や育成する生物等の特性や扱い方及び生産
や生育活動等に関わる技術について理解す
るとともに、使用する道具や機械等の特性
や扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。また作業の確実性や
持続性、巧緻性等を高め、状況に応じて作
業しようとしている。
(思･判･表)
意欲や見通しをもって取り組み、その成果
や自分と他者との役割及び他者との協力に
ついて考え、表現しようとしている。ま
た、作業や実習における役割を踏まえて、
自分の成長や課題について考え、表現しよ
うとしている。
(主学)
作業や実習等に達成感を得て、計画性を
もって主体的に取り組もうとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業作業】
・農園芸
・清掃・環境整備
・リサイクル活動
・ものづくり
・事務補助作業

【農園芸】
・季節の野菜と草花の栽培管理
・農園作業で使用する道具の扱い方
・環境整備活動
・販売学習や接客の基本
【清掃・環境活動】
・清掃で用いる道具の安全な扱い方
・洗車、校内清掃(床、階段、窓、トイレ等)
・道具の整理整頓、管理
【リサイクル活動】
・再生利用が可能な素材の回収・分別
・回収・分別したものをリサイクル業者へ運
搬
・SDGｓについての学習
【ものづくり】
・製作で使う道具の扱い方
・製作の方法と手順
・道具の整理整頓、管理
【事務補助作業】
・簡易な事務補助作業の流れ
・安全な道具用具の使用の仕方
・報告連絡相談などのコミュニケーション

8

(知及技）
職業など卒業後の進路に必要となることにつ
いて理解することができる。(高１Ｃア)
(思判表力)
産業現場等における実習での自己の成長につ
いて考えたことを表現することができる。(高
１Ｃイ)
(学･人)
産業現場等における実習を通して、よりよい
将来の職業生活の実現や地域社会への参画に
向けて、生活を工夫しようとする実践的な態
度を養うことができる。(高１)

(知･技）
職業など卒業後の進路に必要となることに
ついて理解しようとしている。
(思･判･表)
産業現場等における実習での自己の成長に
ついて考えたことを表現しようとしてい
る。
(主学)
産業現場等における実習を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会への参
画に向けて、生活を工夫しようとする実践
的な態度を身に付けようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【後期就業体験実習】
・事前学習
・事後学習

｢後期就業体験実習事前事後学習｣
・後期就業体験実習について学ぶ。
・ちゅらマナーについて学ぶ。
・実習日誌の確認・記入について学習する。
　(日誌の書き方や仕事内容について)
・実習を振り返り、頑張ったことや難しかっ
たこと等を記入する。
・報告会に向けて発表準備や発表練習をす
る。
・地域清掃体験先へお礼状を書く。
・実習を振り返り自己の職業生活について考
える。
・将来の進路先について考える。
＊キャリアパスポートを意識した取り組みと
する
＊1年生は前期後期ともに校内実習

2

(知及技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて知
るとともに、表現、記録、計算、通信等に係
るコンピュータ等の情報機器について、その
特性や機能を知り、操作の仕方が分かり、扱
うことができる。(高１Ｂア)
(思判表力)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏まえ、
コンピュータ等の情報機器を扱い、収集した
情報をまとめ、考えたことを発表することが
できる。(高１Ｂイ)
(学･人)
職業生活で使われるコンピュータ等の情報機
器を扱うことに関わる学習を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会への参画
に向けて、生活を工夫しようとする実践的な
態度を養う。(高１)

(知･技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて
知るとともに、表現、記録、計算、通信等
に係るコンピュータ等の情報機器につい
て、その特性や機能を知り、操作の仕方が
分かり、扱おうとしている。
(思･判･表)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏ま
え、コンピュータ等の情報機器を扱い、収
集した情報をまとめ、考えたことを発表し
ようとしている。
(主学)
職業生活で使われるコンピューター等の情
報機器を扱うことに関わる学習を通して、
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会
への参画に向けて、生活を工夫しようとす
る実践的な態度を身に付けようとしてい
る。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【情報機器の活用】
＊情報機器の基礎操作に関し
ては教科「情報」にて取り扱
う。職業においては職業作業
での活用とする。

各種ソフトウェアの機能紹介
・文書作成ソフトウェア、表計算ソフトウェ
ア、プレゼンテーションソフトウェア、画像
処理ソフトウェア、動画編集ソフトウェア
・販売ポスターの制作
・前期実習の決意表明スライド、実習振り返
りスライド作成
・職業作業写真撮影と写真加工
・電話の使い方を学ぼう①
・要件の受け方を知る

留意点
引継ぎ等

後
期
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　高等部２年（Ⅱ課程）　職業科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『ひとりだちするための進路学習』
（日本教育出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

17

(知及技）
職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けることができ
る。また職業生活を支える社会の仕
組み等の利用方法を理解することが
できる。(高１Ａイ(ｱ)㋐㋑)
(思判表力)
作業や実習の役割を踏まえて、自分
の成長や課題について考え、表現す
ることができる。また職業生活に必
要な健康管理や余暇の過ごし方につ
いて考えることができる。(高１Ａイ
(ｲ)㋐㋓)
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との
協働により考えを深めたり、体験し
たりする学習活動を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会
への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことが
できる。(高１)

(知･技）
職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けようとしてい
る。また職業生活を支える社会の仕
組み等の利用方法を理解しようとし
ている。
(思･判･表)
作業や実習の役割を踏まえて、自分
の成長や課題について考え、表現し
ようとしている。また職業生活に必
要な健康管理や余暇の過ごし方につ
いて考えようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との
協働により考えを深めたり、体験し
たりする学習活動を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会
への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を身に付けよ
うとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【職業座学】
・オリエンテーション
・自分のこと
・働くこと
・働くために
・進路を考える

・職業のオリエンテーションを通して、
授業で学ぶ内容を知る。
・自分の長所､短所､得手､不得手などに
ついて考える。
・自分の家族について知る。
・いろいろな仕事があることについて知
る。
・将来の職業生活について知る。
・働くことについて考える。
・マナーの必要性について知る。（ちゅ
らマナー）
・職業生活に必要なビジネスマナーから
自分の課題を見いだすとともに、学校生
活での目標を考える。
・今後の目標を立てる。

60

(知及技）
勤労の意義を理解することができ
る。材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わ
る技術について理解するとともに、
使用する道具や機械等の特性や扱い
方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱うことができる。また、作業の
確実性や持続性、巧緻性等を高め、
状況に応じて作業することができ
る。(高１Ａア(ｱ)イ(ｱ)㋒㋓㋔)
(思判表力)
意欲や見通しをもって取り組み、そ
の成果や自分と他者との役割及び他
者との協力について考え、表現する
ことができる。また、作業や実習に
おける役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現すること
ができる。(高１Ａア(ｲ)イ(ｲ)㋐)
(学･人)
作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことが
できる。(高１)

(知･技）
勤労の意義を理解しようとしてい
る。材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わ
る技術について理解するとともに、
使用する道具や機械等の特性や扱い
方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。また作業の確
実性や持続性、巧緻性等を高め、状
況に応じて作業しようとしている。
(思･判･表)
意欲や見通しをもって取り組み、そ
の成果や自分と他者との役割及び他
者との協力について考え、表現しよ
うとしている。また、作業や実習に
おける役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現しようと
している。
(主学)
作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組もうとし
ている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【職業作業】
・農園芸
・清掃・環境整備
・リサイクル活動
・ものづくり
・事務補助作業

【農園芸】
・季節の野菜と草花の栽培管理
・農園作業で使用する道具の扱い方
・環境整備活動
・販売学習や接客の基本
【清掃・環境活動】
・清掃で用いる道具の安全な扱い方
・洗車、校内清掃(床、階段、窓、トイ
レ等)
・道具の整理整頓、管理
【リサイクル活動】
・再生利用が可能な素材の回収・分別
・回収・分別したものをリサイクル業者
へ運搬
・SDGｓについての学習
【ものづくり】
・製作で使う道具の扱い方
・製作の方法と手順
・道具の整理整頓、管理
【事務補助作業】
・簡易な事務補助作業の流れ
・安全な道具用具の使用の仕方
・報告連絡相談などのコミュニケーショ
ン

8

(知及技）
職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解することができ
る。(高１Ｃア)
(思判表力)
産業現場等における実習での自己の
成長について考えたことを表現する
ことができる。(高１Ｃイ)
(学･人)
産業現場等における実習を通して、
よりよい将来の職業生活の実現や地
域社会への参画に向けて、生活を工
夫しようとする実践的な態度を養う
ことができる。(高１)

(知･技）
職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解しようとしてい
る。
(思･判･表)
産業現場等における実習での自己の
成長について考えたことを表現しよ
うとしている。
(主学)
産業現場等における実習を通して、
よりよい将来の職業生活の実現や地
域社会への参画に向けて、生活を工
夫しようとする実践的な態度を身に
付けようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【前期就業体験実習】
・事前学習
・事後学習

｢前期就業体験実習事前事後学習｣
・前期就業体験実習について知る。
・ちゅらマナーについて学ぶ。
・実習日誌の確認・記入について学習す
る。
　(日誌の書き方や仕事内容について)
・実習を振り返り、頑張ったことや難し
かったこと等を記入する。
・報告会に向けて発表準備と発表練習を
する。
・地域清掃体験先へお礼状を書く。
・実習を振り返り自己の職業生活につい
て考える。
・将来の進路先について考える。
＊キャリアパスポートを意識した取り組
みとする
＊２年生は前期就業体験は、校内実習

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

5/175 真和志分教室２学年　

前
期

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付けている。(高等部１段階)
(思判表力)
将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価し、表現する力を身に付けている。
(高等部１段階)
(学･人)
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への参画に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を身に付けている。(高等部１
段階)

分ー51



18

(知及技）
職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けることができ
る。また職業生活を支える社会の仕
組み等の利用方法を理解することが
できる。(高１Ａイ(ｱ)㋐㋑)
(思判表力)
作業や実習の役割を踏まえて、自分
の成長や課題について考え、表現す
ることができる。また職業生活に必
要な健康管理や余暇の過ごし方につ
いて考えることができる。(高１Ａイ
(ｲ)㋐㋓)
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との
協働により考えを深めたり、体験し
たりする学習活動を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会
への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことが
できる。(高１)

(知･技）
職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けようとしてい
る。また職業生活を支える社会の仕
組み等の利用方法を理解しようとし
ている。
(思･判･表)
作業や実習の役割を踏まえて、自分
の成長や課題について考え、表現し
ようとしている。また職業生活に必
要な健康管理や余暇の過ごし方につ
いて考えようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との
協働により考えを深めたり、体験し
たりする学習活動を通して、よりよ
い将来の職業生活の実現や地域社会
への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を身に付けよ
うとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【職業座学】
・後期の目標
・働くこと
・働くために
・進路を考える
・社会人になる
・校外学習

・前期を振り返り後期の目標を立てる。
・いろいろな仕事、進路先について考え
る。
・興味を持った進路先について考え、
iPad等の情報機器を活用して調べ学習を
行う。
・地域にどのような仕事、余暇活動の場
があるか見たり体験したりする。
・調べたことや体験したことをまとめ、
職業生活に必要な力、余暇の過ごし方に
ついて考える。
・人とのつき合い方や距離感について学
ぶ。
・職業につく上で必要な力について知
る。
・生産と流通について知る。
・職業1年間のまとめと振り返りをす
る。
＊キャリアパスポートを意識した取り組
みとする。

60

(知及技）
勤労の意義を理解することができ
る。材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わ
る技術について理解するとともに、
使用する道具や機械等の特性や扱い
方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱うことができる。また、作業の
確実性や持続性、巧緻性等を高め、
状況に応じて作業することができ
る。(高１Ａア(ｱ)イ(ｱ)㋒㋓㋔)
(思判表力)
意欲や見通しをもって取り組み、そ
の成果や自分と他者との役割及び他
者との協力について考え、表現する
ことができる。また、作業や実習に
おける役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現すること
ができる。(高１Ａア(ｲ)イ(ｲ)㋐)
(学･人)
作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことが
できる。(高１)

(知･技）
勤労の意義を理解しようとしてい
る。材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わ
る技術について理解するとともに、
使用する道具や機械等の特性や扱い
方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。また作業の確
実性や持続性、巧緻性等を高め、状
況に応じて作業しようとしている。
(思･判･表)
意欲や見通しをもって取り組み、そ
の成果や自分と他者との役割及び他
者との協力について考え、表現しよ
うとしている。また、作業や実習に
おける役割を踏まえて、自分の成長
や課題について考え、表現しようと
している。
(主学)
作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組もうとし
ている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【職業作業】
・農園芸
・清掃・環境整備
・リサイクル活動
・ものづくり
・事務補助作業

【農園芸】
・季節の野菜と草花の栽培管理
・農園作業で使用する道具の扱い方
・環境整備活動
・販売学習や接客の基本
【清掃・環境活動】
・清掃で用いる道具の安全な扱い方
・校内清掃(床、階段、窓、トイレ等)
・道具の整理整頓、管理
【リサイクル活動】
・再生利用が可能な素材の回収・分別
・回収・分別したものをリサイクル業者
へ運搬
・SDGｓについての学習
【ものづくり】
・製作で使う道具の扱い方
・製作の方法と手順
・道具の整理整頓、管理
【事務補助作業】
・簡易な事務補助作業の流れ
・安全な道具用具の使用の仕方
・報告連絡相談などのコミュニケーショ
ン
　
っっっっっっっっっっっっっっっっっっ
っっっっっっ

8

(知及技）
実際的な学習活動を通して、職業や
進路に関わることについて調べて、
理解することができる。(中２Ｃア)
(思判表力)
実際的な学習活動を通して、職業や
職業生活、進路に関わることと自己
の成長などについて考えて、発表す
ることができる。(中２Ｃイ)
(学･人)
実際的な学習活動を通して、将来の
職業生活の実現に向けて、生活を工
夫し考えようとする実践的な態度を
養うことができる。(中２)

(知･技）
実際的な学習活動を通して、職業や
進路に関わることについて調べて、
理解しようとしている。
(思･判･表)
実際的な学習活動を通して、職業や
職業生活、進路に関わることと自己
の成長などについて考えて、発表し
ようとしている。
(主学)
実際的な学習活動を通して、将来の
職業生活の実現に向けて、生活を工
夫し考えようとする実践的な態度を
身に付けている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【後期就業体験実習】
・事前学習
・事後学習

｢後期就業体験実習事前事後学習｣
・後期就業体験実習について学ぶ。
・ちゅらマナーについて学ぶ。
・実習日誌の確認・記入について学習す
る。
　(日誌の書き方や仕事内容について)
・実習を振り返り、頑張ったことや難し
かったこと等を記入する。
・報告会に向けて発表準備と発表練習を
する。
・実習先へお礼状を書く。
・実習を振り返り自己の職業生活につい
て考える。
・将来の進路先について考える。
＊キャリアパスポートを意識した取り組
みとする
＊２年生は、後期就業体験は校外実習

2

(知及技）
情報セキュリティ及び情報モラルに
ついて知るとともに、表現、記録、
計算、通信等に係るコンピュータ等
の情報機器について、その特性や機
能を知り、操作の仕方が分かり、扱
うことができる。(高１Ｂア)
(思判表力)
情報セキュリティ及び情報モラルを
踏まえ、コンピュータ等の情報機器
を扱い、収集した情報をまとめ、考
えたことを発表することができる。
(高１Ｂイ)
(学･人)
職業生活で使われるコンピュータ等
の情報機器を扱うことに関わる学習
を通して、よりよい将来の職業生活
の実現や地域社会への参画に向け
て、生活を工夫しようとする実践的
な態度を養う。(高１)

(知･技）
情報セキュリティ及び情報モラルに
ついて知るとともに、表現、記録、
計算、通信等に係るコンピュータ等
の情報機器について、その特性や機
能を知り、操作の仕方が分かり、扱
おうとしている。
(思･判･表)
情報セキュリティ及び情報モラルを
踏まえ、コンピュータ等の情報機器
を扱い、収集した情報をまとめ、考
えたことを発表しようとしている。
(主学)
職業生活で使われるコンピューター
等の情報機器を扱うことに関わる学
習を通して、よりよい将来の職業生
活の実現や地域社会への参画に向け
て、生活を工夫しようとする実践的
な態度を身に付けようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発
表、振り返りシート等で評価する。

【情報機器の活用】
＊情報機器の基礎操作に関
しては教科「情報」にて取
り扱う。職業においては職
業作業での活用とする。

各種ソフトウェアの機能紹介
・文書作成ソフトウェア、表計算ソフト
ウェア、プレゼンテーションソフトウェ
ア、画像処理ソフトウェア、動画編集ソ
フトウェア
・販売ポスターの制作
・前期実習の決意表明スライド、実習振
り返りスライド作成
・職業作業写真撮影と写真加工
・電話の使い方を学ぼう①
・要件の受け方を知る

留意点
引継ぎ等

後
期

分ー52



　高等部３年（Ⅱ課程）　職業科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『ひとりだちするための進路学習』
（日本教育出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

17

(知及技）
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。ま
た職業生活を支える社会の仕組み等の利用方
法について理解することができる。(高２Ａイ
(ｱ)㋐㋑)
(思判表力)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、作業や実習において自ら適切な役
割を見いだすとともに、自分の成長や課題に
ついて考え、表現することができる。また、
職業生活に必要な健康管理や余暇の過ごし方
の工夫について考えることができる。(高２Ａ
イ(ｲ)㋐㋓)
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、職業生活に必要とされる実
践的な知識及び技能を身に付けようとして
いる。また職業生活を支える社会の仕組み
等の利用方法について理解しようとしてい
る。
(思･判･表)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、作業や実習における役割を
踏まえて、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。また、職業生
活に必要な健康管理や余暇の過ごし方の工
夫について考えようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業座学】
・オリエンテーション
・自分のこと
・働くこと
・働くために
・進路を考える

・職業のオリエンテーションを通して、授業
で学んでいく内容を理解する。
・自分の長所､短所､得手､不得手などについ
て考える。
・自分の家族について知る。
・いろいろな仕事があることについて知る。
・将来の職業生活について理解する。
・働くことについて考える。
・マナーの必要性について理解する。（ちゅ
らマナー）
・職業生活に必要なビジネスマナーから自分
の課題を見いだすとともに、学校生活での目
標を考える。
・今後の目標を立てる。

60

(知及技）
勤労の意義について理解を深めることができ
る。使用する道具や機械等の特性や扱い方の
理解を深め、作業課題に応じて効果的に扱う
ことができ、作業の確実性や持続性、巧緻性
等を高め、状況に応じて作業し、習熟するこ
とができる。また、材料や育成する生物等の
特性や扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解を深めることができる。(高
２Ａア(ｱ)イ(ｱ)㋓㋔㋒)
(思判表力)
目標をもって取り組み、その成果や自分と他
者との役割及び他者との協力について考え、
表現することができる。また、作業や実習に
おいて、自ら適切な役割を見いだすととも
に、自分の成長や課題について考え、表現す
ることができる。(高２Ａア(ｲ)イ(ｲ)㋐)
(学・人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
勤労の意義について理解を深めている。使
用する道具や機械等の特性や扱い方の理解
を深め、作業課題に応じて効果的に扱おう
とし、作業の確実性や持続性、巧緻性等を
高め、状況に応じて作業し、習熟してい
る。また、材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる技術
について理解を深めている。
(思･判･表)
目標をもって取り組み、その成果や自分と
他者との役割及び他者との協力について考
え、表現しようとしている。また、作業や
実習において、自ら適切な役割を見いだす
とともに、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業作業】
・農園芸
・清掃・環境整備
・リサイクル活動
・ものづくり
・事務補助作業
っっっっっっっっっっっっっ
っっっっっっっっっっっ

【農園芸】
・季節の野菜と草花の栽培管理
・農園作業で使用する道具の扱い方
・環境整備活動
・販売学習や接客の基本
【清掃・環境活動】
・清掃で用いる道具の安全な扱い方
・校内清掃(床、階段、窓、トイレ等)
・道具の整理整頓、管理
【リサイクル活動】
・再生利用が可能な素材の回収・分別
・回収・分別したものをリサイクル業者へ運
搬
・SDGｓについての学習
【ものづくり】
・製作で使う道具の扱い方
・製作の方法と手順
・道具の整理整頓、管理
【事務補助作業】
・簡易な事務補助作業の流れ
・安全な道具用具の使用の仕方
・報告連絡相談などのコミュニケーション
　
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
っっっっ

8

(知及技）
職業など卒業後の進路に必要となることにつ
いて理解を深めることができる。(高２Ｃア)
(思判表力)
産業現場等における実習で課題の解決につい
て考えたことを表現することができる。(高２
Ｃイ))
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
職業など卒業後の進路に必要となることに
ついて理解を深めようとしている。
(思･判･表)
産業現場等における実習で課題の解決につ
いて考えたことを表現しようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【前期就業体験実習】
・事前学習
・事後学習

｢前期酋長体験実習事前事後学習｣
・前期就業体験実習について知る。
・ちゅらマナーについて学ぶ。
・実習日誌の確認・記入について学習する。
(日誌の書き方や仕事内容について)
・実習を振り返り、頑張ったことや難しかっ
たこと等を記入する。
・報告会に向けての発表準備と発表練習
・実習先へお礼状を書く。
・実習を振り返り自己の職業生活について考
える。
・将来の進路先について考える。
＊キャリアパスポートを意識した取り組みと
する
＊３年は前期後期ともに校外実習

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

5/175 真和志分教室３学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
職業に関する事柄について理解を深めるとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付けることができる。(高等部２段階)
(思判表力)
将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、表現する力を養うことができる。
(高等部２段階)
(学･人)
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて、生活を改善しようとする実践的な態度を養うことができる。(高等部２段階)

前
期

分ー53



2

(知及技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて理
解するとともに、表現、記録、計算、通信等
に係るコンピューター等の情報機器につい
て、その特性や機能を理解し、目的に応じて
適切に操作することができる。(高２Ｂア)
(思判表力)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏まえ、
コンピューター等の情報機器を扱い、収集し
た情報をまとめ、考えたことについて適切に
表現することができる。(高２Ｂイ)
(学･人)
職業生活で使われるコンピューター等の情報
機器を扱うことに関わる学習を通して、より
よい将来の職業生活の実現や地域社会への貢
献に向けて、生活を改善しようとする実践的
な態度を養うことができる。(高２)

(知･技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて
理解するとともに、表現、記録、計算、通
信等に係るコンピューター等の情報機器に
ついて、その特性や機能を理解し、目的に
応じて適切に操作しようとしている。

(思･判･表)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏ま
え、コンピューター等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことについ
て適切に表現しようとしている。
(主学)
職業生活で使われるコンピューター等の情
報機器を扱うことに関わる学習を通して、
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会
への貢献に向けて、生活を改善しようとす
る実践的な態度を身に付けようとしてい
る。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【情報機器の活用】
＊情報機器の基礎操作に関し
ては教科「情報」にて取り扱
う。職業においては職業作業
での活用とする。

・各種ソフトウェアを組み合わせて使おう
　文書作成ソフトウェア、表計算ソフトウェ
ア、プレゼンテーションソフトウェア、画像
処理ソフトウェア、動画編集ソフトウェア
・作業班紹介の動画・プレゼン作成
・前期実習振り返り写真スライド・動画作成

18

(知及技）
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。ま
た職業生活を支える社会の仕組み等の利用方
法について理解することができる。(高２Ａイ
(ｱ)㋐㋑)
(思判表力)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、作業や実習において自ら適切な役
割を見いだすとともに、自分の成長や課題に
ついて考え、表現することができる。また、
職業生活に必要な健康管理や余暇の過ごし方
の工夫について考えることができる。(高２Ａ
イ(ｲ)㋐㋓)
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、職業生活に必要とされる実
践的な知識及び技能を身に付けようとして
いる。また職業生活を支える社会の仕組み
等の利用方法について理解しようとしてい
る。

(思･判･表)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、作業や実習における役割を
踏まえて、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。また、職業生
活に必要な健康管理や余暇の過ごし方の工
夫について考えようとしている。

(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業座学】
・後期の目標
・働くこと
・働くために
・進路を考える
・社会人になる
・校外学習

・前期を振り返り後期の目標を立てる。
・いろいろな仕事、進路先について考える。
・興味を持った進路先について考え、iPad等
の情報機器を活用して調べ学習を行う。
・地域にどのような仕事、余暇活動の場があ
るか見たり体験したりする。
・調べたことや体験したことをまとめ、職業
生活に必要な力、余暇の過ごし方について考
える。
・人とのつき合い方や距離感について学ぶ。
・職業につく上で必要な力について知る。
・生産と流通について知る。
・職業1年間のまとめと振り返りをする。
＊キャリアパスポートを意識した取り組みと
する。

60

(知及技）
勤労の意義について理解を深めることができ
る。使用する道具や機械等の特性や扱い方の
理解を深め、作業課題に応じて効果的に扱う
ことができ、作業の確実性や持続性、巧緻性
等を高め、状況に応じて作業し、習熟するこ
とができる。また、材料や育成する生物等の
特性や扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解を深めることができる。(高
２Ａア(ｱ)イ(ｱ)㋓㋔㋒)
(思判表力)
目標をもって取り組み、その成果や自分と他
者との役割及び他者との協力について考え、
表現することができる。また、作業や実習に
おいて、自ら適切な役割を見いだすととも
に、自分の成長や課題について考え、表現す
ることができる。(高２Ａア(ｲ)イ(ｲ)㋐)
(学・人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
勤労の意義について理解を深めている。使
用する道具や機械等の特性や扱い方の理解
を深め、作業課題に応じて効果的に扱おう
とし、作業の確実性や持続性、巧緻性等を
高め、状況に応じて作業し、習熟してい
る。また、材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる技術
について理解を深めている。
(思･判･表)
目標をもって取り組み、その成果や自分と
他者との役割及び他者との協力について考
え、表現しようとしている。また、作業や
実習において、自ら適切な役割を見いだす
とともに、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【職業作業】
・農園芸
・清掃・環境整備
・リサイクル活動
・ものづくり
・事務補助作業
っっっっっっっっっっっっっ
っっっっっっっっっっっ

【農園芸】
・季節の野菜と草花の栽培管理
・農園作業で使用する道具の扱い方
・環境整備活動
・販売学習や接客の基本
【清掃・環境活動】
・清掃で用いる道具の安全な扱い方
・校内清掃(床、階段、窓、トイレ等)
・道具の整理整頓、管理
【リサイクル活動】
・再生利用が可能な素材の回収・分別
・回収・分別したものをリサイクル業者へ運
搬
・SDGｓについての学習
【ものづくり】
・製作で使う道具の扱い方
・製作の方法と手順
・道具の整理整頓、管理
【事務補助作業】
・簡易な事務補助作業の流れ
・安全な道具用具の使用の仕方
・報告連絡相談などのコミュニケーション
　
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
っっっっ

8

(知及技）
職業など卒業後の進路に必要となることにつ
いて理解を深めることができる。(高２Ｃア)
(思判表力)
産業現場等における実習で課題の解決につい
て考えたことを表現することができる。(高２
Ｃイ))
(学･人)
職業に関わる事柄について他者との協働によ
り考えを深めたり、体験したりする学習活動
を通して、よりよい将来の職業生活の実現や
地域社会への参画に向けて、生活を工夫しよ
うとする実践的な態度を養うことができる。
(高２)

(知･技）
職業など卒業後の進路に必要となることに
ついて理解を深めようとしている。
(思･判･表)
産業現場等における実習で課題の解決につ
いて考えたことを表現しようとしている。
(主学)
職業に関わる事柄について他者との協働に
より考えを深めたり、体験したりする学習
活動を通して、よりよい将来の職業生活の
実現や地域社会への参画に向けて、生活を
工夫しようとする実践的な態度を身に付け
ようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【後期就業体験実習】
・事前学習
・事後学習

｢後期就業体験実習事前事後学習｣
・後期就業体験実習について学ぶ。
・ちゅらマナーについて学ぶ。
・実習日誌の確認・記入について学習する。
　(日誌の書き方や仕事内容について)
・実習を振り返り、頑張ったことや難しかっ
たこと等を記入する。
・報告会に向けて発表準備と発表練習をす
る。
・実習先へお礼状を書く。
・実習を振り返り自己の職業生活について考
える。
・将来の進路先について考える。
＊キャリアパスポートを意識した取り組みと
する
＊３年生は前期後期ともに校外実習

後
期

分ー54



2

(知及技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて理
解するとともに、表現、記録、計算、通信等
に係るコンピューター等の情報機器につい
て、その特性や機能を理解し、目的に応じて
適切に操作することができる。(高２Ｂア)
(思判表力)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏まえ、
コンピューター等の情報機器を扱い、収集し
た情報をまとめ、考えたことについて適切に
表現することができる。(高２Ｂイ)
(学･人)
職業生活で使われるコンピューター等の情報
機器を扱うことに関わる学習を通して、より
よい将来の職業生活の実現や地域社会への貢
献に向けて、生活を改善しようとする実践的
な態度を養うことができる。(高２)

(知･技）
情報セキュリティ及び情報モラルについて
理解するとともに、表現、記録、計算、通
信等に係るコンピューター等の情報機器に
ついて、その特性や機能を理解し、目的に
応じて適切に操作しようとしている。
(思･判･表)
情報セキュリティ及び情報モラルを踏ま
え、コンピューター等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことについ
て適切に表現しようとしている。
(主学)
職業生活で使われるコンピューター等の情
報機器を扱うことに関わる学習を通して、
よりよい将来の職業生活の実現や地域社会
への貢献に向けて、生活を改善しようとす
る実践的な態度を身に付けようとしてい
る。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシート等で評価する。

【情報機器の活用】
＊情報機器の基礎操作に関し
ては教科「情報」にて取り扱
う。職業においては職業作業
での活用とする。

・各種ソフトウェアを組み合わせて使おう
　文書作成ソフトウェア、表計算ソフトウェ
ア、プレゼンテーションソフトウェア、画像
処理ソフトウェア、動画編集ソフトウェア
・作業班紹介の動画・プレゼン作成
・前期実習振り返り写真スライド・動画作成

留意点
引継ぎ等
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高等部１～３年（Ⅱ課程）　家庭科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『職業・家庭　たのしい家庭科
わたしのくらしに生かす』

（開隆堂出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
生活の中で食事が果たす役割について理
解することができる。
(思判表力)
健康によい食習慣について考え、工夫す
ることができる。
(学･人)
食事が果たす役割の学習を通し、健康に
よい食習慣の実現に向けて生活を工夫し
考えようとする実践的な態度を養うこと
ができる。

(知・技）
生活の中で食事が果たす役割について理
解している。
(思･判･表)
健康によい食習慣について考え、工夫し
ようとしている。
(主学)
食事が果たす役割についての学習を通
し、健康によい食習慣の実現に向けて生
活を工夫し考え、実践しようとしてい
る。

Ｂ　衣食住の生活
  ア　食事の役割

①食生活
　・生活の中で食事が果たす役割
　・栄養のバランス
　・楽しく食べるための工夫
②日常食の調理
　・身近な食材を使った簡単な調理
　・安全、衛生への留意

(知及技）
購入方法や支払い方法の特徴が分かる。
(思判表力)
計画的な金銭管理の必要性に気付くこと
ができる。
(学･人)
物資・サービスの情報を活用し、購入に
ついて考えることができる。

知及技）
購入方法や支払い方法の特徴が分かって
いる。
(思判表力)
計画的な金銭管理の必要性に気付いてい
る。
(学･人)
物資・サービスの情報を活用し、購入に
ついて考えようとしている。

Ｃ　消費生活・環境
　ア　消費生活

・購入方法、支払い方法の特徴
・計画的な金銭管理の必要性
・物資、サービスの選択に必要な情報の収
集・整理

後
期

留意点
引継ぎ等

17

18

Ａ　家族・家庭生活
　ア　自分の成長と家族
　イ　家庭生活での役割と地
域との関わり
　ウ　家庭生活における健康
管理と余暇

(知・技）
・自分の成長と家族や家庭生活との関わ
りが分かり、家庭生活が家族の協力に
よって営まれていることや，家庭生活に
おいて地域の人々との協力が大切である
ことに気付いている。
・健康管理や余暇の有効な過ごし方につ
いて理解し、実践しようとしている。
(思･判･表)
・家族と地域の人々とのより良い関わり
方について考え、表現している。
・健康管理や余暇の有効な過ごし方につ
いて考え、表現している。
(主学)
・家族や地域の人々との関わりを考え、
家族の一員として、よりよい生活の実現
に向けて、生活を工夫しようとしてい
る。

・買い物学習（校外学習）、調理実習等を各単元の中で行う。
※感染症の状況によって、調理実習の実施方法を視聴形式に変更する。

(知・技）
衣服と社会生活との関わりが分かり、目
的に応じた着用、個性を生かす着用及び
衣服の適切な選択について理解してい
る。
(思･判･表)
衣服の選択について考え、工夫してい
る。
(主学)
よりよい生活の実現に向けて、衣服の選
択に関わる学習活動を通して、生活を工
夫し考えようとしている。

(知及技）
衣服と社会生活との関わりが分かり、目
的に応じた着用、個性を生かす着用及び
衣服の適切な選択について理解すること
ができる。
(思判表力)
衣服の選択について考え、工夫すること
ができる。
(学･人)
よりよい生活の実現に向けて、衣服の選
択に関わる学習活動を通して、生活を工
夫し考えることができる。

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35
真和志分教室１学年
　　　　　　２学年
　　　　　　３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環境等についての基礎的な理解を図るとと
もに、それらに係る技能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)
家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するな
ど、課題を解決する力を養う。（高１段階）
(学･人)
家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的な態度
を養う。（高１段階）

(知及技）
・自分の成長と家族や家庭生活との関わ
りが分かり、家庭生活が家族の協力に
よって営まれていることや、家庭生活に
おいて地域の人々との協力が大切である
ことに気付くことができる。
・健康管理や余暇の有効な過ごし方につ
いて理解し、実践することができる。
(思判表力)
・家族と地域の人々とのより良い関わり
方について考え、表現することができ
る。
・健康管理や余暇の有効な過ごし方につ
いて考え、表現することができる。
(学･人)
・家族や地域の人々との関わりを考え、
家族の一員として、よりよい生活の実現
に向けて、生活を工夫し考えることがで
きる。

①これまでの家庭生活
　・あなたの家庭生活
　・あなたの家庭での役割
②これからの家庭生活
　・自分自身について考える
　・自立した生活をめざして
③家族と家庭生活
　・家族や家庭の役割
　・家庭生活って何ですか
④ともに支え合う
　・暮らしやすい地域作り
　・地域で行われている活動

前
期

①季節や場面に合わせた服装
　・季節の変化に応じた服装
　・ＴＰＯに合わせた服装
②衣服の選び方
　・衣服の組み合わせ
③衣服の素材
　・繊維の種類と特徴
　・混紡の効果
　・既製服のサイズ
　・衣類の表示について
　・クールビズとウォームビズ

Ｂ　衣食住の生活
　ウ　衣服の選択

1段階

A－ア.イ.ウ

1段階

C－ア

1段階

1段階

Ｂ－ウ
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　高等部１年（Ⅱ課程）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『絵で学ぶ小学生の英語レッス
ンABCから英会話まで』

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）
挨拶や自己紹介についての簡単な語句や
基本的な表現などが表す内容を知り、そ
れらを使うことで要件が相手に伝わるこ
とに気付くことができる。また、日本と
外国との生活・習慣などの違いを知るこ
とができる。(高1ア(ア)㋒）
(思判表力)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分のことを紹介する活動ができる。(高1
ウ(ウ）㋐）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
英単語を聞き、ジェスチャーをみて、何
を表しているのか理解している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分のことを紹介しようとしている。
(主学)
簡単な英語表現を使ってコミュニケー
ションを図ろうとしている。

Lesson 1 挨拶･自己紹介
(誕生日、住んでいる所）・
ジェスチャー、色、形）

・英語の挨拶表現や自分に関すること（誕生
日、住んでいる場所など）を簡単な語句を
使って自己紹介する。
・校内外での交流活動を通して名前、学校
名、住んでいる場所などを作成し、挨拶、自
分について紹介する。
・日本と外国のジェスチャーの違いや類似点
について模倣して発表する。

4

(知及技）
数字に関する簡単な語句や基本的な表現
などが表す内容を知り、それらを使うこ
とで要件が相手に伝わることに気付くこ
とができる。(高1ア(ア)㋒）
(思判表力)
自分の持ち物など簡単な語句や基本的な
表現を用いて、自分のことを紹介する活
動ができる。(高1ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
0～60までの数字を聞いたり見て読んだ
りして、何を表しているのか理解してい
る。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分のことを紹介しようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 2 数の数え方

　

・０～60、２桁の数字の数え方の特徴を知
り、数を数える。いくつあるか尋ねる表現を
知り「How many～？」の質問を受けて、自分
の持ち物の数などを数えて答える。
例）How many books do you have?- I have
5 books.

4

(知及技）
家族に関する簡単な語句や基本的な表現
などが表す内容を知り、それらを使うこ
とで要件が相手に伝わることに気付くこ
とができる。(高1ア(ア)㋒）
(思判表力)
自分の持ち物などについての簡単な語句
や基本的な表現を用いて、自分のことを
紹介する活動ができる。(高1ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
家族に関する簡単な英単語を聞いたり、
読んだりして、何を表しているのか理解
している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分の家族のことを紹介しようとしてい
る。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson ３ 家族 ・家族のメンバーの言い方を知り、自分の家
族について紹介する。
　　(例）I have one brother and two
sisters.

5

(知及技）
学校の教室や施設に関する簡単な語句や
基本的な表現などが表す内容を知り、そ
れらを使うことで要件が相手に伝わるこ
とに気付くことができる。(高1ア(ア)
㋒）
(思判表力)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、学
校内の教室や施設について紹介する活動
ができる。(高1ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
学校の教室や施設に関する簡単な英単語
を聞いたり見て読んだりして、何を表し
ているのか理解している。
(思･判･表)
「This is ～.」などの簡単な語句や基
本的な表現を用いて、自分の家族のこと
を紹介しようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 4 学校案内 ・学校の教室の名前や施設の名称や「ここが
～です。」とという場所を紹介する表現を
使って相手に伝える。
　例）This is our music room.

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室１学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
簡単な語句や基本的な表現が表す内容を知り、それらを使うことで要件が相手に伝わることに気付くことができる。（高１段階）
(思判表力)
身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、外国語を真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりし
て、自分の考えや気持ちなどを伝え合う力を身に付けることができる。（高１段階）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケーションを図ることができる。（高等部）

前
期
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4

(知及技）
時間の表す簡単な語句や基本的な表現な
どが表す内容を知り、それらを使うこと
で要件が相手に伝わることに気付くこと
ができる。(高1ア(ア)㋒）
(思判表力)
時刻など身近で簡単な英語表現につい
て、表示などを参考なしながら具体的な
情報を聞き取ることができる。（高1ウ
①イ(ア)㋑）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
時間の伝え方に関する簡単な英単語を聞
いたり見て読んだりして、何を表してい
るのか理解している。
(思･判･表)
「What time is is now?-It's ten-
thiry.」などの時間を伝え方に関する簡
単な語句や基本的な表現を聞きとろうと
している。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 5 今何時？ ・時間の言い方やたずね方の英語表現の特徴
を知り、時間を伝える。
　例）What time is is now?－It's ten
thirty.
・０～30、２桁の数字の数え方の特徴を知
り、数を数える。

4

(知及技）
食べ物や衣類、生活用品に関する簡単な
語句や基本的な表現などが表す内容を知
り、それらを使うことで要件が相手に伝
わることに気付くことができる。(高1ア
(ア)㋒）
(思判表力)
ものの名称についての簡単な語句や買い
物で使う基本的な表現を用いて、自分の
ほしいものを伝えることができる。ま
た、値段を表す表示を参考にしながら具
体的な情報を聞き取ることができる。
(高1ウ(ウ）㋐、イ(ア)㋑）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
食べ物や衣類、生活用品に関する簡単な
英単語を聞いたり見て読んだりして、何
を表しているのか理解している。
(思･判･表)
ものの名称や買い物についての簡単な語
句や基本的な表現を用いて、自分のほし
いものを伝えようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 6 買い物へ行こう
　　　　（衣服・食べ物）

・食べ物や衣類、生活用品に関する語句を知
り、校内外での買い物の体験を通して欲しい
ものを伝えたり値段を聞いたりする。
　例）I'd like a chinese noodle.  How
much is it?
・いろいろな形容詞（big, small,
beautiful, nice, heavy, etc.)を使って、
食べものや服、生活用品について説明する。
　例)This bag is big.

4

(知及技）
時節のカードで用いる語句や基本的な表
現について、日本語との違いに気付くこ
とができる。(高1ア(ア)㋒）
(思判表力)
グリーティングカードで季節の挨拶を伝
えるために、基本的な英文レターの書き
方に沿って書き写すことができる。(高1
ウ①(エ)㋒）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
グリーティングカードで用いる語句や表
現について、日本語との違いを理解して
いる。
(思･判･表)
グリーティングカードの基本的な英文レ
ターの書き方に沿って書き写すことがで
きている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 7 ハッピーホリデイ ・外国の季節の行事を通して、自国・自分の
地域の文化との類似点や違いを知り、外国の
文化・風習に対する理解を深める。
・グリーティングカードに使われる表現を用
いて基本的な英文レターの書き方に沿って
カードを書く。

3

(知及技）
新年の挨拶や新年に関する簡単な語句や
基本的な表現などが表す内容を知り、そ
れらを使うことで要件が相手に伝わるこ
とに気付くことができる。また、日本と
外国との生活・習慣などの違いを知るこ
とができる。(高1ア(ア)㋒）
(思判表力)
動物や顔のパーツの名称など簡単な語句
や基本的な表現を用いて、相手に伝える
こと活動ができる。(高1ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
新年に関する簡単な英単語を聞いたり見
て読んだりして、何を表しているのか理
解している。日本と外国との生活・習慣
などの違いを理解することができている
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、相
手に伝えようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 8 新年を祝おう ・新年や冬に関する語句について書く。（新
年の挨拶、外国の新年、干支）
・顔のパーツ、上下左右の言い方を知る。
animals

3

(知及技）
動作を表す語句や可能の表現「I can
～./I can't～.」が表す内容を知り、そ
れらを使うことで要件が相手に伝わるこ
とに気付くことができる。(高1ア(ア)
㋒）
(思判表力)
自分ができることやできないことを伝え
るために簡単な語句や基本的な表現を用
いて、相手に伝えること活動ができる。
(高1ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高1）

(知・技）
動作を表す語句や可能の表現「I can
～./I can't～.」が表す内容が何を表し
ているのか理解している。
(思･判･表)
自分ができることやできないことを伝え
る語句や表現を用いて、自分のことを相
手に伝えようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 9 できることを伝え
よう

・動作を表す語句や「I can～.」「I can't
～.」の英語表現を用いて、自分のできるこ
とやできないことを伝える。
　例）I can swim./Can you eat natto ?-
No, I can't.

留意点
引継ぎ等

後
期

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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　高等部２年（Ⅱ課程）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『絵で学ぶ小学生の英語レッス
ンABCから英会話まで』

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）
挨拶や自己紹介の表現について理解し、
相手と伝え合うことができる。また体験
的な活動を通して、日本と外国との生
活、習慣、行事などの違いを知ることが
できる。（高１(1)ｱ(ｱ)、ｲ）
(思判表力)
相手とよく知り合うために、名前や好き
な物など基本的な表現を用いて自己紹介
ができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高等部）

(知・技）
挨拶や自己紹介について、英語の音声を
聞いて理解し、伝え合う技能を身に付け
ている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え
合っている。
(主学)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ろうとしている。

Lesson 1 挨拶･自己紹介
(誕生日、住んでいる所）・
ジェスチャー、色、形）

・英語の挨拶表現や自分に関すること（誕生
日、住んでいる場所など）を簡単な語句を
使って自己紹介する。
・校内外での交流活動を通して名前、学校
名、住んでいる場所などを作成し、挨拶、自
分について紹介する。
・日本と外国のジェスチャーの違いや類似点
について模倣して発表する。

4

(知及技）
数について、英語の音声を聞いて理解
し、伝え合ったり、話したりすることが
できる。（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
数の数え方やいくつあるかを尋ねる表現
に慣れ親しみ、さまざまなものの数を伝
え合うことができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
クラスの友達に配慮しながら、簡単な英
語表現を用いて伝え合うことができる。
(高等部）

(知・技）
数について、英語の音声を聞き、伝え合
う技能を身に付けている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え
合おうとしている。
(主学)
クラスの友達に配慮しながら、簡単な英
語表現を用いて伝え合おうとしている。

Lesson ２ 数の数え方

twelve months
　

・０～60、２桁の数字の数え方の特徴を知
り、数を数える。いくつあるか尋ねる表現を
知り「How many～？」の質問を受けて、自分
の持ち物の数などを数えて答える。
例）How many books do you have?- I have
5 books.

4

(知及技）
家族に関する、英語の音声を聞いて理解
し、伝え合ったり、話したりすることが
できる。（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
家族メンバーの名称に関する簡単な語句
や基本的な表現を用いて自分の家族につ
いて伝え合うことができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
クラスの友達に配慮しながら、簡単な英
語表現を用いて伝え合うことができる。
(高等部）

(知・技）
家族について、英語の音声を聞き、伝え
合ったり、話したりする技能を身に付け
ている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、聞
いたり、伝え合ったりしている。
(主学)
クラスの友達に配慮しながら、簡単な英
語表現を用いて伝え合おうとしている。

Lesson ３ 家族 ・家族のメンバーの言い方を知り、自分の家
族について紹介する。
　　(例）I have one brother and two
sisters.

5

(知及技）
学校の教室の名前や施設の名称につい
て、英語の音声を聞いて理解し、伝え
合ったり、話したりすることができる。
（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
学校の教室や施設の名称や案内するため
基本的な表現を用いて、校内を案内する
ことができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いて伝え合い、道案内をすることがで
きる。(高等部）

(知・技）
学校の教室の名前や施設の名称につい
て、英語の音声を聞き、伝え合ったり、
話したりする技能を身に付けている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え
ようとしている。
(主学)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ろうとし
ている。

Lesson ４ 学校案内 ・学校の教室の名前や施設の名称や「ここが
～です。」とという場所を紹介する表現を
使って相手に伝える。
　例）This is our music room.

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室２学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
音声や文字、語彙などについて日本語との違いに気付くとともに、実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身に
付けることができる。（高１段階）
(思判表力)
身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、外国語を真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりし
て、自分の考えや気持ちなどを伝え合う力を身に付けることができる。（高１段階）
(学･人)
英語の背景にある文化について理解し、他者に配慮しながら主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ることができる。（高
等部）

前
期
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4

(知及技）
時間の言い方・尋ね方の英語表現につい
て、英語の音声を聞いて理解し、伝え
合ったり、話したりすることができる。
（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
時間を伝える表現に慣れ親しみ、表示を
参考にしながら大まかな時間を伝え合う
ことができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ることが
できる。(高等部）

(知・技）
時間の伝え方について、英語の音声を聞
き、伝え合ったり、話したりする技能を
身に付けている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え
合おうとしている。
(主学)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ろうとし
ている。

Lesson ５ 今何時？ ・時間の言い方やたずね方の英語表現の特徴
を知り、時間を伝える。
　例）What time is is now?－It's ten
thirty.
・０～60、２桁の数字の数え方の特徴を知
り、数を数える。

4

(知及技）
衣類や食べものについて、英語の音声を
聞いて理解し、伝え合うことができる。
（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
買い物や注文の仕方について学習した語
句や表現を選択したり付け加えたりして
伝え合うことができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ることが
できる。(高等部）

(知・技）
衣類や食べものについて、英語の音声を
聞き、伝え合ったり、話したりする技能
を身に付けている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて聞い
たり、伝え合ったり、話したりしてい
る。
(主学)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ろうとし
ている。

Lesson ６ 買い物へ行こう
（衣服・食べ物）

・食べ物や衣類、生活用品に関する語句を知
り、校内外での買い物の体験を通して欲しい
ものを伝えたり値段を聞いたりする。
　例）I'd like a chinese noodle.  How
much is it?
・いろいろな形容詞（big, small,
beautiful, nice, heavy, etc.)を使って、
食べものや服、生活用品について説明する。
　例)This bag is big.

4

(知及技）
体験的な活動を通して、日本と外国との
生活、習慣、行事などの違いを知ること
ができる。（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
行事ごとのカードや各国の行事の過ごし
方を見たり、聞いたりしながら、その概
要をおおまかに捉えることができる。
（高１ウ①(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
誰とでもコミュニケーションを図り、積
極的にオリジナルカードの交換を行うこ
とができる。(高等部）

(知・技）
グリーティングカードで用いる語句や表
現について、日本語との違いを理解して
いる。
(思･判･表)
自分のことを伝え、相手のことを知るた
めに、各国の行事、グリーティングカー
ドに使われる関連語句を用いて、聞いた
り、伝え合ったりしている。
(主学)
誰とでもコミュニケーションを図り、積
極的にオリジナルカードの交換を行おう
としている。

Lesson ７ ハッピーホリデイ ・外国の季節の行事を通して、自国・自分の
地域の文化との類似点や違いを知り、外国の
文化・風習に対する理解を深める。
・グリーティングカードに使われる表現を用
いて基本的な英文レターの書き方に沿って
カードを書く。

3

(知及技）
新年の挨拶や新年に関する簡単な語句や
基本的な表現に慣れ親しむことができ
る。また、体験的な活動を通して、日本
と外国との生活、習慣、行事などの違い
を知ることができる。（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
動物や顔のパーツの名称など簡単な語句
や基本的な表現を用いて、伝え合うこと
ができる。（高１ウ①
(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いて主体的に話すことができる。(高
等部）

(知・技）
新年に関する簡単な語句や基本的な表現
を理解して、聞いたり、話したりする技
能を身に付けている。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え
合おうとしている。
(主学)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いて主体的に話そうとしている。

Lesson ８ 新年を祝おう ・新年や冬に関する語句について書く。（新
年の挨拶、外国の新年、干支）
・顔のパーツ、上下左右の言い方を知る。
animals

3

(知及技）
できることやできないことの表現を理解
し、自分や友達のことについて、相手と
伝え合うことができる。（高１ｱ(ｱ)）
(思判表力)
できることやできないことについて基本
的な語彙や表現を用いて発表することが
できる。（高１ウ①(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)）
(学･人)
友達のできることやできないことについ
て、聞き手に配慮しながら発表したり、
相手の話を聞いたりすることができる。
(高等部）

(知・技）
動作を表す語句や可能の表現「I can
～./I can't～.」が表す内容を理解し、
伝え合ったり、話したりする技能を身に
付けている。
(思･判･表)
自分ができることやできないことを伝え
る語句や表現を用いて、相手に伝えよう
としている。
(主学)
友達のできることやできないことについ
て、聞き手に配慮しながら発表したり、
相手の話を聞いたりしようとしている。

Lesson ９ できることを伝え
よう

・動作を表す語句や「I can～.」「I can't
～.」の英語表現を用いて、自分のできるこ
とやできないことを伝える。
　例）I can swim./Can you eat natto ?-
No, I can't.

留意点
引継ぎ等

後
期

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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　高等部　３年（Ⅱ課程）　外国語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

『絵で学ぶ小学生の英語レッス
ンABCから英会話まで』

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

4

(知及技）
一日の生活についての簡単な語句や基本
的な表現などが表す内容を知り、それら
を使うことで要件が相手に伝わることに
気付くことができる。(高２ア(ア)㋒）
(思判表力)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分のことを紹介する活動ができる。(高
２ウ(ウ）㋐
(学･人)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ることが
できる。(高等部）

(知・技）
一日の生活・活動に関する語句や表現を
聞いて何を表しているか理解している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分の生活のことを紹介しようとしてい
る。
(主学)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ろうとし
ている。

Lesson 1 私の一日 ・毎日の生活動作を表す表現や時刻・時間を
たずねる表現を使って簡単な質問をしたり質
問に答えたりする。
　例）What time do you get up?
　　　　‐I get up at 6:30.

4

(知及技）
交通手段や乗り物についての簡単な語句
や基本的な表現などが表す内容を知り、
それらを使うことで要件が相手に伝わる
ことに気付くことができる。(高２ア
(ア)㋒）
(思判表力)
通学方法や交通手段に関する簡単な語句
や基本的な表現を用いて、自分のことを
紹介する活動ができる。(高２ウ(ウ）㋐
(学･人)
英語を使ってコミュニケーションを図る
ことができる。(高等部）

(知・技）
交通手段や乗り物に関する語句や表現を
聞いて何を表しているか理解している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分の通学方法を説明しようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 2 通学･交通手段 ・交通手段や乗り物に関する語句を知り、英
語表現を使って移動手段を説明する。
　例）How do you go to school？
　　　　‐I go to school by bus.

4

(知及技）
建物・場所を表す簡単な語句や道案内に
ついての基本的な表現などが表す内容を
知り、それらを使うことで要件が相手に
伝わることに気付くことができる。(高
２ア(ア)㋒）
（思判表力)
道案内に関する簡単な語句や基本的な表
現を用いて、表示を参考にしながら案内
活動ができる。（高２ウ(ウ）㋐
(学･人)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ることが
できる。(高等部）

(知・技）
建物・場所に関する語句や表現を聞いて
何を表しているか理解している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、道
案内をしようとしている。
(主学)
他者に配慮しながら、簡単な英語表現を
用いてコミュニケーションを図ろうとし
ている。

Lesson ３ 道案内 ・建物・場所を表す語句を知り、英語表現を
使って目的地までの道をたずねたり、道案内
をする。
　例）Where is a bookstore?
        -Go straight, and turn right.

5

(知及技）
国名や行きたい国をたずねたり答えたり
する基本的な表現などが表す内容を知
り、それらを使うことで要件が相手に伝
わることに気付くことができる。(高２
ア(ア)㋒）
(思判表力)
国名に関する簡単な語句や基本的な表現
を用いて、表示を参考にしながら自分の
行きたい所を紹介できる。(高２ウ(ウ）
㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高等部）

(知・技）
国名に関する語句や表現を聞いて何を表
しているか理解している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分の行きたい国を説明しようとしてい
る。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 4 行きたい国 ・世界の国々の名称や行きたい国についてた
ずねたり答えたりする表現を用いて、質問を
したり質問に答えたりする。例）Which
country do you want to go？
　　　　‐I want to go to Italy.
What it famous for Italy?-Pizza.

4

(知及技）
動詞の過去形の内容を知り、それらを使
うことで要件が相手に伝わることに気付
くことができる。(高２ア(ア)㋒）
(思判表力)
季節や秋休みに関する簡単な語句や動詞
の過去形の表現を用いて、自分のことを
紹介する活動ができる。(高２ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高等部）

(知・技）
動詞の過去形を聞いて何を表しているか
理解している。
(思･判･表)
簡単な語句や基本的な表現を用いて、自
分のことを説明しようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 5 秋休みのできごと ・動詞の過去形を用いて、秋休みのできごと
を紹介する。
　例）I went to beach with my family.

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室３学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
音声や文字、語彙などについて日本語との違いに気付くとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、実際のコミュニケーションに
おいて活用できる基礎的な力を身に付けることができる。（高２段階）
(思判表力)
身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、外国語を想像しながら読んだり書いたりして、自分の考えや気持ちな
どを伝え合う力を身に付けることができる。（高２段階）
(学･人)
英語の背景にある文化について理解し、他者に配慮しながら主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ることができる。（高
等部）

前
期

後
期
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4

(知及技）
体調や症状を表す語句や表現について内
容を知り、それらを使うことで要件が相
手に伝わることに気付くことができる。
(高２ア(ア)㋒）
(思判表力)
体調や病状に関する簡単な語句や基本的
な表現を用いて、状況に応じて選択した
りして伝え合うことができる。(高２ウ
(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高等部）

(知・技）
体調や症状に関する語句や表現を聞いて
何を表しているか理解している。
(思･判･表)
体調や病状に簡単な語句や基本的な表現
を用い、適切な表現を選んで伝えようと
しようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 6　体調を伝えよう ・病気や体の状態を表す語句や体調を伝える
表現を使って相手に伝える。
　例）What's the matter?
       -I have a headache.

4

(知及技）
時節のカードで用いる語句や基本的な表
現について、日本語との違いに気付くこ
とができる。(高２ア(ア)㋒）
(思判表力)
グリーティングカードで季節の挨拶を伝
えるために、基本的な英文レターの書き
方に沿って書き写すことができる。(高
２ウ①(エ)㋒）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高等部）

(知・技）
グリーティングカードで用いる語句や表
現について、日本語との違いを理解して
いる。
(思･判･表)
グリーティングカードの基本的な英文レ
ターの書き方に沿って書き写すことがで
きている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 6 季節の行事 ・外国の季節の行事を通して、自国・自分の
地域の文化との類似点や違いを知り、外国の
文化・風習に対する理解を深める。

3

(知及技）
願望を表す基本的な表現などが表す内容
を知り、それらを使うことで要件が相手
に伝わることに気付くことができる。情
報機器を活用して知りたい英単語を調べ
ることができる。(高２ア(ア)㋒）
(思判表力)
将来の夢ややりたいことに関する簡単な
語句や基本的な表現を用いて、自分の夢
を伝えることができる。(高２ウ(ウ）㋐
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高等部）

(知・技）
願望を表す表現を聞いて何を表している
か理解している。情報機器を活用して英
単語を調べようとしている。
(思･判･表)
将来の夢ややりたいことについて簡単な
語句や基本的な表現を用いて、自分の将
来の夢を説明しようとしている。
(主学)
英語を使ってコミュニケーションを図ろ
うとしている。

Lesson 私の夢 ・新年の抱負や自分の将来の夢について考
え、卒業後にやりたいことなどを表現する。
　例）I want to drive a car.
・情報機器を活用して、知りたい英単語を調
べて使う。

3

(知及技）
時節のカードで用いる語句や基本的な表
現について、日本語との違いに気づくこ
とができる。(高２ア(ア)㋒）
(思判表力)
グリーティングカードで感謝の気持ちを
伝えるために、基本的な英文レターの書
き方に沿って書き写すことができる。
(高２ウ①(エ)㋒）
(学･人)
簡単な英語表現を用いてコミュニケー
ションを図ることができる。(高２段
階）

(知・技）
　グリーティングカードで用いる語句や
表現について、日本語との違いを理解し
ている。
(思･判･表)
　グリーティングカードの基本的な英文
レターの書き方に沿って書き写すことが
できている。
(主学)
　英語を使ってコミュニケーションを図
ろうとしている。

Lesson 9　ありがとう ・感謝の気持ちを表す英語表現を用いて、基
本的な英文レターの書き方で簡単な英文の手
紙を書く。

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部２年（Ⅱ課程）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）
身近にある情報やメディアの基本的
な特性及びコンピュータ等の情報機
器の基本的な用途、操作方法及び仕
組みを知ることができる。（高１Ａ
ア(ア)）
(思判表力)
目的や状況に応じて、身近にある情
報技術を活用して問題を知り、問題
を解決する方法について考えること
ができる。（高１Ａイ(ア)）
(学･人)
身近にある情報技術を適切に活用す
る態度を身に付けることができる。

(知・技）
身近にある情報やメディアの基本的
な特性及びコンピュータ等の情報機
器の基本的な用途、操作方法及び仕
組みを知ろうとしている。
(思･判･表)
目的や状況に応じて、身近にある情
報技術を活用して問題を知り、問題
を解決する方法について考えようと
している。
(主学)
身近にある情報技術を適切に活用す
る態度を身に付けようとしている。
【評価資料】
・単元テスト
・活動の様子や課題への取り組みを
評価する。

【情報社会の問題解決】
・身近な情報機器について
・情報社会について

・身近な情報機器について知る。
・教材（PC、PC周辺機器、iPad等の情報
端末）
・情報とメディア、情報モラル、個人情
報、著作権等

10

(知及技）
情報通信ネットワークの基本的な仕
組みや情報セキュリティを確保する
ための基本的な方法を知ることがで
きる。（高１Ｃア(ア)）
(思判表力)
情報通信ネットワークにおける基本
的な仕組みや情報セキュリティを確
保するための基本的な方法について
考えることができる。（高１Ｃイ
(ア)）
(学･人)
身近にある情報技術を適切に活用す
る態度を身に付けることができる。

(知・技）
情報通信ネットワークの基本的な仕
組みや情報セキュリティを確保する
ための基本的な方法を知ろうとして
いる。
(思･判･表)
情報通信ネットワークにおける基本
的な仕組みや情報セキュリティを確
保するための基本的な方法について
考えようとしている。
(主学)
身近にある情報技術を適切に活用す
る態度を身に付けようとしている。
【評価資料】
・単元テスト
・活動の様子や課題への取り組みを
評価する。

【情報ネットワークとデー
タの活用】
・プログラミング学習
・ネットリテラシー

・プログラミングソフトの活用
・インターネットを使用する上での注意
点について

留意点
引継ぎ等

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1／35 真和志分教室２学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に付けるととも
に、情報社会と人との関わりについて知ることができる。（高１段階）
(思判表力)
身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用する力を養うことが
できる。（高１段階）
(学･人)
身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養うことができる。（高１段階）

前
期

後
期

15

(知及技）
身近にある情報デザインから、表現
する基礎的な技能を身に付けること
ができる。（高１Ｂア(ア)）
(思判表力)
身近なメディアとコミュニケーショ
ン手段の関係を考えることができ
る。（高１Ｂイ(ア)）
(学･人)
身近にある情報技術を適切に活用す
る態度を身に付けることができる。

(知・技）
身近にある情報デザインから、表現
する基礎的な技能を身に付けようと
している。
(思･判･表)
身近なメディアとコミュニケーショ
ン手段の関係を考えようとしてい
る。
(主学)
身近にある情報技術を適切に活用す
る態度を身に付けようとしている。
【評価資料】
・単元テスト
・活動の様子や課題への取り組みを
評価する。

【コミュニケーションと情
報デザイン】
・数値と文字のデジタル表
現
・画像や動画のデジタル表
現
・情報デザイン
・ユニバーサルデザイン

・マイクロソフト（ワード、エクセル、
パワーポイント）の活用
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高等部３年（Ⅱ課程）　情報科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

10

(知及技）
身近にある情報やメディアの基本的な特
性及びコンピュータ等の情報機器の基本
的な用途、操作方法及び仕組みを知り、
問題を解決する方法を身に付けることが
できる。（高２Ａア(ア)）
(思判表力)
目的や状況に応じて、身近にある情報技
術を活用して問題を知り、問題を解決す
る方法について考え、選択することがで
きる。（高２Ａイ(ア)）
(学･人)
身近にある情報技術を適切に活用する態
度を身に付けることができる。

(知・技）
身近にある情報やメディアの基本的な特
性及びコンピュータ等の情報機器の基本
的な用途、操作方法及び仕組みを知り、
問題を解決する方法を身に付けている。
(思･判･表)
目的や状況に応じて、身近にある情報技
術を活用して問題を知り、問題を解決す
る方法について考え適切に選択しようと
している。
(主学)
身近にある情報技術を適切に活用する態
度を身に付けようとしている。
【評価資料】
・単元テスト
・活動の様子や課題への取り組みを評価
する。

【情報社会の問題解決】
・身近な情報機器について
・情報社会について

・身近な情報機器について知る。
・教材（PC、PC周辺機器、iPad等の情報端
末）
・情報とメディア、情報モラル、個人情報、
著作権等

10

(知及技）
目的や状況に応じて、情報通信ネット
ワークの基本的な仕組みや情報セキュリ
ティを確保するための基本的な方法を知
ることができる。（高２Ｃア(ア)）
(思判表力)
目的や状況に応じて、情報通信ネット
ワークにおける基本的な仕組みや情報セ
キュリティを確保するための基本的な方
法について考えることができる。（高２
Ｃイ(ア)）
(学･人)
身近にある情報技術を適切に活用する態
度を身に付けることができる。

(知・技）
目的や状況に応じて、情報通信ネット
ワークの基本的な仕組みや情報セキュリ
ティを確保するための基本的な方法を知
ろうとしている。
(思･判･表)
目的や状況に応じて、情報通信ネット
ワークにおける基本的な仕組みや情報セ
キュリティを確保するための基本的な方
法について考えようとしている。
(主学)
身近にある情報技術を適切に活用する態
度を身に付けようとしている。
【評価資料】
・単元テスト
・活動の様子や課題への取り組みを評価
する。

【情報ネットワークとデータ
の活用】
・プログラミング学習
・ネットリテラシー

・プログラミングソフトの活用
・インターネットを使用する上での注意点に
ついて

留意点
引継ぎ等

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1／35 真和志分教室３学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について理解し、基礎的な技能を身に付けるととも
に、情報社会と人との関わりについて理解することができる。（高２段階）
(思判表力)
身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を効果的に活用する力を養
うことができる。（高２段階）
(学･人)
身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に参画しようとする態度を養うことができる。（高２段階）

前
期

後
期

15

(知及技）
身近にある情報デザインから、表現する
基礎的な技能を身に付けることができ
る。（高２Ｂア(ア)）
(思判表力)
身近なメディアとコミュニケーション手
段の関係を考え、選択することができ
る。（高２Ｂイ(ア)）
(学･人)
身近にある情報技術を適切に活用する態
度を身に付けることができる。

(知・技）
身近にある情報デザインから、表現する
基礎的な技能を身に付けようとしてい
る。
(思･判･表)
身近なメディアとコミュニケーション手
段の関係を考え、適切に選択しようとし
ている。
(主学)
身近にある情報技術を適切に活用する態
度を身に付けようとしている。
【評価資料】
・単元テスト
・活動の様子や課題への取り組みを評価
する。

【コミュニケーションと情報
デザイン】
・数値と文字のデジタル表現
・画像や動画のデジタル表現
・情報デザイン
・ユニバーサルデザイン

・マイクロソフト（ワード、エクセル、パ
ワーポイント）の活用
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3

『話し合いによって問題
を解決する』
◎B【相互理解、寛容】

・自分の考えや意見を相手に伝えるととも
に、相手のことを理解し、自分と異なる意
見も大切にする態度を養う。

１　資料提示
２　発問
３　話し合い
４　書く活動
５　表現活動
６　板書
７　説話

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

3

『友達や異性との付き合
い方（性教育）　』
◎B【友情、信頼】

・友達と互いに信頼し、助け合おうとする
態度を養う。
・異性の特性や違いを受け止め、相手を理
解しながら、人間関係を築いていく態度を
養う。

１　交流及び共同学
習
２　資料提示
３　発問
４　話し合い
５　書く活動
６　表現活動
７　板書
８　説話

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

★幼小学部重点内容項目　☆中学部重点内容項目　◎高等部重点内容項目

中心目標

【中心目標】
◎身の回りの生活や人との関わりにおける道徳的諸価値について理解し、自分の生活や周りの人とよりよく関わ
り生活するための道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育む。

（学期目標例）
〇基本的な生活習慣の意義や大切さを理解し、進んで望ましい生活習慣を身に付けようとする意欲をもつ。
〇よいこととよくないことを判断し、してはならないことをしないことや、社会生活上のきまりを守ろうとする
意識をもつ。
〇命の大切さに気付き、自然や美しいものに感動する心をもつ。

学
期

時
数

『主題名』
【指導内容項目】

★☆◎重点内容項目
指導目標

指導方法
支援の手立て

・教材
●評価

令和７年度　　高等部　特別の教科　道徳　年間指導計画

教科/科目　 特別の教科　道徳 単位数 １単位

学部　学年　組　氏名
真和志分教室     １学年
　　　　　　　　　２学年
　　　　　　　　　３学年

担当者

・自分のことについて自分の気持ちや考え
を言葉で表現し、他者と共有することがで
きる。

・自分でできることは自分でやり、安全に
気を付け、よく考えて行動し、節度ある生
活をしようとする態度を養う。

・お金の計画的な使い方や生活習慣の大切
さについて理解し、これからの生活に生か
そうとする態度を養う。

１　資料提示
２　発問
３　話し合い
４　書く活動
５　表現活動
６　板書
７　説話

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

『自分のことについて』
◎A【向上心、個性の伸
長】

『休みの過ごし方につい
て』
◎A【節度、節制】

『自立した生活につい
て』
◎A【節度、節制】

3

『挨拶、丁寧な言葉遣
い、お願いの仕方』
◎B【礼儀】

・気持ちのよい挨拶、言葉遣い、動作など
に心掛けて、実践しようとする態度を養
う。

１　インタビュー
２　資料提示
３　発問
４　話し合い
５　書く活動
６　表現活動
７　板書
８　説話

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

5
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・教科書・書籍等
・校外学習
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

計 35

5

『　　　　　　』

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

・美しいものに触れ，すがすがしい心 １　資料提示

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

4

『先人から受け継がれて
きた郷土の自然とくらし
について』
◎C【郷土の伝統と文化の
尊重、郷土を愛する態
度】

・我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛
着をもとうとする態度を養う。

１　資料提示
２　校外学習
３　発問
４　話し合い
５　書く活動
６　表現活動
７　板書
８　説話

・校外学習
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

・教科書

5

『よりよい学校生活につ
いて（環境美化活動）』
◎C【よりよい学校生活、
集団生活の充実】

・学校や学級の一員としての自覚を持ち、
協力し合ってよりよい校風を作るととも
に、様々な集団の意義や集団生活の中での
自分の役割と責任を自覚して集団生活の充
実に努める態度を養う。

１　資料提示
２　発問
３　話し合い
４　書く活動
５　表現活動
６　板書
７　説話

『平和について』
『命の誕生について』
◎D【生命の尊さ】

・生命の尊さを知り、生命あるものを大切
にしようとする態度を養う。

１　資料提示
２　発問
３　話し合い
４　書く活動
５　表現活動
６　板書
７　説話

『自然と私たち』
◎【自然愛護】【感動、
畏敬の念】

・日常生活における自然の存在や恩恵を認
識し、感謝の気持ちを持つとともに、自然
現象などを通じて、自然の偉大さを感じ取
る感性を高める。

１　資料提示
２　校外学習
３　発問
４　話し合い
５　書く活動
６　表現活動
７　板書
８　説話

4

『職業や働くことについ
て考える』
◎C【勤労】【社会参画、
公共 の精神】

・働くことの意義を理解し、将来の生き方
について考えを深め、勤労を通じて社会に
貢献する態度を養う。

１　資料提示
２　校外学習
３　発問
４　話し合い
５　書く活動
６　表現活動
７　板書
８　説話

・校外学習
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言

3

『世界に心を向けよう』
◎C【公正、公平、社会正
義】

『人権について』
◎C【公正、公平、社会正
義】

・世界の国々の人との交流学習を通して、
異文化について知り、視野を広げる。

・誰に対しても分け隔てをせず、公正、公
平な態度で接しようとする態度を養う。

１　資料提示
２　発問
３　話し合い
４　書く活動
５　表現活動
６　板書
７　説話

・教科書・書籍等
・自作教材
・その他
●授業観察
●ワークシート
●表情・発言
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担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだすことができる。
(思判表力)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表することができ
る。
(学･人)
自分のことについての学習に、主体的に
取り組むことができる。

(知・技）
教師と一緒にこれまでの自分や生活につ
いて振り返り、課題の解決に向けて、や
るべきことを見いだそうとしている。
(思･判･表)
教師と一緒に自分の課題について考え、
その解決に向けて、目標を決めて発表し
ようとしている。
(主学)
自分のことについての学習に、主体的に
取り組もうとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・キャリアパスポートを通し
て前期の目標を立てよう
・コラージュ制作・鑑賞

・これまでの自分や生活について振り返り、
課題を見つけ、その解決に向けた目標を考え
る。
・わたしを表す色・かたちの制作・鑑賞。

(知及技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを身に付けることができる。
(思判表力)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じた服装や適切な言葉
遣いができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを身に付けようとしている。
(思･判･表)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じた服装や適切な言葉
遣いをしようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・ルールについて
・社会人としてのマナー
（ちゅらマナー週間）
・前期就業体験実習事前事後
学習

・学校でのルールについて学ぶ。
・社会人としてのマナーを知り、自分に必要
なスキルを見いだす。
・社会人としてふさわしい言葉遣いや服装を
考え、場面に応じて適切な言葉遣いや服装を
考える。

(知及技）
学ぶことや働くことの意義について知
り、社会生活に必要な力を身に付けるこ
とができる。
(思判表力)
何をすべきか、どのようにすべきかなど
を考えながら職業体験に取り組むことが
できる。
(学・人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
学ぶことや働くことの意義について知
り、社会生活に必要な力を身に付けよう
としている。
(思･判･表)
教師と一緒に、何をすべきか、どのよう
にすべきかなどを考えながら職業体験に
取り組もうとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・職業体験授業 ・働くことの意義について学ぶ。
・働く上で必要な力について学ぶ。
・様々な仕事があることを知る。

(知及技）
自分の将来や生き方について考え、より
よい生き方に気付くことができる。
(思判表力)
自分の課題を見つめ、これからの生活に
ついて考えたことを、自信を持って伝え
ることができる。
(主学)
学習して獲得したことを実生活、実社会
に生かそうとすることができる。

(知・技）
自分の将来や生き方について考え、より
よい生き方に気付いている。
(思･判･表)
自分の課題を見つめ、これからの生活に
ついて考えたことを、自信を持って伝え
ている。
(主学)
学習して獲得したことを実生活、実社会
に生かそうとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・Mission for Fun
  準備・実践・発表

・これまでの自分の生活について振り返り、
自分の将来や生き方について考え、課題の解
決に向けて、自らやるべきことを見いだす。

(知及技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだすことができる。
(思判表力)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表することができ
る。
(学・人)
自分についての学習に主体的に学習に取
り組むとともに、クラスメイトのよさを
理解することができる。

(知・技）
教師と一緒にこれまでの自分や生活につ
いて振り返り、課題の解決に向けて、や
るべきことを見いだそうとしている。
(思･判･表)
教師と一緒に自分の課題を見いだし、そ
の解決に向けて、目標を決めて発表して
いる。
(主学)
自分についての学習に主体的に取り組む
とともに、クラスメイトのよさを理解し
ようとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・後期の目標を考えよう
・感情と親しむ
・感情と付き合う
・ものごとの背景を考えよう

・後期の目標を考え、発表する。
・これまでの自分や生活について振り返り、
自分の感情を見つめる
・自分の感情について考える
・質問を見ながらものごとの背景について考
える。

令和７年度　高等部１年（Ⅱ課程）総合的な探究の時間　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室１学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解す
ることができる。
(思判表力)
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが
できる。
(学･人)
探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態
度を養う。

後
期

前
期

17
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(知及技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだすことができる。
(思判表力)
社会人としてふさわしい服装や言葉遣い
を考え、場面に応じた服装や適切な言葉
遣いができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだそうとしている。
(思･判･表)
社会人としてふさわしい服装や言葉遣い
を考え、場面に応じた服装や適切な言葉
遣いをしようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・社会人としてのマナー
（ちゅらマナー週間）
・後期就業体験実習事前事後
学習
・職業を知る
・マナー講座

・社会人としてのマナーについて学ぶ。
・社会人としてふさわしい言葉遣いや服装を
考える。

(知及技）
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて知り、実践すること
ができる。
(思判表力)
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて考え、工夫すること
ができる。
(学･人)
奉仕活動を通して、社会の一員として行
動することができる。

(知及技）
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて知り、実践しようと
している。
(思判表力)
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて考え、工夫しようと
している。
(主学)
奉仕活動を通して、社会の一員として取
り組もうとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・環境学習 ・みんなで校内外の清掃活動を行う。

(知及技）
真和志フェスの意義や価値を知り、周り
と協力する力を身に付けることができ
る。
(思判表力)
真和志フェスについて自分の意見や考え
をまとめて、それを表現することができ
る。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
真和志フェスの意義や価値を知り、周り
と協力する力を身に付けようとしてい
る。
(思･判･表)
真和志フェスについて、教師と一緒に自
分の意見や考えをまとめて、それを表現
しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・真和志フェス事前、事後
学習

・真和志フェスについての意義について知
る。
・真和志フェスで何をするか皆で考える。
・皆で準備をする。
・真和志フェスでの取り組みを振り返り
感想を記入する。

(知及技）
学ぶことや働くことの意義、人との付き
合い方の大切さについて知り、社会生活
に必要なスキルを身に付けることができ
る。
(思判表力)
自分がどのような行動をしたらよいか場
面ごとに考え、実践することができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
学ぶことや働くことの意義、人との付き
合い方の大切さについて知り、社会生活
に必要なスキルを身に付けようとしてい
る。
(思･判･表)
自分がどのような行動をしたらよいか場
面ごとに考え、実践しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・働くことと職場の人との付
き合い方
＊前期就業体験実習
＊後期就業体験実習
・職業を知る

・就業体験実習を行い、働くために必要なこ
とを学ぶ。
・職業の業種を知る。

18

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだすことができる。
(思判表力)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表することができ
る。
(学･人)
自分についての学習に主体的に学習に取
り組むとともに、クラスメイトのよさを
理解することができる。

(知・技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだしている。
(思･判･表)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表している。
(主学)
自分についての学習に主体的に学習に取
り組むとともに、クラスメイトのよさを
理解している。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・１年間の目標を立てよう
・前期の目標を立てよう

・これまでの自分や生活について振り返り、
課題の解決に向けて、やるべきことを見いだ
す。
・前期の目標を考え、発表する。

(知及技）
自分の将来や生き方について考え、より
よい生き方に気付くことができる。
(思判表力)
自分の課題を見つめ、これからの生活に
ついて考えたことを、自信を持って伝え
ることができる。
(学・人)
学習して獲得したことを実生活、実社会
に生かそうとすることができる。

(知・技）
自分の将来や生き方について考え、より
よい生き方に気付いている。
(思･判･表)
自分の課題を見つめ、これからの生活に
ついて考えたことを、自信を持って伝え
ている。
(主学)
学習して獲得したことを実生活、実社会
に生かそうとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・Mission for Fun
  準備・実践・発表

・これまでの自分や生活について振り返り、
自分の将来や生き方について考え、課題の解
決に向けて、自らやるべきことを見いだす。

(知及技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだすことができる。
(思判表力)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装ができる。
(学･人)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごすこ
とができる。

(知・技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだしている。
(思･判･表)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装をしている。
(主学)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごして
いる。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・社会人としてのマナー
（ちゅらマナー週間）
・前期就業体験実習事前事後
学習

・社会人としてのマナーを知り、自分に必要
なスキルを見いだす。
・社会人としてふさわしい言葉遣いや服装を
考え、場面に応じて適切な言葉遣いや服装を
考える。

(知及技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだすことができる。
(思判表力)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表することができ
る。
(学･人)
自分についての学習に主体的に学習に取
り組むとともに、クラスメイトのよさを
理解することができる。

(知・技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだしている。
(思･判･表)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表している。
(主学)
自分についての学習に主体的に学習に取
り組むとともに、クラスメイトのよさを
理解している。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・自分について考えよう
・後期の目標を考えよう

・これまでの自分や生活について振り返り、
課題の解決に向けて、やるべきことを見いだ
す。
・後期の目標を考え、発表する。

(知及技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだすことができる。
(思判表力)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装ができる。
(学･人)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごすこ
とができる。

(知・技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだしている。
(思･判･表)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装をしている。
(主学)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごして
いる。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・社会人としてのマナー
（ちゅらマナー週間）
・後期就業体験実習事前事後
学習
・マナー講座

・社会人としてのマナーを知り、自分に必要
なスキルを見いだす。
・社会人としてふさわしい言葉遣いや服装を
考え、場面に応じて適切な言葉遣いや服装を
考える。

令和７年度　高等部２年（Ⅱ課程Ａグループ）総合的な探究の時間　年間指導計画

17

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室２学年　　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解す
ることができる。
(思判表力)
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが
できる。
(学･人)
探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態
度を養う。

前
期

後
期
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(知及技）
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて知り、実践しようと
することができる。
(思判表力)
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて考え，工夫すること
ができる。
(学･人)
奉仕活動を通して、社会の一員としての
姿についてて行動することができる。

(知・技）
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて知り、実践しようと
している。
(思･判･表)
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて考え、工夫しようと
している。
(主学)
奉仕活動を通して、社会の一員としての
取り組もうとする態度を養う。
【評価資料】学習の様子で評価する。

環境学習 ・身近な生活の中で、環境に配慮した物の使
い方などについて知り、実践する。
・身近な生活の中で、環境に配慮した物の使
い方などについて考え、工夫する。

(知及技）
真和志フェスティバルの意義や価値を知
り、周りと協力する力を身に付けること
ができる。
(思判表力)
真和志フェスティバルについて自分の意
見や考えをまとめて、それを表現するこ
とができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
真和志フェスティバルの意義や価値を知
り、周りと協力する力を身に付けようと
している。
(思･判･表)
真和志フェスティバルについて、教師と
一緒に自分の意見や考えをまとめて、そ
れを表現しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・真和志フェスティバル事
前、事後学習

・真和志フェスティバルについての意義につ
いて知る。
・真和志フェスティバルで何をするか皆で考
える。
・皆で準備をする。
・真和志フェスティバルでの取り組みを振り
返り
感想を記入する。

(知及技）
学ぶことや働くことの意義、人との付き
合い方の大切さについて知り、社会生活
に必要なスキルを身に付けることができ
る。
(思判表力)
自分がどのような行動をしたらよいか場
面ごとに考え、実践することができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
学ぶことや働くことの意義、人との付き
合い方の大切さについて知り、社会生活
に必要なスキルを身に付けようとしてい
る。
(思･判･表)
自分がどのような行動をしたらよいか場
面ごとに考え、実践しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

・学ぶことや働くことと人と
の付き合い方
＊前期就業体験実習
＊後期就業体験実習

・就業体験実習を行い、社会生活に必要なス
キルの習得を図る。

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだすことができる。
(思判表力)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表することができ
る。
(学･人)
自分のことについての学習に、主体的に
取り組むことができる。

(知・技）
教師と一緒にこれまでの自分や生活につ
いて振り返り、課題の解決に向けて、や
るべきことを見いだそうとしている。
(思･判･表)
教師と一緒に自分の課題について考え、
その解決に向けて、目標を決めて発表し
ようとしている。
(主学)
自分のことについての学習に、主体的に
取り組もうとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【生徒の興味･関心に基づく
課題】
・前期の目標を立てよう
・個人撮影

・これまでの自分や生活について振り返り、
課題を見つけ、その解決に向けた目標を考え
る。

(知及技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだすことができる。
(思判表力)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装ができる。
(学･人)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごすこ
とができる。

(知・技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだしている。
(思･判･表)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装をしている。
(主学)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごして
いる。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【職業や自己の進路に関する
課題】
・社会人としてのマナー
（ちゅらマナー週間）
・前期就業体験実習事前事後
学習
・スーツ着こなし講座
・マナー講座

・社会人としてのマナーを知り、自分に必要
なスキルを見いだす。
・社会人としてふさわしい言葉遣いや服装を
考え、場面に応じて適切な言葉遣いや服装を
考える。

(知及技）
学ぶことや働くことの意義について知
り、社会生活に必要な力を身に付けるこ
とができる。
(思判表力)
何をすべきか、どのようにすべきかなど
を考えながら進路学習に取り組むことが
できる。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
学ぶことや働くことの意義について知
り、社会生活に必要な力を身に付けよう
としている。
(思･判･表)
教師と一緒に、何をすべきか、どのよう
にすべきかなどを考えながら進路学習に
取り組もうとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【職業や自己の進路に関する
課題】
・進路別集会
・進路学習
・進学フェスタ
・出願･応募書類準備

・学ぶことや働くことの意義について学ぶ。
・社会生活で必要な力について学ぶ。
・様々なや進路があることを知る。

(知及技）
これまでの自分や生活について振り返
り、課題の解決に向けて、やるべきこと
を見いだすことができる。
(思判表力)
自分の課題を見いだし、その解決に向け
て、目標を考え、発表することができ
る。
(学･人)
自分についての学習に主体的に学習に取
り組むとともに、クラスメイトのよさを
理解することができる。

(知・技）
教師と一緒にこれまでの自分や生活につ
いて振り返り、課題の解決に向けて、や
るべきことを見いだそうとしている。
(思･判･表)
教師と一緒に自分の課題を見いだし、そ
の解決に向けて、目標を決めて発表しよ
うとしている。
(主学)
自分についての学習に主体的に取り組む
とともに、クラスメイトのよさを理解し
ようとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【生徒の興味･関心に基づく
課題】
・後期の目標を考えよう

・後期の目標を考え、発表する。
・これまでの自分や生活について振り返り、
自分のことについて考える。
・将来なりたい自分について考える。

(知及技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだすことができる。
(思判表力)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装ができる。
(学･人)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごすこ
とができる。

(知・技）
社会人としてのマナーを知り、自分に必
要なスキルを見いだそうとしている。
(思･判･表)
社会人としてふさわしい言葉遣いや服装
を考え、場面に応じて適切な言葉遣いや
服装をしている。
(主学)
就業体験を意識しながら、適切な言葉遣
いや服装を心がけ、日常生活を過ごして
いる。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【職業や自己の進路に関する
課題】
・社会人としてのマナー
（ちゅらマナー週間）
・後期就業体験実習事前事後
学習

・社会人としてのマナーを知り、自分に必要
なスキルを見いだす。
・社会人としてふさわしい言葉遣いや服装を
考え、場面に応じて適切な言葉遣いや服装を
考える。

令和７年度　高等部３年（Ⅱ課程）総合的な探究の時間　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

１／35 真和志分教室３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解す
るようにする。
(思判表力)
実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが
できるようにする。
(学･人)
探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態
度を養う。

前
期

後
期

17
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(知及技）
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて知り、実践すること
ができる。
(思判表力)
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて考え、工夫すること
ができる。
(学･人)
奉仕活動を通して、社会の一員として行
動することができる。

(知及技）
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて知り、実践しようと
している。
(思判表力)
身近な生活の中で、環境に配慮した物の
使い方などについて考え、工夫しようと
している。
(主学)
奉仕活動を通して、社会の一員として取
り組もうとしている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【横断的･総合的な課題】
・環境学習（地域奉仕、ワッ
クス作業等）

・みんなで校内外の清掃活動を行う。

(知及技）
真和志フェスティバルの意義や価値を知
り、周りと協力する力を身に付けること
ができる。
(思判表力)
真和志フェスティバルについて自分の意
見や考えをまとめて、それを表現するこ
とができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
真和志フェスティバルの意義や価値を知
り、周りと協力する力を身に付けようと
している。
(思･判･表)
真和志フェスティバルについて、教師と
一緒に自分の意見や考えをまとめて、そ
れを表現しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【地域や学校の特色に応じた
課題】
・真和志フェスティバルの取
り組み

・真和志フェスティバルについての意義につ
いて知る。
・真和志フェスティバルで何をするか皆で考
える。
・皆で準備をする。
・真和志フェスティバルでの取り組みを振り
返り感想を記入する。

(知及技）
学ぶことや働くことの意義、人との付き
合い方の大切さについて知り、社会生活
に必要なスキルを身に付けることができ
る。
(思判表力)
自分がどのような行動をしたらよいか場
面ごとに考え、実践することができる。
(学･人)
主体的・協働的に学習に取り組むことが
できる。

(知・技）
学ぶことや働くことの意義、人との付き
合い方の大切さについて知り、社会生活
に必要なスキルを身に付けようとしてい
る。
(思･判･表)
自分がどのような行動をしたらよいか場
面ごとに考え、実践しようとしている。
(主学)
主体的・協働的に学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】学習の様子で評価する。

【職業や自己の進路に関する
課題】
・学ぶことと働くことと人と
の付き合い方
＊前期就業体験実習
＊後期就業体験実習
・進路に向けて
・卒業式に向けての取り組み

・就業体験実習を行い、社会生活に必要なこ
とを学ぶ。
・進路について考える。
・卒業式の練習に取り組む。

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。留意点
引継ぎ等

18
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高等部１年（Ⅱ課程）特別活動 年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【ホームルーム活動】
(知及技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、実践する力を身
に付けることができる。
(思判表力)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組むこ
とができる。
(学･人)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとする態度を養うこと
ができる。

【ホームルーム活動】
(知・技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、教師の支援を受
けながら実践する力を身に付けようとし
ている。
(思･判･表)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組もう
としている。
(主学)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・学級開き
・前期HR役員決め
・学級目標や係決め
・校外学習計画について
・キャリアパスポート

・連携学級の担任や級友を知る。
・HR役員決めに参加する。
・学級目標や係決めに参加する。
・校外学習の計画を確認する。
・自己紹介を考え記入をする。
・前期の振り返りをする。

【生徒会活動】
(知及技）
異年齢の生徒同士で協力し、交流するこ
とができる。
(思判表力)
交流を通して、よりよい人間関係を形成
することができる。
(学･人)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加することができる。

【生徒会活動】
(知・技）
異年齢の生徒同士で協力し、交流しよう
としている。
(思･判･表)
交流を通して、よりよい人間関係を形成
しようとしている。
(主学)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・HR役員認証式、対面式、部
紹介
・生徒総会
・生徒会会長選挙

・各学級のHR役員を知る。
・同学年や先輩方と顔を合わせる。
・各部活動の紹介を聞き、部活動の様子を知
る。
・生徒会役員紹介や活動内容を知る。
・生徒会会長への立候補者の演説を聞き、ふ
さわしいと思う一人を選択する。

【学校行事（儀式的行事）】
(知及技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けることができる。
(思判表力)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、場面にふさわ
しい行動ができる。
(学･人)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげることができる。

【学校行事（儀式的行事）】
(知・技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けようとしている。
(思･判･表)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、教師の支援を
受けながら場面にふさわしい行動をしよ
うとしている。
(主学)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・入学式、前期終業式
・夏季休業前全体集会

・厳粛な場におけるマナー等の規律のある行
動の仕方について学ぶ。
・儀式的行事にふさわしい服装•身なりの実
施。
・夏休みの正しい過ごし方について確認をす
る。

【学校行事（儀式的行事）】
(知及技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けることができる。
(思判表力)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、場面にふさわ
しい行動ができる。
(学･人)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげることができる。

【学校行事（儀式的行事）】
(知・技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けようとしている。
(思･判･表)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、教師の支援を
受けながら場面にふさわしい行動をしよ
うとしている。
(主学)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・後期始業式・修了式
・卒業式
・冬季休業前全体集会

・厳粛な場におけるマナー等の規律のある行
動の仕方について学ぶ。
・儀式的行事にふさわしい服装•身なりの実
施。
・冬休みの正しい過ごし方について確認をす
る。

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室１学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けることができ
る。
(思判表力)
集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができ
る。
(学･人)
主体的に集団や社会に参画し、生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、
自己実現を図ろうとする態度を養う。

前
期

16
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【ホームルーム活動】
(知及技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、実践する力を身
に付けることができる。
(思判表力)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組むこ
とができる。
(学･人)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとする態度を養うこと
ができる。

【ホームルーム活動】
(知・技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、教師の支援を受
けながら実践する力を身に付けようとし
ている。
(思･判･表)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組もう
としている。
(主学)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・真和志フェスティバルの取
り組み
・キャリアパスポート

・真和志フェスティバルに向けての話し合い
に参加する。
・後期に頑張りたいことの目標を立てる。
・1年間の振り返りをする。

【学校行事（文化的・集団的行事）】
(知及技）
文化的・集団的行事の意義を理解し、他
の生徒と協力して日頃の活動の成果を発
表したり、美しいものや優れたものを創
り出し、自ら発表し合ったり芸術的なも
のや伝統文化を鑑賞したりする活動に必
要な知識や技能を身に付けることができ
る。
(思判表力）
周りと協力してよいよいものをつくり出
し、互いに発表し合うことにより、自他
の個性を認め、互いに高め合うことがで
きる。
(学･人)
文化的・集団的行事を通して、自己の成
長を振り返り、自己のよさを伸ばそうと
する意欲につなげることができる。

【学校行事（文化的・集団的行事）】
(知・技）
文化的・集団的行事の意義を理解し、教
師の支援を受けながら、他の生徒と協力
して日頃の活動の成果を発表したり、美
しいものや優れたものを創り出し、自ら
発表し合ったり芸術的なものや伝統文化
を鑑賞したりする活動に必要な知識や技
能を身に付けようとしている。
(思･判･表)
教師の支援を受けながら、周りと協力し
てよいよいものをつくり出し、互いに発
表し合うことにより、自他の個性を認
め、互いに高め合おうとしている。
(主学)
文化的・集団的行事を通して、自己の成
長を振り返り、自己のよさを伸ばそうと
する意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・真和志フェスティバル
・予餞会

・舞台発表をする。
・他のクラスの発表を観たり出店を見たりす
る。
・舞台での演舞を観る。

【学校行事（健康安全・体育的行事）】
(知及技）
体育的な集団活動の意義を理解し、規律
ある集団行動の仕方などを身に付けるこ
とができる。
(思判表力)
自己の生活を振り返り、運動や体力の向
上に関する課題と解決策について考え、
他者と協力して、適切に判断し行動する
ことができる。
(学･人)
運動に親しみ、体力の向上に積極的に取
り組もうとする態度を養うことができ
る。

【学校行事（健康安全・体育的行事）】
(知・技）
体育的な集団活動の意義を理解し、教師
の支援を受けながら、規律ある集団行動
の仕方などを身に付けようとしている。
(思･判･表)
自己の生活を振り返り、教師の支援を受
けながら、運動や体力の向上に関する課
題と解決策について考え、他者と協力し
て、適切に判断し行動しようとしてい
る。
(主学)
運動に親しみ、体力の向上に積極的に取
り組もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・スポレク ・スポーツレク大会に参加する。
・連携学級の応援をする。

【学校行事（勤労生産・奉仕的行事）】
(知及技)
勤労の意義と尊さ、社会的・職業的な自
立について理解し、ボランティア活動な
どの体験活動の仕方について必要な知識
及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)
勤労生産や奉仕に関して集団や社会に必
要なことを見いだし、自分のできること
を判断し、多様な他者とともに考え、協
働して実践することができる。
(学･人)
勤労生産や奉仕に関わる活動に積極的に
取り組み、人間としての在り方生き方に
関する自覚を深めたり、勤労観や職業観
を醸成したりして、社会に貢献しようと
する態度を養うことができる。

【学校行事（勤労生産・奉仕的行事）】
(知・技)
教師の支援を受けながら、勤労の意義と
尊さ、社会的・職業的な自立について理
解し、ボランティア活動などの体験活動
の仕方について必要な知識及び技能を身
に付けようとしている。
(思･判･表)
勤労生産や奉仕に関して集団や社会に必
要なことを見いだし、教師の支援を受け
ながら、自分のできることを判断し、多
様な他者とともに考え、協働して実践し
ようとしている。
(主学)
勤労生産や奉仕に関わる活動に積極的に
取り組み、教師の支援を受けながら、人
間としての在り方生き方に関する自覚を
深めたり、勤労観や職業観を醸成したり
して、社会に貢献しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・環境について考える ・連携学級と一緒に、校内の草取りやゴミ捨
てなどの環境美化に努める。

19

留意点
引継ぎ等

・年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

後
期

分ー74



高等部２年（Ⅱ課程）特別活動　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【ホームルーム活動】
(知及技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、実践する力を身
に付けることができる。
(思判表力)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組むこ
とができる。
(学･人)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとする態度を養うこと
ができる。

【ホームルーム活動】
(知・技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、教師の支援を受
けながら実践する力を身に付けようとし
ている。
(思･判･表)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組もう
としている。
(主学)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・学級開き
・前期HR役員決め
・学級目標や係決め
・校外学習計画について
・キャリアパスポート

・連携学級の担任や級友を知る。
・HR役員決めに参加する。
・学級目標や係決めに参加する。
・校外学習の計画を確認する。
・自己紹介を考え記入をする。
・前期の振り返りをする。

【生徒会活動】
(知及技）
異年齢の生徒同士で協力し、交流するこ
とができる。
(思判表力)
交流を通して、よりよい人間関係を形成
することができる。
(学･人)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加することができる。

【生徒会活動】
(知・技）
異年齢の生徒同士で協力し、交流しよう
としている。
(思･判･表)
交流を通して、よりよい人間関係を形成
しようとしている。
(主学)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・HR役員認証式、対面式、部
紹介
・生徒総会

・各学級のHR役員を知る。
・同学年や先輩方と顔を合わせる。
・各部活動の紹介を聞き、部活動の様子を知
る。
・生徒会役員紹介や活動内容を知る。

【生徒会活動】
(知及技)
生徒会役員選挙の意義について理解し、
選挙公約を聞くことができる。
(思判表力)
選挙公約等を聞き、立候補者の中から自
分で選び、投票することができる。
(学･人)
積極的に学校生活の充実と向上に向け
て、生徒会役員選挙に取り組む態度を養
うことができる。

【生徒会活動】
(知・技)
教師の支援を受けながら、生徒会役員選
挙の意義について理解し、選挙公約を聞
こうとしている。
(思･判･表)
選挙公約等を聞き、立候補者の中から自
分で選び、投票しようとしている。
(主学)
積極的に学校生活の充実と向上に向け
て、生徒会役員選挙に取り組もうとして
いる。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・生徒会役員選挙 ・生徒会役員選挙の演説を聞き、投票をす
る。

【学校行事（儀式的行事）】
(知及技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けることができる。
(思判表力)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、場面にふさわ
しい行動ができる。
(学･人)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげることができる。

【学校行事（儀式的行事）】
(知・技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けようとしている。
(思･判･表)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、教師の支援を
受けながら場面にふさわしい行動をしよ
うとしている。
(主学)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・後期始業式・修了式
・冬季休業前全体集会

・厳粛な場におけるマナー等の規律のある行
動の仕方について学ぶ。
・儀式的行事にふさわしい服装•身なりの実
施。
・冬休みの正しい過ごし方について確認をす
る。

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1/35 真和志分教室２学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けることができ
る。
(思判表力)
集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができ
る。
(学･人)
主体的に集団や社会に参画し、生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、
自己実現を図ろうとする態度を養う。

前
期

16

分ー75



【ホームルーム活動】
(知及技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、実践する力を身
に付けることができる。
(思判表力)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組むこ
とができる。
(学･人)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとする態度を養うこと
ができる。

【ホームルーム活動】
(知・技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、教師の支援を受
けながら実践する力を身に付けようとし
ている。
(思･判･表)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組もう
としている。
(主学)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・真和志フェスティバルの取
り組み
・キャリアパスポート

・真和志フェスティバルに向けての話し合い
に参加する。
・後期に頑張りたいことの目標を立てる。
・1年間の振り返りをする。

【学校行事（文化的・集団的行事）】
(知及技）
文化的・集団的行事の意義を理解し、他
の生徒と協力して日頃の活動の成果を発
表したり、美しいものや優れたものを創
り出し、自ら発表し合ったり芸術的なも
のや伝統文化を鑑賞したりする活動に必
要な知識や技能を身に付けることができ
る。
(思判表力）
周りと協力してよいよいものをつくり出
し、互いに発表し合うことにより、自他
の個性を認め、互いに高め合うことがで
きる。
(学･人)
文化的・集団的行事を通して、自己の成
長を振り返り、自己のよさを伸ばそうと
する意欲につなげることができる。

【学校行事（文化的・集団的行事）】
(知・技）
文化的・集団的行事の意義を理解し、教
師の支援を受けながら、他の生徒と協力
して日頃の活動の成果を発表したり、美
しいものや優れたものを創り出し、自ら
発表し合ったり芸術的なものや伝統文化
を鑑賞したりする活動に必要な知識や技
能を身に付けようとしている。
(思･判･表)
教師の支援を受けながら、周りと協力し
てよいよいものをつくり出し、互いに発
表し合うことにより、自他の個性を認
め、互いに高め合おうとしている。
(主学)
文化的・集団的行事を通して、自己の成
長を振り返り、自己のよさを伸ばそうと
する意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・真和志フェスティバル
・予餞会

・展示発表をする。
・他のクラスの発表を観たり出店を見たりす
る。
・舞台での演舞を観る。

【学校行事（健康安全・体育的行事）】
(知及技）
体育的な集団活動の意義を理解し、規律
ある集団行動の仕方などを身に付けるこ
とができる。
(思判表力)
自己の生活を振り返り、運動や体力の向
上に関する課題と解決策について考え、
他者と協力して、適切に判断し行動する
ことができる。
(学･人)
運動に親しみ、体力の向上に積極的に取
り組もうとする態度を養うことができ
る。

【学校行事（健康安全・体育的行事）】
(知・技）
体育的な集団活動の意義を理解し、教師
の支援を受けながら、規律ある集団行動
の仕方などを身に付けようとしている。
(思･判･表)
自己の生活を振り返り、教師の支援を受
けながら、運動や体力の向上に関する課
題と解決策について考え、他者と協力し
て、適切に判断し行動しようとしてい
る。
(主学)
運動に親しみ、体力の向上に積極的に取
り組もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・スポレク ・スポーツレク大会に参加する。
・連携学級の応援をする。

【学校行事（勤労生産・奉仕的行事）】
(知及技)
勤労の意義と尊さ、社会的・職業的な自
立について理解し、ボランティア活動な
どの体験活動の仕方について必要な知識
及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)
勤労生産や奉仕に関して集団や社会に必
要なことを見いだし、自分のできること
を判断し、多様な他者とともに考え、協
働して実践することができる。
(学･人)
勤労生産や奉仕に関わる活動に積極的に
取り組み、人間としての在り方生き方に
関する自覚を深めたり、勤労観や職業観
を醸成したりして、社会に貢献しようと
する態度を養うことができる。

【学校行事（勤労生産・奉仕的行事）】
(知・技)
教師の支援を受けながら、勤労の意義と
尊さ、社会的・職業的な自立について理
解し、ボランティア活動などの体験活動
の仕方について必要な知識及び技能を身
に付けようとしている。
(思･判･表)
勤労生産や奉仕に関して集団や社会に必
要なことを見いだし、教師の支援を受け
ながら、自分のできることを判断し、多
様な他者とともに考え、協働して実践し
ようとしている。
(主学)
勤労生産や奉仕に関わる活動に積極的に
取り組み、教師の支援を受けながら、人
間としての在り方生き方に関する自覚を
深めたり、勤労観や職業観を醸成したり
して、社会に貢献しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・環境について考える ・連携学級と一緒に、校内の草取りやゴミ捨
てなどの環境美化に努める。

後
期

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。
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高等部３年（Ⅱ課程）特別活動　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【ホームルーム活動】
(知及技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、実践する力を身
に付けることができる。
(思判表力)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組むこ
とができる。
(学･人)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとする態度を養うこと
ができる。

【ホームルーム活動】
(知･技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、教師の支援を受
けながら実践する力を身に付けようとし
ている。
(思･判･表)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組もう
としている。
(主学)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・学級開き
・前期HR役員決め
・学級目標や係決め
・校外学習計画について
・キャリアパスポート
・後期HR役員決め

・連携学級の担任や級友を知る。
・HR役員決めに参加する。
・学級目標や係決めに参加する。
・校外学習の計画を確認する。
・自己紹介を考えて記入をする。
・前期の目標を立て、振り返りをする。

【生徒会活動】
(知及技）
異年齢の生徒同士で協力し、交流するこ
とができる。
(思判表力)
交流を通して、よりよい人間関係を形成
することができる。
(学･人)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加することができる。

【生徒会活動】
(知･技）
異年齢の生徒同士で協力し、交流しよう
としている。
(思･判･表)
交流を通して、よりよい人間関係を形成
しようとしている。
(主学)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・HR役員認証式、対面式、部
紹介
・生徒総会

・各学級のHR役員を知る。
・同学年と顔を合わせをする。
・各部活動の紹介を聞き、部活動の様子を知
る。
・生徒会役員紹介や活動内容を知る。
・生徒会長への立候補者の演説を聞き、ふさ
わしいと思う一人を選択する。

【生徒会活動】
(知及技）
生徒会役員選挙の意義について理解し、
選挙公約を聞くことができる。
(思判表力)
選挙公約等を機器、立候補者の中から自
分で選び、投票することができる。
(学･人)
積極的に取り組む態度を養うことができ
る。

【生徒会活動】
(知・技）
教師の支援を受けながら、生徒会役員選
挙の意義について理解し、選挙公約を聞
こうとしている。
(思・判・表)
選挙公約等を機器、立候補者の中から自
分で選び、投票しようとしている。
(主学)
生徒会の取り組みに、自主的・実践的に
参加しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・生徒会役員選挙 ・生徒会役員選挙の演説を聴き、投票をす
る。

【学校行事（儀式的行事）】
(知及技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けることができる。
(思判表力)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、場面にふさわ
しい行動ができる。
(学･人)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげることができる。

【学校行事（儀式的行事）】
(知･技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けようとしている。
(思･判･表)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、教師の支援を
受けながら場面にふさわしい行動をしよ
うとしている。
(主学)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・前期始業式
・夏季休業前LHR
・夏季休業明け全体集会
・前期終了LHR

・厳粛な場におけるマナー等の規律のある行
動の仕方について学ぶ。
・儀式的行事にふさわしい服装•身なりの実
施。
・夏休みの正しい過ごし方について確認す
る。

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

１／35 真和志分教室３学年　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにす
る。
(思判表力)
集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができる
ようにする。
(学･人)
主体的に集団や社会に参画し、生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、
自己実現を図ろうとする態度を養う。

前
期

16
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【学校行事（儀式的行事）】
(知及技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けることができる。
(思判表力)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、場面にふさわ
しい行動ができる。
(学･人)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげることができる。

【学校行事（儀式的行事）】
(知･技）
儀式的行事の意義を理解し、規律のある
行動を身に付けようとしている。
(思･判･表)
学校生活の節目の場においてこれまでの
生活を振り返ったり、これからの学校生
活を見通したりしながら、教師の支援を
受けながら場面にふさわしい行動をしよ
うとしている。
(主学)
儀式的行事を通して、新たな生活への希
望や意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・冬季休業前LHR
・冬季休業明け全体集会
・卒業式

・厳粛な場におけるマナー等の規律のある行
動について学ぶ。
・儀式的行事にふさわしい服装•身なりの実
施。
・冬休みの正しい過ごし方について確認す
る。

【ホームルーム活動】
(知及技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、実践する力を身
に付けることができる。
(思判表力)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組むこ
とができる。
(学･人)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとする態度を養うこと
ができる。

【ホームルーム活動】
(知･技）
基本的な生活習慣、学校生活のきまり、
社会生活におけるルールやマナー及びそ
の意義について理解し、教師の支援を受
けながら実践する力を身に付けようとし
ている。
(思･判･表)
多様な場面で自分と異なる考えや他者を
尊重し、認め合いながら、支え合ったり
補い合ったりして、協働して取り組もう
としている。
(主学)
学級や学年の一員として、助け合ったり
協力し合ったりし、新たな環境のもとで
人間関係を築こうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・真和志フェスティバルの取
り組み
・キャリアパスポート

・真和志フェスティバルに向けての話し合い
に参加する。
・後期の目標を立て、振り返りをする。
・１年間の振り返りをする。

【学校行事（文化的・集団的行事）】
(知及技）
文化的・集団的行事の意義を理解し、他
の生徒と協力して日頃の活動の成果を発
表したり、美しいものや優れたものを創
り出し、自ら発表し合ったり芸術的なも
のや伝統文化を鑑賞したりする活動に必
要な知識や技能を身に付けることができ
る。
(思判表力）
周りと協力してよいよいものをつくり出
し、互いに発表し合うことにより、自他
の個性を認め、互いに高め合うことがで
きる。
(学･人)
文化的・集団的行事を通して、自己の成
長を振り返り、自己のよさを伸ばそうと
する意欲につなげることができる。

【学校行事（文化的・集団的行事）】
(知･技）
文化的・集団的行事の意義を理解し、教
師の支援を受けながら、他の生徒と協力
して日頃の活動の成果を発表したり、美
しいものや優れたものを創り出し、自ら
発表し合ったり芸術的なものや伝統文化
を鑑賞したりする活動に必要な知識や技
能を身に付けようとしている。
(思･判･表)
教師の支援を受けながら、周りと協力し
てよいよいものをつくり出し、互いに発
表し合うことにより、自他の個性を認
め、互いに高め合おうとしている。
(主学)
文化的・集団的行事を通して、自己の成
長を振り返り、自己のよさを伸ばそうと
する意欲につなげようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・真和志フェスティバル
・予餞会

・みんなで販売に取り組む。
・他のクラスの発表や出店を見学する。

【学校行事（健康安全・体育的行事）】
(知及技）
体育的な集団活動の意義を理解し、規律
ある集団行動の仕方などを身に付けるこ
とができる。
(思判表力)
自己の生活を振り返り、運動や体力の向
上に関する課題と解決策について考え、
他者と協力して、適切に判断し行動する
ことができる。
(学･人)
運動に親しみ、体力の向上に積極的に取
り組もうとする態度を養うことができ
る。

【学校行事（健康安全・体育的行事）】
(知･技）
体育的な集団活動の意義を理解し、教師
の支援を受けながら、規律ある集団行動
の仕方などを身に付けようとしている。
(思･判･表)
自己の生活を振り返り、教師の支援を受
けながら、運動や体力の向上に関する課
題と解決策について考え、他者と協力し
て、適切に判断し行動しようとしてい
る。
(主学)
運動に親しみ、体力の向上に積極的に取
り組もうとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・スポレク選手決め
・Ｍ３チャンピオン

・スポーツレク大会に参加する。
・連携学級の応援をする。
・Ｍ３チャンピオンに参加する。

【学校行事（勤労生産・奉仕的行事）】
(知及技)
勤労の意義と尊さ、社会的・職業的な自
立について理解し、ボランティア活動な
どの体験活動の仕方について必要な知識
及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)
勤労生産や奉仕に関して集団や社会に必
要なことを見いだし、自分のできること
を判断し、多様な他者とともに考え、協
働して実践することができる。
(学･人)
勤労生産や奉仕に関わる活動に積極的に
取り組み、人間としての在り方生き方に
関する自覚を深めたり、勤労観や職業観
を醸成したりして、社会に貢献しようと
する態度を養うことができる。

【学校行事（勤労生産・奉仕的行事）】
(知･技)
教師の支援を受けながら、勤労の意義と
尊さ、社会的・職業的な自立について理
解し、ボランティア活動などの体験活動
の仕方について必要な知識及び技能を身
に付けようとしている。
(思･判･表)
勤労生産や奉仕に関して集団や社会に必
要なことを見いだし、教師の支援を受け
ながら、自分のできることを判断し、多
様な他者とともに考え、協働して実践し
ようとしている。
(主学)
勤労生産や奉仕に関わる活動に積極的に
取り組み、教師の支援を受けながら、人
間としての在り方生き方に関する自覚を
深めたり、勤労観や職業観を醸成したり
して、社会に貢献しようとしている。
【評価資料】活動の様子で評価する。

・環境について考える ・連携学級と一緒に、校内の草取りやゴミ捨
てなどの環境美化に努める。

留意点
引継ぎ等

年間を通じて、真和志高等学校との交流及び共同学習を行い、障害の有無に関わらず共に学ぶ経験を重ね、社会性を養う。

後
期

19

分ー78



R７　真和志分教室の時間割 2025年度

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

教科 自立 職業 自立 自立 自立 教科 美術 職業 自立 自立 自立 教科 体育 職業 自立 自立 自立
授業名 授業名 美術Ⅱ 授業名 体育3B

教科 社会 職業 道徳 英語 家庭 教科 美術 職業 道徳 英語 家庭 教科 体育 職業 道徳 英語 家庭
授業名 英語会話 授業名 美術Ⅱ 英語会話 授業名 体育3B 英語会話

教科 音楽 社会 体育 数学 理科 教科 自立 社会 情報 体育 理科 教科 自立 社会 情報 音楽 理科
授業名 音Ⅰ 沖縄の歴史 体育１B 環境の科学 授業名 沖縄の歴史 体育２B 環境の科学 授業名 沖縄の歴史 器楽 環境の科学

教科 音楽 数学 体育 国語 国語 教科 職業 数学 国語 体育 国語 教科 職業 数学 社会 音楽 国語
授業名 音Ⅰ ベーシック数学 体育１B 国語表現 授業名 ベーシック数学 体育２B 国語表現 授業名 ベーシック数学 器楽 国語表現

教科 自立 美術 LHR 職業 体育 教科 自立 音楽 LHR 職業 社会 教科 自立 国語 LHR 職業 美術
授業名 保育基礎 陶芸一般 体育１B 授業名 保育基礎 沖縄の音楽 授業名 保育基礎 クラフトデザイン

教科 理科 美術 総探 職業 体育 教科 理科 音楽 総探 職業 数学 教科 理科 数学 総探 職業 美術
授業名 陶芸一般 体育１B 授業名 沖縄の音楽 授業名 クラフトデザイン

※色塗り部分は真和志高等学校との交流及び共同学習
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